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プロローグ　龍人族の国らしい







　人族の大陸の最さい西せい端たんに位置するクヌギ伯はく爵しやく領。

　その内にある最大の都市であるクリンゲ中央部にある蓮れん弥やの居城。

　城主である蓮弥が気の利きいた名前を思いつかずに、単に居城とだけ呼ばれているその建築物の、西側に面した部分に設置されているバルコニーの上に、フラウは立っていた。

　やや強めに吹ふいている風に亜あ麻ま色いろの髪かみとエプロンドレスの裾すそを揺ゆらしながら、悠ゆう然ぜんと立つその姿は見た目はどこからどう見ても幼女のはずなのに、まるでどこかの国の将軍のような威い風ふうを誇ほこっており、その背後に立っていたキースは自分の眉み間けんを揉もみしだいて目をしばたたかせる。

　それでもやはり、フラウの背中から感じる威い圧あつは変わらない。

　腕うで組ぐみをし、じっと瘴しよう気きの森の方向を見つめているその姿は背せ丈たけと年ねん齢れいさえ足りていればどこぞの国の姫ひめ将軍であると紹しよう介かいされても違い和わ感かんがないほどである。

　だが、やはり何度見返してもフラウは幼女だ。

　その幼女に完かん膚ぷなきまでに風格で負けている自分って一体と思い始めたキースに、フラウが視線を正面に向けたまま声をかける。

「キースさん、何考えてるの？」

「えぇっと……奴やつら攻せめてきますかね？」

　物見の兵士から瘴気の森の雰ふん囲い気きが変わったとの報告が入ってきたのは蓮弥達たちが転送門を使ってエルフの国へと旅立った直後のことであった。

　それまで静けさを保っていた森が急にざわめき始め、やや無理をして森の中まで調査に入った兵士達はいくつかの魔ま物ものの群れを発見したらしい。

　瘴気の森で魔物の群れを見ることはそれほど珍めずらしいことではなかったのだが、せいぜいがコボルトやゴブリンくらいなもので、その群れが完全に武装したオークやトロールだったとすれば話は別である。

　野の良ら状態で粗そ末まつな武装をしている状態のオークやトロールですらそれなりに脅きよう威いになると言うのに、それがきちんとした武装を身につけていればどれだけの脅威になるのかは考えるだに頭の痛い話だ。

　尋たずねられた言葉に返答する適当な話題を見つけられなかった結果、なんとかひねり出した話題が思ったよりも重たい代しろ物ものであったことにキースは自分の会話能力の無さに軽い失望を覚える。

　しかし、その話題はキースが思う程ほどにはフラウにとって重い話ではなかったらしく、フラウはなんでもないことのように平然と答えた。

「それは攻めて来るのに決まってるの」

「やっぱりそうですか」

　何を今いま更さらと言わんばかりのフラウに、キースは額に手を当てて深々と溜ため息いきをついた。

　来るだろうことは予想していたとしても、改めてはっきりと告げられるとそれはそれで陰いん鬱うつな気分になるのを止めることができない。

「健けな気げな子らなの」

「はい？」

　そんなキースの内心などおかまいなしにフラウが口にした言葉は、何か非常に場ば違ちがいなものだったような気がして、キースは問い返す。

　声にたっぷりと疑念を含ふくませたと言うのに、フラウはキースの方を振ふり返かえることもなく、口くちの端はしに笑えみなど浮うかべて続ける。

「このクリンゲを攻める事を命じられて、マスターがいては勝ち目が無いからとマスターの気配が消えるまで森の中でじっとしてた健気な子らなの。忠誠心とか皆かい無むな魔物のくせして逃にげ出ださない所が偉えらいの」

　おそらくは褒ほめているのだろうが、キースにはどこか的外れな言葉に思えた。

「それ健気っていいますか？」

「言わないの？」

　キースに言われて、きょとんとした表情でようやく振り返るフラウ。

　言葉の使用方法としては間ま違ちがっていないのだろうが、蓮弥の気配が消えるまで森の中で息を殺しながら武器を構えているオークやらトロールやらの姿を想像してみると、健気だとは到とう底てい言い難がたいキースである。

「取りあえず、森の監かん視しは少しラインを下げて。被ひ害がいの無いように気をつけるの」

　森に魔物の姿が見えたからと言って、いきなりクリンゲが戦せん闘とうに突とつ入にゆうするわけでもなく、森からクリンゲまでの距きよ離りを進軍してくる必要がある。

　その途と中ちゆうには既すでに避ひ難なんは終わっているもののいくつかの集落があり、魔物の軍はそれに遭そう遇ぐうするたびに逃げ遅おくれた人族がいないか探したり、何か食べ物や金銭が残っていないかと探たん索さくすることで幾いく分ぶんかの足止めをされることが予想されていた。

　フラウは、どうせ蹂じゆう躙りんされるものなのだから何らかのトラップを、具体的には集落一つを巻き込んで爆ばく発はつするような仕し掛かけを設置することを蓮弥に提案していたのだが、これは蓮弥から拒きよ否ひされて実行に移せていない。

　蓮弥曰いわく、攻めてくる魔物に自分達の家が壊こわされるのと、作戦とは言っても蓮弥達の手によって破壊されるのとでは住民達が受ける印象がまるで異なる、と言うのだ。

「気持ちはなんとなく分かるの。でも効率的じゃないの」

　ぼやいてみるフラウではあるが、マスターである蓮弥の意向に沿わないわけにはいかない。

　クリンゲを襲おそう魔ま王おうの軍の規模がどのくらいなのかは、出てきてみないと分からないわけであるが、トラップを仕掛けて倒たおす数などおそらくは誤差の範はん囲いだろうと考えて、フラウは頭を切きり替かえる。

　とにかく無い札は切れないのだから、手持ちの札で蓮弥が帰ってくるまでクリンゲを守りきるしかない。

「外にいる国軍はどうします？」

「あっちから連れん絡らくしてくるまで放置なの。敵軍が見えたら連絡してきても放置なの」

　蓮弥は貴族であるので、色々としがらみがあったりするのだが、フラウにはそう言ったものが全く無い。

　それとフラウが任されているのはクリンゲの都市の防衛であり、その外にいる国軍は現状フラウの防衛対象に入っていないのだ。

　フラウは妖よう精せいであるので、言われていない事こと柄がらについては命じられていませんと突つっぱねることができる。

　その場合命令をした者、つまりは蓮弥の方に責任問題が移るのであるが、蓮弥は蓮弥で勇者を連れて龍人族の国の様子を見に行くと言う勇者のお仕事の付つき添そいをしている身であるので、忙いそがしすぎて失念してましたと言い張れないこともない。

　蓮弥がそこまで考えてフラウに街の防衛を任せたのかどうかは、フラウにも分からなかったのだが、その辺りは知って得することもないのでフラウは堂々と国軍の存在を無視するつもりである。

「伯はく爵しや殿くどのにはお早いお帰りをお願いしたいところですね」

　国軍の扱あつかいについては、深く考えた所でどうしようもないとでも思ったのかキースは話題の転てん換かんを謀はかる。

　フラウとしてもそちらの話題については話したいわけでもないので、キースの話題転換に乗ることにした。

「龍人族の国がどの程度の被害を受けているかによるの。最悪勇者の身み柄がらだけでも確保できればすぐ戻もどって来れなくもないのだけれど、マスターが龍人族の勇者だけ連れて帰ってくるとは考えにくいの」

　フラウが思うに、蓮弥の性格からして勇者を見つけたのではいさようならと帰ってくる可能性は非常に低かった。

　もしも龍人族が魔ま族ぞくとの戦争中なのであれば、一息つけるようになるくらいまでは手伝いに走る可能性が高い。

　むしろ、勇者はともかくとして何か健気にも魔王の軍に立ち向かおうとする、戦士としては未熟な少女とかに遭遇した場合は、敵軍を殲せん滅めつしてくる可能性が異常に高い、とフラウは見ている。

「マスターのスイッチって、たまに妙みような所に配置されてたりするから困るの」

「何の話ですか？」

　フラウの頭の中など知る由よしも無いキースは取りあえず突っ込む。

　その突っ込みになんでもないと答えたフラウは腕組みをほどき、キースを伴ともなって城内へと戻る。

　城内へ戻った二人を出で迎むかえたのはメイリアであった。

　蓮弥から事務方の責任者として城に残るように言われたメイリアであったが、五百人しかいないとは言え兵士達関連の書類に加えて、領民に関する書類や街の防衛に関係する諸手続き等々、初しよっ端ぱなから書類の山に埋うもれるような状態に陥おちいっている。

　これならば多少危険でも蓮弥について行った方がマシだったのではないかと思うメイリアであったのだが、では自分が不在の状態でこれだけの量の書類を捌さばききれる文官がいるかと問われれば、メイリアは首を左右に振る以外ない。

　かろうじてローナであればメイリアの代役が務まったかもしれないが、ローナは僧そう侶りよとして蓮弥に同行しており、仮にローナがメイリアとの交代を承しよう諾だくしてくれたとしても、メイリアには僧侶の技能がなかった。

　つまり、ローナにはメイリアの代役が務まってもメイリアにはローナの代役を務めきれないのである。

　そう考えれば、自分がクリンゲに残るのは当然のことかもしれないとメイリアは自分を納なつ得とくさせていた。

「メイリア姉様、一々フラウの許可を仰あおがなくてもマスターの印章は適当に使っていいの」

　フラウを出迎えるや否いなや、大量の書類に押おう印いんを求めてくるメイリアにややうんざりしたようにフラウが言う。

　フラウはシルキーとして家事関係については非常に優ゆう秀しゆうであったのだが、メイリアやローナが行っている書類整理といった作業に関しては人並みレベルの才能しか持ち合わせていなかった。

　専門外なのだから仕方ないと言うフラウに、蓮弥の代理なのだから書類に目だけでも通してくれないと困るとメイリアは引き下がらない。

　領主の印章を適当に使っていいと言うフラウもフラウだが、ちょっとガラの悪そうな文官ならば飛び上がって喜ぶ話に飛びつかないメイリアもメイリアである。

「上手にやれば、マスターの財産の大半を持ってける美味おいしいお話なのよ？」

　資材や食料関係は他ほかから購こう入にゆうする以外にない、新しい領地であるクヌギ伯爵領ではあるのだが、では財産が何もないのかと言われればそれは全く違ちがっている。

　常つね日ひ頃ごろから供給されている蓮弥の魔ま力りよくを基もとにして、フラウがせっせと作り続けている通常サイズの魔ま石せきの流通経路はしっかりと確保されており、そこでフラウは値ね崩くずれを起こさない程度を見計らいながら魔石を売りさばいている。

　現金だけに限って言うのであれば、クヌギ伯爵が持っている量は他のどこの貴族と比ひ較かくしても引けを取らない規模だ。

　背後にキースとメイリアの二人を引き連れるといった状じよう況きようで城内の廊ろう下かを歩くフラウが呆あきれた口調でそんなことを言うと、メイリアはそれを鼻で笑う。

「次期大公ほぼ確定の私にとって、伯爵の財産なんて無理して欲ほしいものでもないです」

「そう言えばそうだったの。忘れてたの」

　伯爵に事務方を任せられてしまう次期大公ってどうなんだろうとフラウは思うが口には出さない。

　メイリアが機き嫌げんを損そこねて書類捌さばきを止めてしまえば、フラウはあまり困らないのであるがキースやら他の人達が非常に困る。

　その位の空気はフラウとて読むらしい。

「それはともかくとして、フラウ様はどちらに向かわれているのですか？」

　フラウの忘れていたと言う言葉に反応してなのか、顔が不機嫌そうになっていくメイリア。

　その雰囲気を変えようとキースが先を行くフラウに尋ねると、フラウは足を止めることなく、振り返ることもなく答えた。

「この都市の防衛中ちゆう枢すうなの」

「防衛中枢ですか？」

　聞いた事の無い言葉に、知っていますかとばかりにキースはメイリアを見るが、メイリアはすぐに首を振った。

　二人ともフラウの背後に居るのでそのやりとりをフラウが目にすることはなかったが、二人が抱いだく疑問の気配は感じ取ったのかフラウは振り返ることはなかったが言葉を続ける。

「この街はフラウとエミル姉様が主に設計を行った、人族の大陸にある都市の中でも最先端の技術を使って作られた都市なの」

　言いながらフラウが進む方向は幾いくつかの下りの階段を経由することで下へ下へと向かっている。

　最初のうちはすれ違うメイドや兵士の姿があったのだが、それも階段を幾つか降りた先ではほとんど人の気配も姿も無くなり、窓すら設置されていない石造りの通路は、無機質な魔ま術じゆつの白い灯あかりで照らし出されるだけのものとなっていく。

「こんな通路ありましたっけ？」

　キースは兵士達を統とう括かつする立場にある者として、蓮弥の居城には何度も足を運んでいる。

　当然、自分自身では蓮弥の居城の隅すみから隅までをくまなく探索したわけではなかったが、それでも通路の大体の把は握あくは終しゆう了りようしたものと思っていた。

　そのキースからして、フラウが今歩いている道は以前に見たような記き憶おくが無い。

　隠かくし通路等なのであれば知らなくても当然ではあったのだが、そう言ったものにありがちな隠された扉とびらやら入り口やらを通った記憶も無い。

「いつもは人ひと払ばらいの魔術を施ほどこしてあるから、認にん識しきされづらくなってるの。今二人が通れたのはフラウと一いつ緒しよだからなの」

　伯爵の居城の内部に人払いの魔術で入れない部分を作る、等と言うことが伯爵本人にネタばれしたのであれば、どんな刑けい罰ばつに処せられるのかは分かったものではない。

　ただこれは通常のお話であり、蓮弥の場合だとあっさりと許可が出て終わる気がしているメイリアとキースである。

「中枢自体はフラウのお手製なの。見て楽しいものでも無いのだけど、まだついてくるの？」

「私は……気分転換に」

「自分は兵を預かる者として、その中枢を見ておく必要があるかと」

　二人の返事の内容は別々であったが、結論はついて行くと言うことで一いつ致ちしているらしい。

　本当に楽しいものではないのだけれどもと思いつつ、別段見に来ることを反対する気もないフラウは一つ肩かたをすくめるとほんの少しだけ歩く速度を速めたのである。







　その部屋は、蓮弥の居城中央部の地下深くにある。

　その部屋への経路は、通常の通路を進むだけでは決してたどり着くことが無い。

　通らなくてはならない通路は最初こそ魔術による灯あかりが設置されていたのだが、やがて灯り採りの設備は無くなり、先導するフラウは指の先に魔術の灯りを灯ともして背後に続くキースとメイリアの為ために通路を照らしていた。

　通常フラウは灯りがなくてもこの道を進むことができるのだと言う。

　暗い通路をフラウの作った灯りだけを頼たよりに進むキースの顔色は悪く、メイリアは露ろ骨こつに顔に恐きよう怖ふの色を貼はり付けて、先に進むフラウの肩の辺りを掴つかんだまま離はなそうとはしない。

「んっと、なんでそんなに怯おびえてるの？」

　体重差のせいなのか、時々肩がメイリアに引っ張られることを非常に迷めい惑わくそうにしながらフラウが背後の二人に問いかける。

　そんなに不安に駆かられるのであれば見に行く等と言わなければいいじゃないかとフラウは思うのだが、キースもメイリアも知識欲からなのか責任感からなのか、或あるいはもっと単純な怖こわいもの見たさからなのか不安そうな表情を解くことは無かったが、代わりに帰りますと言い出すこともない。

「見ても面白おもしろいものとか無いの」

　ぶつぶつと文句を言うフラウはやがて一つの扉の前に到とう着ちやくする。

　通常、城の中に配置されている扉は木材と板金で作られた頑がん丈じような代物であったのだが、フラウが立ち止まった先にある扉は全すべてが金属で作られており、その頑丈さは他の扉を遥はるかに凌しのぐ。

　表面にはびっしりと文字らしきものが彫ほりこまれていたのだが、その文字はキースはもちろんのこと、かなり博識であるはずのメイリアですら、一体誰だれが使っている文字なのかさっぱり分からない。

「この文字は一体？」

　最初は何かの模様かとメイリアもキースも思ったのだが、一つ一つの模様がなんらかの規則性を持って並べられていることがすぐに分かったので文字だろうと判断したのだが、近くによってじっと観察してみてもやはり読むことができない。

「それはただの模様なの」

　そんな二人の判断を、真っ向から裏切るようにフラウが言う。

「なんとなく怪あやしげなものを配置しておけば、何かの間違いでここまで来ちゃった人も警けい戒かいして触さわらないだろうと言うセキュリティみたいなものなの」

「なるほど？」

　一理あると思ったのかキースは頷うなずくが、メイリアはその説明ではあまり納得できなかったらしく、フラウの肩をがっしりと掴んだままではあるが、視線は扉の表面をなぞったままだ。

「疑うたぐり深ぶかいのー」

　苦く笑しようしつつフラウが扉に手をかけると、かなりの重量があるはずのそれはゆっくりと音も無く内側に向けて開いた。

　開いた扉の向こうに何が見えても驚おどろきはしない、と言うくらいの覚かく悟ごを決めていたキースとメイリアであったのだが、扉の向こうから流れてきたまるで森の中にでもいるような清せい浄じような空気に結局は驚かされてしまう。

　かなりの広さをもった釣つり鐘がね型の部屋の中は、暗い通路を進んできた二人にとっては目にやや痛みを感じるくらいの明るさに満ちていた。

　どういった仕掛けになっているのか、天てん井じようからは燦さん々さんと真っ白な光が降り注いでいる。

　部屋の中央にはちょうど井い戸どのようなものがあり、そこから滾こん々こんと湧わき出す透とう明めいな水は部屋の中央から壁かべ際ぎわへと放射状に何本か作られている水路によって分けられ、壁際まで流れると壁際に掘ほられている溝みぞのような水路へと落ちるようになっていた。

　湧き出す水の量が豊富であるのに、溝に湛たたえられている水面が全く上がってこない所を見ると溝の底の方でまた別な場所へと水を流すような水路が設けられているらしい。

　石を積んで作られている壁かべには、その隙すき間まを縫ぬうようにして何種類かの植物が葉を生おい茂しげらせており、さらに壁の隙間を通ってなのか植物の根がかなりの数、水路へとその根を伸のばして透明な水の中にその身を浸ひたしていた。

「お城の真下に良い水脈があったから、ここへ引き込んでいるの」

　防衛中枢等とフラウが言うものだから、もっとおどろおどろしいものを想像していたキースとメイリアは、拍ひよう子し抜ぬけした様な表情で部屋を見回している。

　見た感じではやや閉へい鎖さ的てきな庭園と言えなくも無い風景だ。

　少しだけ風変わりな点と言えば、土の気配が一つも無いのに植物が茂っている所くらいなものである。

「ここが防衛の中枢、ですか？」

　いくらなんでもその言葉を鵜う呑のみには出来ずに、疑問を投げかけるキース。

　フラウはその疑問にこっくりと頷いてみせる。

「ここの湧わき水みずに魔石を浸して、魔力を豊富に含んだ水を都市の地下に行いき渡わたらせてるの。その水は都市内部の植物の成長に大きく貢こう献けんし、防衛中の食しよく糧りよう問題や、外がい壁へきの補強なんかを解決してくれているの」

　ついでに水分を多く含んだ植物が沢たく山さんあることは、都市においては火ひ攻ぜめ対策にもなるの、とフラウに言われればそういうものなのかもしれないとキースも思ってしまう。

「なんと言いますか、地味ですね」

　まさか面と向かってフラウに、とんでもなく不気味だったり理解不能だったりするような施し設せつを期待していましたとも言えずに、キースが当あたり障さわりの無い感想を漏もらす。

「キースは一体なにを期待してるの……」

　ジト目でフラウが睨にらみつければ、キースは気の抜ぬけたような笑い声を上げつつ後頭部のあたりを掻かいた。

「ここ、マスターのお家の真下なの。いくらなんでもキースが期待しているようなおかしなものは設置できないの！」

「それもそうですね。俺おれも寝ね床どこの真下に竜りゆうが口をあけてたらおちおち寝ねてもいられないでしょうし」

「分かったらさっさと持ち場に戻るの。キースもメイリアも遊んでていい立場じゃないはずなの」

　腰こしに両手を当てて、鼻息も荒あらく言い放つフラウに、キースはぺこぺこと頭を下げる。

　キースはそのままフラウから逃げるように部屋から出ようとして、動こうとしないメイリアに気がつく。

　メイリアはどこかうっとりとしたような表情で目を細め、水路の一つの近くにしゃがみこんだままだった。

「メイリア様？」

「うーん、私はもうちょっと残ります。ここ空気が良いし、気持ちいいですよね」

「えーと……俺一人で帰れますかね……？」

「枝道に入ったり、ヘンな扉を開けたりしなければ基本的に一本道なの」

　フラウは、帰る気配のないメイリアをじっと見ていたのだが、どうやら本当に動く気がないことを見て取ると、キースが帯びている長ちよう剣けんの柄つかに魔術の灯りを灯した。

「キースはいい大人だから一人で帰るの。メイリア姉様は後でフラウが送っていくの」

「了りよう解かいです。いやそれじゃ失礼しました」

　最後に一つぺこりと頭を下げてキースが退室する。

　それを見送ってからフラウは部屋の扉を閉めると、まだしゃがんだままのメイリアにちらりと視線を走らせた。

　フラウの視線がメイリアに向いたのはほんの一いつ瞬しゆんだけであったが、メイリアはそれに気がついたのか細めていた目をやや見開くと、上うわ目め遣づかいにフラウを見つつ言った。

「それでフラウちゃん、本命はどこなんですか？」

「本命とか知らないの」

　フラウの声はいつもと変わらない。

　だがそれを聞いたメイリアはちょっとだけ顔を歪ゆがめて溜息をついた。

「私にも教えてくれないのですか。ちょっと哀かなしいですね」

「本当にここが中ちゆう枢すう部ぶなの」

「位置的には、ですよね？　都市全体へ魔力を含んだ水を供給する水路と水源が防衛中枢だ、なんて言われてキースさんはともかくとして私はそんなの信じないですよ？」

「嘘うそはついてないの」

「えぇ、フラウちゃんが嘘をついているなんて私は一言も言ってないです。でも、見せてくれてないものがありますよね？」

　にっこり笑ってメイリアが言えば、フラウは肩を落として溜息を吐ついた。

　そのまま無言でフラウはメイリアに指で扉を指し示し、一いつ旦たん外に出るように促うながす。

　どうやら見せてくれる気になったらしいと判断したメイリアは、今度は素す直なおに立ち上がるとフラウと一緒に部屋の外へと出る。

「本当はあんまり見せたくないの」

　しぶしぶと言った感じで口にするフラウは、重い金属の扉を閉めてしまうとその表面に描えがかれている意味の無い模様の羅ら列れつだと言ったものに指を這はわせる。
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　這わせる場所にはなんらかの法則があるらしく、メイリアが見ている前でフラウの指が触ふれた部分が白く光りだした。

「精神に異常をきたしても、責任取れないの。それでも良いの？」

　フラウの声に脅おどすような声こわ音ねが含まれているのは無理からぬことだと言えた。

　実際、エミルにそれを見せた時には気の弱い人やら精神的に弱い人やらが見れば、よくても失神。

　悪くするとフラウが言ったように精神に異常を抱かかえかねないから注意するようにとエミルに言い含められていたのだ。

「そんな物ぶつ騒そうなものを設置したんですか……」

　フラウの警告内容に、驚くやら呆れるやらのメイリアであるが、見ないと言う選せん択たく肢しは彼かの女じよの中に存在しないらしい。

　フラウは扉を開けるための処理を続けながら、こっそり〈沈ちん静せい〉の魔術がいつでも使えるように準備する。

　蓮弥達が帰って来た時に、メイリアがベッドに寝たきり状態でへらへらと笑うだけの人形と化していたら、自分がどんな目に遭あうか分かったものではないからだ。

　まず間違いなく、まぁ仕方ないかで済むわけがない。

「それじゃ、開けるの。気をしっかりと持つの。いい？」

　フラウの言葉に頷きながら、メイリアは小さく何事か唱えた。

　それがフラウが準備している〈沈静〉の魔術であることにフラウはすぐに気がつく。

〈沈静〉の魔術は心を大きく乱しているものにかければそれを沈ちん静せい化かし、通常状態でかければある程度の時間は正気を失うような経験をしたとしても、その被害を抑おさえることができる魔術だ。

　そこから考えるとメイリア自身も、フラウが改めて見せる気になったものが尋じん常じようでないことくらいは理解しているようだった。

　処理を終えた扉をフラウが開く。

　先ほどは眩まぶしい光と正常な空気が漏れ出してきた扉であったはずが、今度は赤黒い光と顔を背そむけたくなるような熱気と臭しゆう気きが入り混じった不快な空気が漏れ出してくる。

　思わず口を手で押おさえたメイリアに、フラウがそっとハンカチを手て渡わたした。

　種類まではメイリアには分からなかったが、なんらかのハーブっぽい香かおりが染しみ込こませてあるそれをメイリアはフラウから受け取ると、口に当てて臭気をごまかしながら、先に部屋へと入っていたフラウの後に続く。

　部屋は、先ほどキースと一緒に入った時から様子が一変してしまっていた。

　部屋の形は同じく釣鐘型であったが、頭上から降り注ぐ光は一いつ切さい無く、部屋は中央にぽっかりと大きな穴が開いているだけで赤黒い光はそこからの照り返しのようである。

　壁にもいくつかの穴が開けられているが、中は真っ暗で先がどうなっているのか全く分からない。

　部屋の中央にぽっかりと開いた穴からは、一見まるで火山の噴ふん火か口こうにも似たような感じで赤くどろりとした液体がごぼごぼと音を立てながら泡あわを吹き上げていた。

　その泡が割れるたびに、周囲に熱気と臭気を振りまいているようだ。

　ただ、これだけなのであれば単に暑くて臭くさい穴でしかない。

　到底精神に異常をきたすようなものでもないだろうにと、フラウの頭あたま越ごしにその穴を覗のぞき込んだメイリアの表情が凍こおる。

　その赤くてどろりとした液体は、粘ねん性せいがある割りには透とう明めい度どもあったようで、覗き込んだメイリアは液体の中に半ば沈しずんでいるそれらと目が合ってしまったのだ。

　それは無数の目であった。

　それもおそらくは人の形をした何かの。

　老ろう若にやく男なん女によの区別はつかないものの、液体の中でゆらゆらと揺れつつまるでもがくかのように両りよう腕うでを伸ばしているそれは、体の輪りん郭かくこそ赤黒い液体の中に曖あい昧まいに見える状態だったのだが、何故なぜだかその目だけははっきりと見えてしまう。

　瞳どう孔こうが開き、白目の部分が血走っているそれらはどれもが限界まで見開かれており、何かを訴うつたえかけるような視線をメイリアに向けている。

　そんな視線が無数に、液体の中に沈んでいる光景は異様と言う言葉だけでは形容しきれない。

　思わずこみ上げてきた吐はき気けに、メイリアはぐっと奥おく歯ばを食いしばって耐たえた。

「フラウちゃん……これ、は……？」

「魔力で満たした水の中で、彼かれらはきちんとまだ生かされているの。元々はどこかの密みつ偵ていだったり、暗殺者だったり色々なの。でもここに落とされたら、末路は皆みな同じなの」

　感情の篭こもらない声でフラウが言う。

「これがクリンゲにあるほぼ全ての魔術による迎げい撃げき機構を動かす為の動力源。防衛の中枢部本体。意識ある個体から、負の感情を搾しぼり取とって魔力へと転換する……地じ獄ごく炉ろと言われる装置なの」

　フラウが口にした装置の名前は、メイリアは全く聞いたことの無いものであった。

「詳くわしいことはフラウも分からないの。この炉ろを設計したのフラウとは別な人なの。フラウが分かるのは、ここへ魔石を放ほうり込み、一緒に生いけ贄にえを放り込むと魔石の魔力の一部を消費して炉が稼か動どうして生贄の負の感情を搾り取り、魔石の残りの魔力を増ぞう幅ふくさせて元の魔石よりも大きな魔力を生み出す、と言うことくらいなの」

　生み出された魔力は炉の底に在るモノによって都市のあちこちへと運ばれていくようになっている。

「在るモノってなんなのですか？」

　興味に駆られたメイリアが尋ねるが、フラウは無表情のまま首を左右に振った。

「それは知らない方がいいの。ぜーったいに知らない方がいいの。この炉の底には地上から生贄を引きずり込む為、そして生贄を逃がさないようにする為と、その魔力を都市中へ運ぶ為に巨きよ大だいな触しよく手しゆの塊かたまりが沈んでいて触手を地下に張はり巡めぐらせているなんて、フラウの口からは言えないの」

「言ってるし……」

　キースは先ほど、寝床の真下で竜が口を開けていたらたまったものではないと言っていた。

　しかしその言葉は、実際の状況から考えると非常にまだ救いのある状況であったのだなとメイリアは麻ま痺ひしつつある思考の片かた隅すみでぼんやりと思った。

　何せ寝床の真下のみならず、クリンゲの地下にはこの得体の知れない何かがあちこちに魔力を運んだり、怪しい人物をこの炉に引きずり込む為に無数の触手を張り巡らせていると言うのだから。

　魔王よりも先に、フラウとこの炉の設計者とやらを何とかするのが人族にとっては緊きん急きゆうの問題なのではないだろうか。

　また一つごぼりと泡を吐き出した赤い液面を見ながら、メイリアは蓮弥が帰ってきたら一度相談してみようと強く心に思うのであった。







「えっとだねぇ。感情とか知性を持ってる生き物の精神っていうのは、魔ま術じゆつ的てきなフィルターやらアンプに使うのに非常に重宝する代物でねぇ。この地獄炉って言うのは、その底に魔術生物……私はぷちヨグちゃんって呼んでるんだけれども、この触手だらけの生物を生息させてその上に炉の本体を置くんだ。炉の中に生贄を入れておくと、ぷちヨグちゃんがそれを捕とらえて魔力を流し込みながら苦しめさせる。この行こう為いによってその生き物の体が持つ負の感情をアンプにして魔力が増幅され、それをまたぷちヨグちゃんが回収して別な用よう途とに使うと言う機能が基本だねぇ」

「また醜しゆう悪あくなものを考え付くものだな。しかし、炉の原理が良く分からないなそれ」

「ほら、たまに仲間をやられた主人公さんとかが、そんな力あるなら最初から出しとけ的な、うぉおおおおとか叫さけぶと妙に強くなったりすることがあるよねぇ？　それとかどう見たってそんな攻こう撃げきで重傷を負うわけがない主人公が不意打ち一発で戦闘不能になったりするお話があるよねぇ？　お話の展開上仕方ないと言ってしまえばそれまでなんだけど、どう見たってその防ぼう御ぎよ値ちでなんで攻撃が通るんだよ!?　的な？」

「コメントを差さし控ひかえる」

「つまり人族を例えに出すと、その感情の起き伏ふくによって出力も上下すると言えるんだよねぇ。で、ほら。正の感情に分類される喜とか楽よりは、負の感情に分類される怒どとか哀あいの方が抽ちゆう出しゆつしやすいと言う研究結果から拷ごう問もん的に痛めつけて負の感情を搾り出させると言うシステムがだねぇ……」

「お前ら何を物騒な会話してやがんだ？」

　レパードの冷静な声を受けて、エミルと蓮弥がそろって視線をレパードに向ける。

　地面にしゃがみこんでいる二人の足元には、エミルがどこからともなく取り出した白はく墨ぼくでやたらと精密な図面が描かれていた。

　どうやら彼女の言う地獄炉なる設備の設計図らしいのだが、そちら方面に関しては全く疎うといレパードにとってしてみれば、直線と曲線が入り混じった落書きにしか見えない。

　彼らが今現在いるのは、エルフであるクロワールに言わせると龍りゆう人じん族達が「異人の祠ほこら」と呼んでいる洞どう窟くつであり、それほど深くない洞窟の一番奥おくにぽつんと、あまり使われているようには見えない転送門があるだけの至ってシンプルな場所だった。

　位置的には北の果てにある「竜の巣」から瘴しよう気きの森の縁ふちである龍人族の領地の境界線までのおよそ半分の位置。

　洞窟を出ると目の前には、それなりに整備されている街かい道どうがあるのだが、人の気配はまるでない。

　要するに、転送門の経路を切られた理由を調べに瘴気の森方面に行くとしても、現在の龍人族の国の様子を知る為に竜の巣へ行くにしても、非常に中ちゆ途うと半はん端ぱな位置に出てしまっている。

　エルフ達はこの場所から龍人族達が飼いならしているワイバーンであったり、気まぐれで移動を手伝いに来てくれる若い竜等によって運うん搬ぱんされるので、祠の位置はあまり気にされていなかったようなのだが、現状の蓮弥達たちにとってはそこそこの問題であった。

　一番近い場所にあるだろう街までの距離も、徒歩で行くとなればかなりの距離であるし、そもそも行った先の街の状態がどうなっているか分からない。

　その上、蓮弥達一行のメンバーでこの龍人族の国に土と地ち勘かんがあるメンバーは一人もいないのだ。

　人族と獣じゆう人じん族のメンバーは論外だとしても、エルフ族であるグリューンとクロワールの二人も、実際にこの龍人族の国を訪おとずれたことがあるわけではなく、伝え聞く話と幾つか残されている文ぶん献けんや資料からの情報を知っているだけなのである。

　それでも全く無いよりはましであろうと、現在クロワールとグリューンの二人が周辺を探さぐるべく先行しており、居残り組は体を休められるような場所も無いので転送門のある祠で待機しているというわけだ。

　詰つまる所、待機組は暇ひまを持て余しているわけである。

　クルツとお付きの獣人族巫女みこ組はあっさりと意識を放り出して洞窟の片隅で仲良く固まってお昼ひる寝ねを始めていた。

　シオンとローナはそれなりに辺りを窺うかがったりと警戒していたのだが、見み渡わたす限り何も無い風景に警戒の意味もないと思ったのかこちらも蓮弥達が目を離した隙すきにクルツ達の近くに陣じん取どって二人仲良く寝ね息いきを立てている。

　残った蓮弥以下、エミル、レパード、カエデの四人は暇を持て余したまま眠ねむるにしてもタイミングを逃のがしてしまい、じっとクロワール達の帰き還かんを待っていたのだが、その間にエミルと蓮弥がなにやら怪しげな会話を始めだした。

「そんな非人道的な設備、人族の国で作れるわけねーだろ？」

「そうですよお二方とも。いくらその設備が優すぐれていたとしてもそのようなものは……」

　レパードの後を継ついで喋しやべりだしたカエデであったが、きょとんとした表情のままで獣人族組を見つめている蓮弥とエミルの二人を見て、おそるおそるといった感じで尋たずねる。

「作れない……ですよね？」

「作って作れないことはないんじゃないかねぇ？」

　あっけらかんと言い放つエミルの言葉に、レパードとカエデの顔色が僅わずかにではあるが青くなる。

「まぁ作るだけ作って、運用しなければいい話だろうしな」

「いやいやレンヤ。これ作ったら絶対どこの国でも運用すると私は思うんだがねぇ？」

　何故なぜか自信たっぷりなエミル。

　段々と獣人族のカップルの顔色が悪くなっていくのに気がつかないかのように、エミルは胸を張って語る。

「どこの国でも、犯罪者やら何やら、始末に困る人間は多いのが現実だからねぇ。その始末に困る存在を一気に始末できる上に、豊富な魔力の供給源として長く使える夢の設備だよ？　ローコストハイリターンの素す晴ばらしきシステムを導入しない理由はどこにもないんじゃないかね？」

「夢は夢でも悪夢だとしか思えないのですが……」

「けどよ、その話が本当なら、地じ獄ごくの反対のがあっても良さそうなもんじゃねぇか？」

　顔色を悪くしたカエデを気き遣づかってなのか、レパードが思いついたように話の方向を変える。

　確かにわざわざ「地獄炉」等と言う名前をその設備につけたのだから、ベクトルが逆向きになっている設備が存在していてもおかしくはない。

「あー、一応そっち系統……つまり正側の感情を基もとにした炉もあることにはあったんだけどねぇ」

　苦笑を浮うかべ、頬ほおを人差し指でかきつつ何故だか言いづらそうにエミルが言う。

「色々な理由で没ぼつになったんだねぇこれが。没の理由は内ない緒しよってことで一つ」

「あぁ……なんとなくろくでもねぇ理由なんだろうな、とは予想が付くわ」

　げんなりとした表情で、話題の変へん更こうに失敗したことを悟さとるレパード。

　これ以上この話題を続けることは、なんとなく彼らにとってあまりよく無さそうだなと考えた蓮弥は、自分から話題を変えに掛かかる。

「それにしても、よくもまぁこんな何も無い所に転送門を作ったもんだな」

「そうだねぇ。こんな何も無いところじゃメンテナンスも大変だろうにねぇ」

「余よ程ほど自分達の街の近くとかに他の種族に来られるのを嫌いやがってたのか？」

「言われてみりゃそうだな。俺おれ達たち獣人族の国にあった転送門も、街の中じゃなくてちょっと外れた場所に繋つながってたっけな」

　思い出すように言うレパードに、人族の国からの転送門もそんな感じだったのだろうかと蓮弥は思ったのだが確かく認にんしようにも自分以外の人族はすやすやと寝息を立てて夢の中であり、わざわざ起こして尋ねるのは悪いような気がして蓮弥はその疑問は棚たな上あげしておくことにする。

「龍人族っていうのは、ちょっと面めん倒どうな人がいたりするからねぇ」

「そうか？　以前に会った龍人族の勇者アルベルトとか言うのは珍めずらしくまともっぽい勇者だったぞ？」

　既すでに結構前の事になるが、一度だけ挨あい拶さつに来た勇者の顔を思い出しながら蓮弥は言う。

「ちょっと待て、おいレンヤ。珍しくまともっぽい勇者ってのはどう言う意味だ？」

　蓮弥の言葉の一部を聞きとがめたレパードが蓮弥に食くって掛かる。

　どうやら、蓮弥の言葉をアルベルト以外の勇者はあまりまともではない、と言う意味合いだと思ったらしい。

　蓮弥はレパードの顔をじっと見て、次にすやすやと寝息をたてているクルツの顔を見て、さらに洞窟の外へ偵てい察さつに行ったグリューンに思いを馳はせ、しばらく考えてから口を開いた。

「すまん。まともじゃないのお前だけだったな」

「俺はまともだっ！」

「レパード、その言葉には説得力が皆かい無むです」

　声を荒げて主張するレパードであったのだが、カエデに素っ気無くそう言われてしまうと反論する言葉が無いのかしょげかえってしまう。

　耳も尻尾しつぽも垂れ下がり、大きな体を縮ませて壁の方を向いてしまったレパードであるが、カエデには慰なぐさめる気がないらしい。

「たまに思うんだが、お前ら本当にいい仲なの？」

　ここは嘘でも慰めに行く所ではないのかと蓮弥は思うのだが、カエデはすぐさま手をぱたぱたと振ふった。

「甘あまやかすとつけあがりますので。獣人族の男性と言うのは少ししょげてるくらいで丁度いいのです」

「俺は死んでも、獣人族にだけは生まれ変わりたくないもんだ」

　そんな扱あつかわれ方をされ続けるなんてぞっとすると言う蓮弥に、カエデとエミルが何故だか揃そろって笑い声を上げた。

「何か楽しいことでもありましたか？」

　その笑い声を聞きつけたわけではないのだろうが、洞窟の入り口からひょっこりとクロワールが姿を現す。

　出て行くときは特に武装もせずに、てぶらで出て行ったクロワールだったのだが、戻もどってきた彼女の右手には何なん羽わかの野うさぎがきっちりと首を折って絞しめられた状態で耳を蔦つたのような物で縛しばられ、ぶら下げられていた。

　反対側の手には、こちらはどこで摘つんで来たのやらおそらくは香こう草そうやら野草の類たぐいであろう葉っぱが束になって握にぎられている。

「クロワール、お前何しに出かけてたんだっけ？」

　クロワールが握っているものを見ながら蓮弥が問いただすと、クロワールは満面の笑えみで即そく答とうした。

「はい、周辺の状じよう況きよう確かく認にんと調査ですね」

「その手に持っているものは？」

　ちょいちょいと指差しながら蓮弥が問えば、クロワールは笑顔を崩くずさないままに両手に確保しているものを蓮弥の目の前に突つき出して見せた。

「食材です。喜んでくださいレンヤ。この辺り香草の群生地がありましたし、野うさぎとか野ねずみとか結構生息してますよ」

「お前エルフだろ……？」

　嬉うれしそうに野うさぎやら野ねずみを食べるエルフってどうなんだと思う蓮弥が皮肉気味に言うが、クロワールにはまるで通じなかったらしい。

「レンヤ達と暮らすようになってから、私の食生活はどっちかと言うと人族寄りになりつつありますから」

「そう言えばそうだな」

「グリューン兄様がちょっと心配ですが、まぁ食べれないわけでもないですから大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「周辺調査の報告……」

「何にも無しです。人ひと影かげも軍の気配もまるで無し。お空に竜も飛んでません。至って平へい穏おん、見るべき所も無しです」

　自分の仕事を忘れているのではないかと思った蓮弥であるが、一応クロワールも何を報告しなくてはいけないのか位は理解していたらしい。
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「徒歩で移動するにはちょっと辛つらいかもですね。この世界における四つの大陸のうちで街の数が一番少ないのがこの北の大陸でして、街から街への距きよ離りがとっても長いんですよ」

「ドラ君辺りに頼たのんで、移動用に一匹ぴき借りてくるんだったな、竜を」

　竜の飛行速度をもってすれば、相当な距離があってもそれほど時間を費やさずに踏とう破はしてしまうことができる。

　クロワールが報告した言葉にあった空に竜もいない、と言うのはもし空を飛んでいる竜を見つけたら、なんらかの方法をもって移動手段として使わせてもらおうと蓮弥が思っていたからだ。

　この場合、なんらかの方法と言うのは具体的には叩たたき落おとして説得と言う物理主体の方法になってしまうのだが。

「私としましては、近くの街を目指すにせよ、竜の巣を目指すにせよ、今日はこの祠で泊とまった方が良いのではないかと思います」

「そうだな……ゆっくり休んでから移動した方が負担が少ないだろうし、もしかしたら巡じゆん回かいの龍人族みたいのがいて、ここを見に来るかもしれないしな」

　転送門と言う設備が置いてある以上、蓮弥達のいる洞窟が完全に放置されていると言うことは考えにくかった。

　転送門が転送門としてきちんと機能し続ける為には、定期的なメンテナンスが必要であり、それは人の手によってしか行われない作業だ。

　運がよければそのメンテナンス時期にぶつかるかもしれないし、そうでなかったとしてもこの洞窟の中にある転送門がエルフの国側から強制的に起動させられたことは、この門を管理する龍人族に伝わっていておかしくない。

　ならば、様子を見る為に誰かを遣つかわしてくる可能性もある。

「寝てる奴やつらを叩き起こして移動を開始するのも可哀かわい想そうであるし……野営の準備でもするか」

　話が決まってしまえば行動は早い。

　勇者も含ふくめた蓮弥一行は人数が多いので、クロワールが獲とってきた量の食材ではとても全員分を賄まかないきれない。

　インベントリの中に、色々と使いそうなものを突っ込んできている蓮弥であるが、この先どのくらいこの龍人族の国で行動しなくてはならないのか分からない現状としては、インベントリの中の物に手をつけるよりは現地調達できるものは調達してしまった方が良かった。

　クロワールは一旦獲ってきた食材を置くと、今度はグリューンに一度洞窟に帰還するように話をしにいき、レパードとカエデは野草と肉の調達に出かけることになる。

「レンヤ、私達は？」

「留守番しながらうさぎの処理だな」

　いくらなんでも獲って来たうさぎを毛と皮がついたまま食べられるメンバーはいない。

　ならば野うさぎを食べられる肉の塊にする処理が必要になってくる。

「解体ね、任せて」

　解かい剖ぼう解体はお手の物だと言わんばかりに、コートの内側から何本ものナイフを取り出したエミルが早さつ速そく、クロワールが置いていったうさぎの解剖を始める。

　異常に手て際ぎわの良いその作業を見ながら、蓮弥はさてこれからどうしたものかと頭の中だけでこれからの行動を考え始めるのであった。







　腕うでの良い料理人に獲え物もののさばき方を任せると、無む駄だに血を飛び散らせたりすることもなく刃は物ものに余計な脂あぶらも付かないと言う話があるが、マッドサイエンティストにも同じことが言えるらしいと言う事実に蓮弥は深く感心するやら、なんとなく呆あきれるやらでなんとも言えない感情を抱えることになる。

　それくらいエミルの野うさぎのさばき方は見事なものであった。

　お前本当にエルフだったっけかと蓮弥が問いただしたくなるような手際で、クロワールが捕つかまえてきた野うさぎを予あらかじめ絞めておいたと言うのもあるが、やたらと切れ味の鋭するどいエミルのナイフは獲物にほとんど出血をさせることもなく、皮と身と内臓と骨を切り分けてしまったのである。

　量からすれば、レパード達が追加で獲ってきた分まであるのでかなりなものだったのだが、処理にかかった時間はほとんど無い。

　それほどの手際であった。

「血ち抜ぬきは……？」

「この種類の野うさぎは肉の味が淡たん白ぱくだから、わざと血抜きをしないで肉に風味を持たせるのが通常の料理方法なのだよ」

　元の世界にもそんな食べ方をさせる鴨かもがいたっけなと蓮弥は思い出す。

　血抜きをせずにうっ血させた状態で絞めると血が肉の中を巡ることで味が良くなると言うのだが、反面肉が黒っぽくなったり斑はん点てんが出てきたりする難点がある。

　血の匂においやら鉄分の味やらを美味うまいと感じる食文化については、蓮弥の好みとしてはあまり賛同したくないものだったのだが、郷ごうに入っては郷に従えと言う言葉もあることだし、その方法が通常だというならば従う方が良いだろうと蓮弥はエミルに一任することにした。

　代わりに自分好みの料理も作っておかなくてはと考えた蓮弥は、骨からダシでも取ろうとしてエミルが切り分けていた骨の山を取ろうとして、もうその山がなくなっていることに気が付く。

　どこへ行ったと探してみれば、日が落ち始めている洞窟の外でいきなり火を熾おこしたレパードが両手に抱えた骨を焚たき火びの周りに適当に置いて炙あぶり始めている。

　エミルの卓たく越えつした解剖技術によって、骨にはほとんど肉が残っておらず、せいぜいが筋と軟なん骨こつくらいしか無かったのだが一体何をするつもりなのだろうと見守る蓮弥の目の前で、レパードがしっかりと骨を炙ってしまうとおもむろにそれを口へ運び始めた。

　まさか、と思う蓮弥であるがレパードはその焼けた骨を美味おいしそうにぼりぼりと噛かみ砕くだき始めたのだ。

「おいおい……美味しいのかそれ？」

　まさか獣人族、味覚までバカなのか、とかなり失礼な感想を抱いだいた蓮弥ではあるが、少し考えてみれば外側の骨は別としても骨の中央には骨こつ髄ずいがありこちらはそれなりに美味しいと言う話もある。

「美味いぞ？　人族にはお勧めしねーけど。本当はちょっと肉が残ってりゃ最高なんだが……上手に捌さばきすぎだろこれ」

　レパードの隣となりではカエデが同じく焼けた骨を、こちらはぽりぽりと言った感じで噛み砕いている。

　やはり獣人族の体の造りは、人族とは異なるのだなと改めて実感させられる光景であった。

　人族が同じ真似まねをすれば、まずそんなに簡単に骨を噛み砕けないし、砕けた骨が喉のどやらなにやらに突き刺ささるだろうし、そもそも胃が骨をきれいに消化してくれるとは考えにくい。

「クルツにくっついてるチビどもにはまだ無理だろうからよ。肉とかはそっちに回してやってくれ」

「お前らも肉、食うだろ？」

「少なめにな。俺とカエデはこいつで腹を満たす」

　巫み女こ服ふく姿の狐きつね耳みみの女性が、両手で野うさぎの頭ず蓋がい骨こつを持ってそれにかじりつくという光景は、どこかホラーじみていて蓮弥は二人からそっと目を逸そらす。

　同時に骨はどうやらこの二人の胃い袋ぶくろに納められて残りそうに無いなと、スープを作ることを諦あきらめた。

　さばかれた肉は適当な大きさにさらに切断され、串くしを通されるとレパード達が骨を炙っている焚き火とは別に火を熾してその周囲で焼き上げられていった。

　味付けはシンプルに塩だけと言う、悪く言うと手て抜ぬきな、よく言えば野や趣しゆ溢あふれる料理となる。

　エルフ族組に肉だけで腹を満たせと言うのはちょっと酷ひどい気のした蓮弥は、自分のインベントリからパンといくつかの果物と魚を提供することにした。

　肉は駄だ目めなエルフでも、何故だか魚は食べられるらしいことは初期のクロワールを見て調べが付いている。

　初期のクロワールと言うのは、現在のクロワールは肉も魚も野菜も好すき嫌きらいなく食べるようになったせいだ。

　ただ、それだけ豊富な種類のものを食べるようになってもクロワールの体型に変化は見られない。

　もはや呪のろいなんじゃなかろうかと蓮弥は思っている。

　蓮弥は自分のインベントリには、様々な食材を入れることにしている。

　ある物はどうとでも利用できるが、無い物は利用することができないからだ。

　幸いなことに食材は一まとめにして樽たるにでも詰めておけば「食材入り樽」と言う名目でインベントリに入れることができた。

　中身の品目はインベントリの容量に影えい響きようしないようだったので、非常に助かる仕様となっている。

　同じ方法で食器の類も「食器入り樽」と言う形で持ち運んでいた。

　やはり料理とは器に盛ってこそだと思う蓮弥のこだわりからの行為であるが、冒ぼう険けん者しやと言う職業から言わせれば非常に無駄としかいえない行為である。

　しかし、蓮弥一行の他ほかのメンバーからは概おおむね好意的に受け止められていた。

　やはりこの辺りは育ちが出るらしい。

　いくらなんでもテーブルは持ち運びしておらず、蓮弥はエミルが剥はぎ取った野うさぎの毛皮から毛をよく掃はらうと、これを適当な大きさに切ってから裁さい縫ほう道具でちくちくと縫ぬい合あわせて即そく席せきのシートを作る。

　毛皮のシートとは名前だけ聞けば非常にもったいない気がする代しろ物ものであるが、素材は野うさぎであり持ち帰って売うり払はらった所で大した金額にはならない。

　汚よごした所で使い終わったら捨てればいいのだからと考えれば気楽なものであった。

　肉や魚が焼け上がり、野菜の類が火を通されたり生のままだったりで皿に盛り付けられると、匂いにつられたのかお昼寝組がもそもそと目を覚まし始める。

「あ……すまないレンヤ。手伝いもしないで……」

　寝ねこけていた恥はじ入いるシオンであったが、蓮弥は気にするなと手を振った。

「他の奴が眠い時に、代わりに働いてくれればいいさ」

「僕ぼくも手伝わなくてごめんなさい」

　ぺこりと頭をさげるクルツ。

　蓮弥は苦笑いしながら、その頭を撫なでてやった。

「子供はそういうこと考えなくていいんだぞ？」

「でも、僕がお手伝いしてればもっとおっきな肉とか獲れたかもしれないし」

　頭を撫でられるがままに、クルツが口にした言葉がどこかひっかかり、蓮弥は聞いてみる。

「……具体的には？」

「竜りゆうとか」

「うん、見つけてもここで狩かるのは止やめような。色々と怖こわいから」

　竜を尊いものとする龍人族の支配地域で、竜を狩って食べました等と言ったら何が起こるかわかったものではない。

　少なくとも良い事が起きるはずも無く、蓮弥はなるべく優やさしい声を意識しながらクルツに言い含めた。

　ここできちんと言い含めておかないと、朝起きたら洞窟の外に狩られた竜が落ちているなんてことになりかねない。

「気にしなくていいからご飯を食べてしまいなさい」

「でも……」

「いいから食べてしまいなさい。仮に何か狩るにしても、この地域で竜だけは止めておきなさい」

「……はーい」

　まだどこか納なつ得とくできないような表情ではあったが、クルツは言われるがままに兎うさぎ肉にくに口を付け始めた。

「シオンとローナは、後片付けをちゃんと手伝うように」

　クルツの陰かげに隠かくれてこそこそと兎肉に手を付け始めていたシオンとローナが、釘くぎを刺さされて咽むせる。

「まぁそれはそれとして、食べながら聞いて欲ほしいんだが」

　自分の分を確保して、残りの食料は消費されるがままに任せることにした蓮弥は、みるみるうちに減っていく料理の数々を見ながら全員に向けて話しかける。

　蓮弥の言葉に一いつ瞬しゆん手が止まったり、視線を蓮弥の方へ向けたりしたその他のメンバー達であったが、食べながらと言う蓮弥の言葉にすぐに食事に意識を戻す。

「素す直なおだな、おい……取りあえず、今日はここで時間を潰つぶすとして、今後の方針を決めておきたいんだ」

「方針、ですか？」

　飲み物も必要だろうと蓮弥が料理の傍かたわらに用意した酒を口へ運びながら尋ね返したのはローナだ。

　本当は肉の分け前は少量でいいと言っていたレパードとカエデの為ために、少ない肉を肴さかなに飲んでもらおうとやや度数の強い酒を蓮弥が用意していたのだが、ローナはしっかりそのご相しよう伴ばんに与あずかっているらしい。

　一定のペースを保って酒を消費し続けているローナであるが、顔がほんのり赤く色づいてはいるものの呂ろ律れつはしっかりとしたものだ。

「方針だ。選せん択たく肢しとしてはここで誰だれか来るのを待つ。近くの街を目指す。竜の巣を目指す。くらいだと思うんだが」

「今夜一晩待って誰も来ないようであれば、ここで誰かを待つと言うのは悪手でしょうね」

　真っ先に意見を述べたのはクロワールだった。

「誰か来れるような状じよう況きようなら、それくらいの時間待てばここで誰かに会えるはずですから」

「それなら今晩はここで明かすとして、二択たくになるな」

「私は街を探すのに一票入れます。それはその……下手に竜の巣を目指した場合……」

「俺おれらがいるとあまり良い印象を持たれねーってことだな」

　ややいいづらそうなクロワールの後を受けて、レパードが言う。

「俺としちゃ、竜の巣ってのを一度拝んでみてーんだがなぁ」

　言ったレパードの顔は本当に残念そうだ。

　普ふ通つうならば、到とう底てい手に負えない竜がかなりの数生息しているような地域に好んで近寄ろうとする者はいないのだが、やはり戦せん闘とう狂きようだけあって通常の考え方とは異なる基準の考え方をしているらしい。

「先人のやんちゃがここに来て祟たたるとは……困ったものです」

　頬に手を当てて、溜ため息いきなどつきつつ言ったカエデの頬はかなり赤く染まっている。

　暗がりで焚き火の炎ほのおに照らされたその横顔は妙みように色気を纏まとっており、それが獣耳と巫女服と言う要素と相まって、その筋の人が見たら狂きよう喜き乱らん舞ぶしそうな光景ではあるが、乱舞した途と端たんに隣に居るレパードに殴なぐられることはほぼ間ま違ちがいない。

　カエデの酒の消費ペースはローナと似たり寄ったりであったのだが、どうやらローナよりは酒に対して相当弱いらしい。

「私も街行きに一票かな。竜の巣なんて所に行けば、レンヤはともかくとして私達は何もできそうにないし」

　こちらは一心に兎肉を咀そ嚼しやくしているシオンの言葉である。

　野菜、魚等はエルフに任せて、ただひたすらに肉を口に運び続けているシオンはお酒も断って水で肉を流し込むと言う食事を取っている。

「私はシオンに従いますので、意見は無しです」

　当然のようにローナが言った。

「私個人としては竜の巣に行ってみたいんだがねぇ。でもまぁマスターの判断に従うことにするよ」

　エミルは肉には手を付けず、蓮弥が提供したお酒だけを口に運んでいる。

　こちらはゆっくりゆっくりとお酒を消費しているが全く顔には酒を飲んでいると言う兆候が表れてこない。

　これはエミルと言う個人がお酒に強いと見るべきなのか、さすが魔ま族ぞくは内臓まで強いと見るべきなのかと蓮弥は一人で首を傾かしげてしまうが、この場でエミルの正体を知っているのはクロワール一人だけであり、まさかこの場でそれを口に出すわけにもいかない。

「どうも街を探す方が意見として優勢っぽいな？」

「そりゃねぇ。この面めん子つで歓かん迎げいされないまでも、危害を受けずに入れそうなのがグリューンとクロワールのエルフ組二人だけだからねぇ」

「通常時に、前もって話を通しておけたのならば竜の巣まで御ご案あん内ないもできたかもしれないのですが……お役に立てませんで」

「じゃあ、今夜はここで明かして、夜が明けたら南下しつつ街を探すと言う事で、異存は無いな？」

　話をまとめるように蓮弥が言えば、誰からも反論の声は上がらない。

「ならば、見張りの順番を決めて今夜はここで明かす。見張りと火の番は二人一組とする。クルツ達は速すみやかに就しゆう寝しんすること」

「僕も見張りできるよ？」

　両りよう隣どなりの巫女にかいがいしく食事の世話などされていたクルツが不満そうな声を上げる。

　そういえば、あの両隣の巫女の名前、今の今まで聞きもしなかったなと思いながら、蓮弥はクルツに言う。

「駄目だ。クルツやらその両隣の……えぇっと……？」

「ツバキとボタンでございます、伯はく爵しやく様」

　そっと助たすけ舟ぶねを出してくるカエデ。

　蓮弥はその助け舟に感謝するが、カエデはカエデで内心冷ひや汗あせ物であった。

（あのババ……もとい王おう妃ひ様から付けられた巫女の紹しよう介かいするのすっかり忘れてました……）

「クルツやツバキやボタンくらいの年ねん齢れいなら、寝るのは仕事のうちだ。無理に夜に起きている必要は無い。異論は認めない」

　きっぱりと言い切った蓮弥の言葉に不服そうなクルツではあったが、両隣の巫女がとりなしをはじめる。

「クルツ様、伯爵様のお気遣いありがたくお受けなさいませ」

「クルツ様の御ご健けん康こうを思われてのお言葉にございましょう」

「うー……分かった。昼間はちゃんとお仕事するからね？」

「あぁ、もちろんだ」

　頷うなずく蓮弥であるが、頭の中ではまた別なことを考えていた。

　クルツに付けられた巫女二人は、双ふた子ごなのだろうと簡単に予想できるくらいに似通った容姿をしている。

　さて、どちらがツバキでどちらがボタンなのだろうと考える蓮弥。

　巫女みこ達たちに連れられて、洞窟の奥まった部分で一ひと塊かたまりになって睡すい眠みんに入り始めたのを見計らって、カエデが蓮弥に近づいて囁ささやく。

「後で見分け方をお教えします」

「頼む。ものすごく今いま更さらではあるんだが」

「いえ、こちらも失念しておりましたので」

　クルツの世話をしてもらっている相手の名前を知らないと言うのは蓮弥からしてみれば非情に失礼な話だった。

　他に色々と考えるべき事があったにせよ、である。

　事が落ち着いたら、一度きちんと非礼のお詫わびとクルツの世話へのお礼をするべきだろうと蓮弥は考え、そのためにもさっさとこの龍人族の国において起こっているのであろうトラブルを片付けてしまわねばと思うのであった。







第一章　再開らしい







　皆みなが寝ね静しずまった夜半過ぎ、焚き火の番をしていた蓮れん弥やは何か聞こえたような気がして焚き火の炎を見つめていた状態から顔を上げた。

　空は雲が少ないらしく、星が妙に綺き麗れいに光って見える。

　その夜空に、ある程度は夜目のきく蓮弥の視界ではあるのだが、聞こえたような気がする音の正体らしきものは何も見えない。

「どうした？」

　蓮弥のすぐ隣で同じく火の番をしていたシオンが、突とつ然ぜん顔を上げた蓮弥の様子に気が付いて尋ねる。

　なんと答えたものか、少し時間をかけて考えた蓮弥は当あたり障さわりの無い返事をすることにした。

「何か聞こえた気がしたんだが、気のせいっぽいな」

　視線を焚き火へと戻もどして、蓮弥は炎の中に薪まきをくべる。

　蓮弥達たちのいる祠ほこらのある場所は、近くに森のようなものもなく、背の低い木がまばらに生えているだけの状態で、燃料の確保が難しい環かん境きようにあった。

　ある程度は荷物として持ち込んではいたのだが、到とう底てい一晩燃やし続けられる量ではない。

　薪が無いからといって周囲に生えている木を燃やしてしまえば、生なま木きは燃えにくい上に煙けむりが出る。

　煙が洞どう窟くつの中に流れ込んでしまえば、とてもではないが眠っていられるような状況ではなくなってしまう。

　仕方なく蓮弥は持ち込んだ薪があるうちに、その炎で生木を乾かわかしつつ炎を維い持じすると言う自転車操業のような真似をせざるを得なかったのだが、それでもやはり完全に乾かせるわけがなく煙が出てしまうので蓮弥は風の魔ま術じゆつを扱って煙が洞窟の中へ流れ込まないようにしつつ炎の番をすると言う並列作業を強しいられている。

　そんなわけで見張りを交代するタイミングを逃した蓮弥は、成行きで夜半まで見張りを続行することになっていたのだが、付き合わされた形になっているシオンは気を悪くしたようすもなく、微び笑しようを浮かべたまま蓮弥の作業を見守っていた。

　文句の一つも言えばいいのに、と蓮弥は思っている。

　しかしシオンが頭の中で他のみんなの安あん眠みんのために頑がん張ばってるのは素す敵てきなことだし、交代さえしなければこのまま二人っきり状態だし等と考えていることには全く気づいていない。

「参考までに、どんな音だったんだ？」

「風かざ切きり音おんっていうのかな。こう甲かん高だかく鳴なり響ひびくような……」

「私には何も聞こえなかったが……」

　言われたシオンは空を見上げるが、人族として平均的な視力しか持たないシオンの目には、星が瞬またたいているのが見えるだけで、蓮弥が言うような風を切るような代物は見えるはずもない。

「気のせいだと思うし、仮に何かいたにせよ、風を切るような速度なのだからいまさら見上げた所で何も見えないと思うぞ？」

「それもそうか……」

　ひとつうなずいてからシオンはまた、蓮弥が火の番をする姿に視線を戻す。

　微笑を含ふくんだその表情に、蓮弥はいったい何が面白おもしろいのだろうと首を傾かしげてしまうが、自分では大凡おおよそ見当のつかない何かがそこにあるのだろうと考えて、黙もくする事とする。

「場所が場所だから、とんでもない物が飛んでてもおかしくはないんだがな」

「龍りゆう人じん族の大陸だから……竜が飛んでてもおかしくないか」

「おかしくはないが、どうせなら降りてきてくれれば楽なんだがな」

　また火に薪をくべつつ蓮弥が言う。

　普通に考えて、野宿の真っ最中に竜に遭そう遇ぐうすることを望む馬ば鹿かはいない。

　それは通常そのまま死を意味するからだ。

　しかし、今ここにいるメンツからして、竜との遭遇が死を意味する前に食材と素材の争そう奪だつ戦せんに発展する未来しか見えず、シオンは苦笑する。

「狩らないぞ？」

　そんなシオンの考えを見み透すかしたように蓮弥が言う。

　意外な言葉を聴きいたように、シオンの表情が驚おどろきに変わる。

「狩らない？」

　聞きき間ま違ちがいではないのかと、改めてたずねるシオンに、蓮弥はこっくりとうなずく。

「狩らないぞ。捕ほ獲かくする」

　情報源に加えて移動手段にまでなるのだから、狩ってどうすると言う蓮弥。

　竜って一応、最強の魔ま物ものとまで言われた存在だったはずなのだけれども、蓮弥と一いつ緒しよにいるとその辺りの見方が狂くるってくるなとシオンはため息をひとつもらした。

　悪いことではない、とは思うのだけれども、ではよいことなのかと問われると素す直なおにうなずけない部分が多い。

　最近、自分の思考がそっちに引きずられているのも自覚しているシオンではあるが。

「叩たたき落おとせないの？」

「見えれば可能かもしれないが、夜空ではなぁ。そもそもが叩き落して情報よこせ、背中に乗せろでは強ごう盗とうとかの類じゃないかそれ」

「それは確かにそうなのだけど。なんだかいまさらそこを気にするのかって感じが」

　ドラ君の扱あつかい方かたを見た上で、強要脅きよう迫はくの類は日にち常じよう茶さ飯はん事じではないかとシオンは思う。

「こっちの竜には手を出したことがないのだから、いまさらと言うことはない」

　あっちの竜、つまりはククリカ近きん郊こうとそこ関連の竜の扱いがひどいことは自覚しているらしい。

　きっぱりと言い切った蓮弥の顔に、後ろめたさのようなものはない。

「まぁ……いいけど……」

　呆あきれて言いかけたシオンの言葉を蓮弥が視線で遮さえぎる。

　あわてて口を噤つぐんだシオンの耳に、今度ははっきりと何かの音が聞こえた。

　それは何かしら甲高く、悲鳴のような音だ。

　音の小ささから推測してみるに、今シオン達たちがいる場所から相当離はなれた場所で起きている音のようにシオンには感じられた。

　いったい何が立てる音なのだろうと蓮弥にたずねようとしたシオンの目の前で、蓮弥がいきなり空に向けて手のひらをかざす。

　次の瞬しゆん間かん、その手のひらから飛び出したいくつもの小さな火の玉が赤い軌き跡せきを無数に描えがいて夜空に打ちあがった。

「〈小しよう火か弾だん〉？」

「夜中に使えて、暗くても見えて、なおかつ小規模な魔術ってこれくらいしか知らない」

　もったいない話だなぁとシオンは常々思っている。

　蓮弥の魔ま力りよくは膨ぼう大だいであるはずなのに、使える魔術は無属性と風属性を除けば本当に初級の魔術しか使えないのが蓮弥だ。

　しっかりとした魔術の師し匠しようについて魔術について学べば、人族のみならず世界有数の魔術師になれるはずなのに、蓮弥はほとんどの魔力を持て余すか、もしくはフラウへの供給に回してしまっている。

　今は距離の関係から、フラウへの供給を断っているはずなので、蓮弥の膨大な魔力は溜たまる一方であるらしく、ここぞとばかりに打ち続ける〈小火弾〉の魔術の赤い光が夜空を彩いろどる光景は、それなりにきれいではあるが盛大な無駄であった。

「レ、レンヤ？　いったい何を？」

「何か空にいた。当てるつもりはないが、様子を見に来るかもしれないだろ？」

　何かに当たれば炸さく裂れつする魔術ではあるが、当たるものが無ければ空むなしく空に散るだけである。

　それでもだんだんと尋じん常じようではない数の魔術が打ちあがるにつれて、見上げるシオンの目にもなんとなくではあるが空の様子が見えるようになってきた。

「確かに、かなり遠くだが……何か飛んでる？」

「旋せん回かいしているようだが、降りてこないな。警けい戒かいされてるか？」

「火か弾だんをやめて〈光こう明みよう〉に変えた方が良いのでは？」

　弱い魔術とは言っても一応は攻こう撃げき魔ま術じゆつである。

　空のかなり上の方に、シオンの目からすれば小指の爪つめの先さき程ほどの小さな影かげが飛んでいるのが見えたのだが、それがなんであれ、打ち上げられているものが攻撃用の魔術であれば警戒もすることだろう。

　だからこそシオンは攻撃力の無い〈光明〉の方がいいんじゃないかと提案してみたのだが、これは蓮弥によって否定されてしまう。

「法術の方は打ち上げられるみたいなんだが、魔術の〈光明〉は飛ばせないんだよ」

「あら、だとするとローナの出番かな？」

　ローナは祠のある洞窟の中で眠ねむっている。

　それを起こしに行こうとしたシオンの肩かたを蓮弥が掴つかんだ。

「レンヤ？」

「あっちに反応があった」

　見上げている蓮弥の視線の先で、遠く小さな影が蓮弥達の所からでもわかるくらいの光を放っていた。

　その光を見て、蓮弥はかざした手から魔術を放つのをやめる。

　空を見上げる二人の視線の先で、くるくると旋回していたその小さな影がおもむろに一直線に下降してきたのを見て、シオンの顔が引きつった。

　明らかに速度が異常すぎたのだ。

　最初は小指のつめの先ほどでしかなかったその影が、みるみるうちに翼つばさを広げた巨きよ大だいな影へと変わって行く光景は、その影の正体がなんであるかと言うことよりも先に、その速度がシオンには危険に思えたのだった。

「レンヤ！」

「別に危害を加えるような雰ふん囲い気きはないぞ？」

「あっちに無くても結果的に同じことになりそうな気がするんだが!?　あんな速度で降りてこられたら風圧と衝しよう撃げきが……」

　巨大な質量がそれなりの速度で移動し、地面に激げき突とつすることになれば発生する衝撃は相当なものになる。

　またそんな質量の何かが空を飛ぶ為ために巻き起こしている風の風圧は、こちらも生なま半はん可かな代物ではないはずだった。

　シオンはそれらを危き惧ぐして蓮弥に声をかけたのだが、声をかけられた側である蓮弥にはそれらを危険視しているような様子は無い。

「あいつらが空飛んでるのって、物理的な話じゃないからなぁ」

「え？」

　言われたシオンは降りてくる影に目を凝こらす。

　光を放ちながら結構な速度で降下してくるその巨きよ体たいは、シオンもククリカで何度か目にしたものであった。

「竜か！」

〈こんな場所で、空に向けて魔術を乱射するのは誰かと思えば。貴方あなたであったか〉

　ある程度近くまで降下した時点で、速度を落としてゆっくりと滞たい空くうするその巨体は、確かに竜のものであった。

　しかも、蓮弥はその巨体をどこかで見たような気がしている。

「どこかで会ったっけ？」

〈お忘れ……でも仕方が無いな。私は貴方にエメドラと呼ばれた個体だ〉

「おぉエメドラ君か、久しぶり。元気だったか？」

　しゅたっと手を上げて挨あい拶さつする蓮弥。

　エメドラと呼ばれた竜はある程度の高度でホバリングを開始していたが、なんとなくではあったが呆れたようなそんな雰囲気を漂ただよわせていた。

〈我ら竜族に体調の良よし悪あしは無い。常に最善の状態を保つ〉

「ドラ君とかそうでも無い気がするんだけど？」

〈そういう竜もいる〉

　軽い感じで会話を交かわす蓮弥とエメドラであるが、見ているシオンは気が気ではない。

　なにせ自分達の頭上で羽ばたいているドラゴンは、ドラ君よりもずっと大きな個体だ。

　その巨体がかもし出す威い圧あつ感も半はん端ぱではない。

「シオン？　どうした？」

　緊きん張ちようするシオンに気がついたのか、蓮弥が声をかけてくる。

　シオンはなんとか声に震ふるえが出ないように気をつけつつ答えを返した。

「いや……余よ裕ゆうあるなーと」

「余裕って……前に見たことあるだろ？　この子」

　言われてシオンは空を飛んでいる竜を改めて見直すが、いくら見た所で竜の顔の個体差などわかるわけもなく、しばらく見てからシオンは諦あきらめた様に首を振ふった。

「私にはわからないよ」

「聖王国との戦争の時に手伝ってくれたエメラルドドラゴンだよ」

〈そちらの女性とはあまり顔を合わせていない。背中に乗った貴方が忘れているのだからわからなくても無理の無い話だ〉

　その思念にはなぜだか気き遣づかうような気配が感じ取れた。

　竜からしてみれば塵ちり芥あくたに等しいであろう人族でしかない自分が、竜に気遣われているらしいと言う現実を感じ取ったシオンは愕がく然ぜんとする。

　そんなシオンの表情から、心の動きを読み取ったのか、やはり気遣うような雰囲気でエメドラは言った。

〈苦労しているようだな。同情はする〉

「あ、いえ、それほどでも……って私にまで声が聞こえる!?」

〈聞こえなくては会話に難なん儀ぎするだろう〉

　驚くシオンに律りち儀ぎに答えて、エメドラはそっと地面へ着地する。

　シオンが心配していた風圧も、衝撃もまったく生じさせないやさしい着地だった。

〈妙な所での再会だが、偶ぐう然ぜんと言うわけでもないのだろうな〉

　蓮弥達の背後に位置する洞窟の方を見ながら、エメドラが言うと蓮弥は頷うなずいた。

「人族、獣じゆう人じん族の国からの転送門が使えなくなっている。どういうことなのか調査をする為に勇者と共にここへ来た」

〈貴方は勇者の保護者と言うことか。大変だな〉

「気遣いどうも。今はそんな気遣いよりも情報が欲しい。何か知っているなら教えてくれ」

　蓮弥の求めに、エメドラは今度は思念ではなく、その鋭するどい牙きばの並んだ口から搾しぼり出すように息を吐はき出すと、蓮弥達の目の前にゆっくりとその身を横たえた。

〈分かった。貴方あなた達たちの質問に、知る限りを答えよう〉

　そう宣言したエメドラの思念には、なぜだか色いろ濃こく疲ひ労ろうがこびりついていたのであった。







　瘴しよう気きの森が溢あふれたように見えた、とは最初の襲しゆう撃げきの数少ない生き残りの証言であった。

　龍人族の能力は、人族やエルフ族、それに獣人族全すべてに比ひ較かくして非常に高いものを誇ほこっており、それは気配を感知する能力についても同じことが言えるはずだったのだが、その軍勢は姿を視し認にんされるまで誰だれ一人ひとりとしてその接近に気が付かなかったらしい。

　それでも瘴気の森近くの都市は、常つね日ひ頃ごろから有事に備えた態勢を取っており、反はん撃げきは素す早ばやかったのだが、初戦で受けた被ひ害がいの大きさと想定されていた以上の規模の軍勢に劣れつ勢せいに立たされ、撤てつ退たいしたくとも既すでに周囲は包囲されており、龍人族は多大な被害を受けながらなんとか包ほう囲い網もうを突とつ破ぱ。

　魔物の軍勢の襲しゆう来らい、と言う情報を他の都市にもたらしたのであるが、魔物の軍勢の進しん撃げき速度が異常に速く、迎げい撃げき態勢も都市間の連れん携けいも整わぬままに戦せん闘とうへ突とつ入にゆう。

　各個撃げき破はされると言う事態に陥おちいり、あっさりと支配領域の半分近くまでを魔物に占せん拠きよされてしまった。

〈驕おごりもあったのかもしれない。下等な魔ま物もの如ごときどうとでもなる、と言うな。しかし、予想外の規模の侵しん攻こうであった、と言うのもまた事実だ〉

　その巨体を洞窟の前に横たわらせて、エメドラは深く息を吐く。

　おそらくは溜ため息いきなのだろうが、その巨体が繰くり出す吐と息いきは勢いが強すぎてとてもではないが溜息と形容するのが辛つらいくらいなものだった。

「侵攻速度が速すぎやしねぇか？」

　寝ていた所を蓮弥に叩たたき起おこされた、蓮弥とシオン以外のメンバーのうちのレパードが疑問を提示する。

　通常、魔物の軍勢と言うと主な兵力はゴブリンやオークと言った魔物であり、それらは徒歩でしか移動しない。

　この世界における一つの大陸は相当広大な土地を持っており、その土地の半ばまでが侵攻されたと聞かされれば誰もが抱いだく疑問と言えた。

〈いよいよ魔族が本ほん腰ごしを入れてきた、と言うことなのだろう。下級の魔物どもは血ち眼まなこになって進軍しているそうだ。それと魔族の姿がかなり確かく認にんされていることに加えて、邪じや竜りゆうの存在もある〉

　答えるエメドラの念話は、全員に聞こえるようにエメドラによって調整された思念である。

　そう言った細かな調整は、エメドラはその巨体に似合わず得意とするところであるようだった。

「またおかしなのが出てきたな。なんだそれは？」

　初めて聞く単語に蓮弥が尋たずねる。

　もしかするとこの世界においては常識なのかもしれなかったが、そんなものを蓮弥が知っているわけもない。

〈古い時代に、竜種の間であった争いに負け、魔族の大陸へと逃にげ込こんだ竜の末まつ裔えいのことだ〉

「私達人族の間では御お伽とぎ噺ばなしレベルのお話なんですが……」

　丁てい寧ねいに説明するエメドラの言葉を、シオンが補足する。

「色が黒いとか？」

　大体悪い奴やつと言うものは色が黒いものだよなと言う偏へん見けんから尋ねた蓮弥に、エメドラはゆっくりと首を左右に振った。

〈本来は我々と変わらない竜だったのだが……負けて逃げる際に四大竜から呪のろいを受けて、その体は紫むらさきに染まった。その時に最も大きな力を持っていた竜が紫し水すい竜りゆうと呼ばれ、現存する邪竜達は全てこの竜の末裔に当たる〉

「それが今回の侵攻に参加していると？」

〈邪竜が出てきたとあれば、基本的に世せ俗ぞくには関しない我らではあるが、放っておくわけにもいかない。だが解げせぬこともある。今まで邪竜が魔ま王おうに与くみして攻せめて来ることなど無かったのだから〉

　竜種同士の戦争ならば何度か起きたことはあったのだが、竜が積極的にその他ほかの種族に攻撃を仕し掛かけると言う事態は、知られている限り全く無かったのにとエメドラは言う。

　それは竜という存在が普通の竜であれ邪竜であれ、その他の種族とは存在自体が全く違ちがうものだからと言う認にん識しきからくる現実であった。

〈アリの縄なわ張ばり争いに、人が介かい入にゆうすることはないだろう？〉

「例えが悪いが理解する。お前じゃなかったら三枚におろして刺さし身みにしてるところだけどな」

　竜から虫に例えられても、シオン達はなんとも思わなかったらしい。

　それだけ存在の階かい梯ていが異なると言うことは誰もが理解している話であったのだが、一人蓮弥だけが少し気を悪くしたようにエメドラを睨にらみつけ、睨まれたエメドラは顔を引ひき攣つらせて視線を逸そらした。

〈物の例えと理解して欲しい〉

「理解したから、先を続けてくれ」

〈邪竜自体は我々との戦闘に突入してからこちらは被害を及およぼすことは無くなったのだが、それ以前に邪竜によって引き起こされた分の被害が尾おを引いている。さらに奴らは魔物の軍勢を移動させる手段としても一役買っていて、それが速度を上げる結果になっているようだ〉

「竜りゆうの速度で侵攻する魔物の軍か、そりゃ厄やつ介かいだ。しかし邪竜ねぇ……なぁシオン」

「はぃ？」

　唐とう突とつに話題を振られたシオンが裏返ったような上ずった声で返事をする。

「人族に対たい抗こうして魔族の領域に逃げた邪じや人じん族とかいないのか？」

「いないな、そんなのは……」

「魔族の領域に入った時点で餌えさか玩具おもちや確定でしょうからね」

　シオンが首を振り、ローナがあごに手をあてつつ口を挟はさむ。

　そんなもんだろうなと蓮弥は続けてレパードに視線を向けるが、こちらは蓮弥が口を開く前に答えを返して来た。

「いねぇからな、邪獣人族なんて面白くもねぇもんは！」

「レンヤさん、獣人族に限って言えば戦闘に負けたからといって魔族の領域に逃げる等と考える者は存在しません。諦あきらめるか勝つまで戦うかのどちらかです」

　実に獣人族らしい物の考え方であると言えるカエデの答えだった。

　一応予想はしていた答えではあったのだが、本当になんでこいつら一度くらい滅ほろばないんだろうと首を捻ひねりつつ、蓮弥の視線はクロワールに向けられる。

「え？　まさかエルフに邪エルフなんてものがいるかどうかお尋ねになるつもりですか？」

「いや、エルフの場合はダークエルフとか言うんじゃなかったっけ？」

　なんとなく知識の片かた隅すみに残っていた単語を、思い出しながら蓮弥が言うとクロワールは少し驚いたような表情で蓮弥を見つめ、しばらくしてから口を開いた。

「ちょっと驚きました。レンヤがエルフの少数民族のことをご存知だったとは」

「あ、いるんだ」

「レンヤがお望みのものとは異なりますが、ダークエルフと言う一族はいますね。肌はだの色が褐かつ色しよくから黒で髪かみの色は銀から白金色で瞳ひとみが赤いのが特とく徴ちようです。ですが別段邪じや悪あくな一族と言うわけではなく、単にエルフの色いろ違ちがい、くらいの認識を持っていただければ。それと最大の特徴は……」

　ここでクロワールは一つ咳せき払ばらいをし、努めて平静な口調で後を続ける。

「男性は小こ柄がらな人が多く、女性は……その……大おお柄がらで、む、む、胸が……」

「あぁ、でかいんだな」

　言いづらそうなクロワールの表情から、何を言わんとしているのかを察した蓮弥がさらっとそれを口にすると、スイッチが切きり替かわるようにクロワールの目が据すわった。

　首からきしむ音が聞こえてきそうなくらいぎこちない動きで俯うつむいたクロワールは、声に感情が含ふくまれないように気をつけつつ抑おさえた声で答える。

「それはもう……人の頭でも突っ込んでるんじゃないかってくらいにおっきいです」

「一時期不幸な勘かん違ちがいで、迫はく害がいされたこともあって人数が少ない部族だ。我々エルフの中に一部熱ねつ狂きよう的てきな者達がいて、彼かれらの手によって今は厚く保護されている。気き性しようは穏おだやかだが私と同じく隠おん密みつ行動に長たけており、生来の暗殺者と称しようされていたこともある」

　クロワールの主観混じりの意見を言われる前に事実だけ告げてしまえとばかりにグリューンが口早に説明を入れる。

　何をしてるんだ改革派、と思ってしまう蓮弥であるが趣しゆ味みと実益、この場合巨乳を愛めでると言う趣味と稀き少しよう部族を保護すると言う実益とが一いつ致ちしているのであれば、それはそれでいいのかもしれないとも思う。

　そこから派生するかもしれない問題については蓮弥がどうこう考えることではない。

〈尋ねられる前に答えるが、邪じや龍りゆう人じん族等と言うものもいないからな？〉

「邪竜はいるのにか？」

　次はどうせ自分の番だろうとばかりに言ったエメドラに、蓮弥は不満げに応じる。

〈竜の因子を受けた種族が龍人族だ。彼らは竜を崇すう拝はいする。戦いに負けて魔に落ちた竜などその対象となるわけもなく、そんなやつらが改めて自分達の因子を授さずけて種族を作るわけもない〉

「あぁそう。それで話は変わるんだが」

　蓮弥はエメドラの顔を見上げながら尋ねる。

「お前さんがこんなところを飛んでた理由は？」

〈偵てい察さつだな。実は……我々の方も邪竜との戦いが思わしくない〉

　エメドラが目を伏ふせる。

　その思念にはやはり、色濃い疲労がこびりついており、蓮弥を含めた全員が思わずと言った感じでエメドラの顔に視線を集中させた。

〈我らはあまり世俗と関かかわらなかったせいか、邪竜に比べて戦い方が甘あまかったようだ。数でこそ勝まさるが、個体毎ごとの戦せん闘とう力りよくで劣おとることが分かった。……少なからぬ犠ぎ牲せいも出ている〉

　慣れぬ戦闘に加えて、少なくない同どう胞ほうの犠牲。

　同じ竜種同士の戦闘と言うものがエメドラに強い疲労感を与あたえているようだった。

　ただこれは、蓮弥達には理解されない話であったらしい。

「戦争で犠牲が出るのは当たり前だろう？」

　何が問題なのだろうと首をかしげる蓮弥に、うんうんと頷くレパード。

「犠牲のでねー戦争なんてありえねぇしなぁ」

「悲しいが、それが現実だからな」

「現実ですね」

　追おい討うちをかけるようなシオンとローナ。

〈お前ら……〉

「そのくらいでへこたれるなら、最初から戦争なんてやらないで竜の巣とやらに引きこもっていればよかったんじゃないか？」

「つーかよ、四大竜なんていう規格外がいるんだから、そいつらに何とかしてもらえばよかったんじゃねぇのか？」

　もっともと言えばもっともなレパードの言葉。

　その辺どうなんだと視線で蓮弥が尋ねると、エメドラは器用にがっくりと肩を落とした。

〈四大竜様方が出てこられたら、この大陸が終わる〉

「あぁ。破は壊かい力りよく過多で、出るに出られないんだっけ……」

〈話としては瞬しゆん時じに終わるだろうが……この北の大陸は誰だれも住めなくなるかもしれないな。少なくとも竜の巣だけは無事だろうが、後は絶望的だ〉

　四大竜の内の一匹ぴきがそれなりに力を込めてブレスを一発放つだけで地形が変わるのだ。

　それが総員出しゆつ撃げきして、思う存分攻撃すればどれだけの被害になるのかは、想像するのが難しいがロクなことにならないだろうことだけは全員がなんとなく理解した。

〈それはまぁそれとしてだ。これからどうするつもりだ？〉

　尋ねられた蓮弥は考える。

　状じよう況きようはなんとなく、こちらに来る前に予想していたものとほぼ変わらないらしい。

　それさえ分かってしまえば、あとは龍人族の問題だから知らぬ存ぜぬでもいいんだよなぁと思う蓮弥のわき腹を、シオンが控ひかえめにちょいちょいとつついた。

「一応、龍人族の勇者さんの消息を確かめるというの、忘れてないか？」

「そう言えばそんな話もあったっけな」

　忘れていたかいないかと問われれば、忘れていた蓮弥である。

〈アルベルトだったか。生き残っていればまだ最前線で戦っているはずだが〉

　流石さすが勇者だけあって、エメドラも名前は知っていたらしい。

「最前線？　どこだそれは」

〈ここから……人の足でどれくらい離れているのかはよく分からないが、私ならばちょっと飛んだ所にある都市だ。そこで龍人族の主力と魔物の軍勢が戦闘を行っている。……我らと邪竜の戦闘もそこで行われていたりするんだが〉

「魔物対龍人族のカードと、邪竜対竜のカードが同位置でか。混戦だな」

　あまりごちゃごちゃした所へは赴おもむきたくは無い蓮弥である。

　どうしても混戦状態の場所は、予想しない何かが起こりやすい傾けい向こうにあるせいだ。

　自分ひとりならばと言う思いはあるが、仲間のいる現状ではそうもいかない。

「どうしたもんかな」

「どうしたもんって、行かねーって選せん択たく肢しはねぇだろう？」

　そう言ったレパードの目は何故なぜだか期待に輝かがやいていた。

　どう見ても彼の悪い癖くせである戦せん闘とう狂きようの部分が顔を覗のぞかせてしまっている。

「気は進まないが、情報だけもらってさようなら、とはいかないだろうしな」

　こちらは渋しぶい顔をしたシオンの言葉だ。

　隣となりでローナが同意するように頷うなずいている。

　ローナの傍かたわらでは両りよう脇わきに狐きつね耳みみの巫女みこを抱かかえたクルツが、一度起こしては見たもののまた眠ねむ気けに負けたらしく幸せそうな寝ね顔がおで寝ね息いきを立てていた。

「エルフ族は一応、竜をそれなりに敬っておりますので、何らかの力になれるのであれば……」

　クロワールがそう言ってしまえば、意見の大たい勢せいは決まったも同然であった。

「ならその最前線の街とやらまで行ってみるか」

〈話がそのように決まったのであれば、私が街まで運んでやろう〉

　突然もたらされたエメドラからの提案に、エルフ達は驚きを顔に浮うかべ、人族チームはきょとんとした顔になり、獣人族組は喜色を隠かくそうともしない。

　実に種族ごと感想が違うものだなと思いつつ、蓮弥はエメドラに尋ねる。

「いいのか？　おいそれと俺おれ達たちを運んだりして」

〈連れて行けば、我らや龍人族にとっての益となることだろう。それならば私の労働など安いものだよ〉

　本当に器用に片目を瞑つぶって、エメドラは蓮弥にウィンクしてみせるのであった。







　日が昇のぼらないうちに人を乗せた状態で飛行を行うのは危険が伴ともなう、とのエメドラの意見により蓮弥達一行は当初の予定通りその場で一夜を明かすことにした。

　見張り要員をきちんと交代していなかったことについて、多少蓮弥を気遣うような意見も出たのだが、燃料が乏とぼしく、その調整をしていたら交代を忘れたと言う蓮弥の弁明に、それならば仕方がないのかもしれないと言う方向に落ち着く。

　ただ、何故だかシオンだけはクロワールとローナに物もの陰かげに連れて行かれてなにやら悶もん着ちやくがあったようなのだが、理由と結末については蓮弥には分からなかった。

　分からなかったのだがなんとなく、自分の隣でにやにやと笑っているエミルの頭には拳げん骨こつを落としておく。

「無体が過ぎるんじゃないかねぇ？」

　涙なみだ目めになりつつ拳骨を落とされた脳天をさするエミルの肩を掴んで引き寄せると、蓮弥は周囲を確認する。

　レパードとカエデは寝ねなおす為ために洞窟に戻もどっていっていたし、クルツと巫女二人は意識を覚かく醒せいさせることがなかったので、レパード達に抱きかかえられて同じく洞窟の中。

　グリューンは何やらエメドラと話をしており、蓮弥の方を見てはいない。

「エメドラの話をどう見る？」

　囁ささやくように問いかけると、エミルは少し考えてから右手で蓮弥の左耳に触ふれる。

〈質問が漠ばく然ぜんとしすぎじゃないかねぇ？〉

　誰かに聞かれればあまり良くない会話だと悟さとったのか、質問に対する返答は念話で返ってきた。

〈双そう方ほう向こうだから心配せず、思ってくれていいからねぇ〉

　自分からは言葉にしなくてはならないのだろうと思って口を開きかけた蓮弥をエミルの思念が制する。

　中ちゆ途うと半はん端ぱに開いてしまった口を閉じながら、蓮弥は改めてエミルに問いかけた。

〈魔物の軍勢の規模。邪竜の出撃。それらに伴う異常な進撃速度〉

〈全て魔王様関連だろうねぇ〉

　エミルの思念にはどこかうんざりしたような感情が絡からみついていた。

　この念話と言うものは、思念のやりとりをするせいなのか発言者の感情がかなりダイレクトに相手に伝わってしまうらしい。

〈軍勢の規模が異常っぽいし、攻め方が奇き襲しゆうばっかりだし。邪竜まで駆かり出してなりふり構わずって感じが強いねぇ。どうにも物事の進め方が強ごう引いんすぎる印象を受けるよ〉

〈魔王なんてそんなもんじゃないのか？〉

　蓮弥の持つイメージからして、魔王等と言う存在は傍ぼう若じやく無ぶ人じんで傲ごう慢まんで、何事も力だけで押おし進すすめるようなイメージがある。

　それをそのまま伝えると、エミルは蓮弥の耳を弄いじりながら溜ため息いきを一つ零こぼした。

〈確かにそれはそうなんだけどねぇ〉

〈なんだか煮にえ切らない言い方だな？〉

　すぐ近くにあるエミルの顔を、覗き込むようにして蓮弥が問えば、エミルは少し迷うような素そ振ぶりを見せた後で蓮弥の顔を見返しながら言う。

〈誰が魔王になったのかは私も知らないんだけどねぇ。この人がなるだろうと噂うわさされてた候補のうちの何人かは知っているわけだよ。その誰もが今回みたいなことをするようには思えないんだ〉

〈つまり、それ以外の誰かがなった、と？〉

〈分からない。可能性はゼロではないけど、私は薄うすいと思ってる。ねぇレンヤ、ちょっと頼たのみごとがあるのだが、聞いてくれはしないだろうかねぇ？〉

　そっとほんの少しだけ寄より添そうように身を寄せて、上うわ目め遣づかいになるエミルの左脇腹わきばらへ、蓮弥は容よう赦しやなく右手の親指を突つき入れる。

　その衝撃に、びくっと飛び上がったエミルは思わず蓮弥の耳から手を離はなし、ついで襲おそってきた痛みに脇腹を押さえて蹲うずくまってしまう。

「魔ま族ぞくを一人生いけ捕どりにしろとか、そう言う話だろ？　そんな真似まねをしなくてもそれなりの付き合いなのだから善処してやるよ」

「そ、そう。話が早くて助かるけれども、この仕打ちはあんまりじゃないかねぇ？」

　蹲ったまま涙目で蓮弥を見上げるエミルを腕うでを組みつつ見下ろす蓮弥。

　そんな二人の様子を、いつの間にやらローナとクロワールをノックアウトしてきたらしいシオンが物陰からハンカチなど噛かみつつ見つめていることに、わずかに上がった動どう悸きを抑えることに躍やつ起きになっていた蓮弥は気づかなかったのである。

　そして夜が明ける。

　荷物を纏まとめて火の始末をし、さて出発しようかと言う所で蓮弥はエメドラの巨体を見上げつつやや不安な思いに駆られていた。

　蓮弥達たち一行は蓮弥を初めとしてシオン、ローナ、クルツ、ツバキ、ボタンと続き、レパード、カエデ、クロワールにグリューン、最後にエミルと十一名もいるのだ。

　いくらエメドラが巨体を誇ろうとも、やや過か積せき載さい気味ではないかと蓮弥が問いかけると、エメドラは長い首をもたげて自分の背中をしばらく眺ながめてから気楽に答えた。

〈詰つめて座すわればなんとかなるんじゃないか？〉

「乗り心地ごこちの悪そうな竜だな、おい」

　そうは言ってみたものの、以前に兵士を運んだときのような巨大なかごがこの場にあるわけでもない。

　作るにしても材料が無く、探している時間も無い。

「諦めるしかないのか……」

〈いやまて、ちょっとだけ時間を貰もらえれば……〉

　急に何かに気が付いたように、エメドラは首を持ち上げると空に向けて甲かん高だかく長い鳴き声を一つ上げた。

　いきなり鳴き声を上げたエメドラに驚おどろく一同であったが、すぐにエメドラが何のために鳴き声を上げたのかを理解する。

　それは、空の一角に現れた点のような影を見つけたからだ。

「仲間か」

〈近くを飛んでいるのを見つけたので、呼んでみた〉

　なんでもないことのように言うエメドラであるが、この場にもう一匹の竜が来ると聞いてわずかにだが蓮弥以外のメンバーの表情が引き攣る。

　一応友好的なエメドラではあるが、他の竜が人族やら獣人族やらに対して友好的であるとは限らない。

　可能性として、こんな矮わい小しような種族と一いつ緒しよに行動等できるか、と暴れだす可能性もある。

　と、そこまで考えてから全員の視線が蓮弥に集まった。

　自分が何故だか分からないが一行の視線を集めていることに、蓮弥は首を傾かしげる。

「なんだ？」

「まぁ……下手に暴れたら食材と素材に分かれるだけか……」

　全員の気持ちを代表して、レパードがぼそりと呟つぶやくと今度はエメドラの顔が引き攣った。

　そんなやり取りなど露つゆ知らず、空の一点でしかなかった影はみるみるうちにその大きさを増して行き、やがて一匹の竜の影となった。

　現れた竜の姿はエメドラと違って総身が真しん紅くだ。

　どこか宝石を思わせる光こう沢たくのある鱗うろこに、蓮弥がその竜を指差してエメドラに言う。

「これだとルビドラだな」

〈前にも思ったがレンヤ。お前、名前をつけるセンスは皆かい無むだな〉

　真っ向から全否定の駄だ目め出だしをされて、むっとした顔になる蓮弥であるが、その場にいる全員が何も言わないもののエメドラの意見に賛成だった。

　そんな蓮弥達には一いち瞥べつもくれずに、真紅の竜は蓮弥達の頭上でホバリングし始めると、エメドラをじっと見つめる。

　見つめられたエメドラは同じく真紅の竜を見つめ返した。

「なにこれ？」

　見つめ合う竜と竜。

　片や地面に行ぎよう儀ぎよく座り込み。

　片や空でわっさわっさと翼つばさをはためかせてのホバリング。

　おいてけぼりにされた状態の蓮弥達は一体その視線のやりとりで何が行われているのかさっぱりわからない。

〈そういえば、我々同士の念話ではレンヤ達たちには伝わらないんだな〉

　しばらくしてようやく思い出したようにエメドラが言い、空でホバリングしていた真紅の竜はなぜかぷいっと顔をそらした。

「話し合いしてたのか。で、結果は？」

　顔をそらした真紅の竜を見上げながら蓮弥はエメドラに尋ねてみるが、真紅の竜のあの態度だと結果は芳かんばしくなかったのだろうことは容易に想像がつく。

〈気が進まない、と言うより拒きよ否ひされてしまった。矮小な存在を背中に乗せるなど耐たえ切れないそうだ〉

　すまなそうに言うエメドラの頭上で、真紅の竜がはばたく翼の速度を上げて飛び去ろうとし始めた。

　しかし、その体はいくら激しく羽ばたいてみても上じよう昇しようすることがない。

　おや？　とばかりに頭上を見上げてからエメドラはゆっくりと視線を地面へと下ろす。

　その視線の先には満面の笑えみを浮かべ、手をわきわきとさせている蓮弥がいた。

〈何をした……？〉

　問いかけてきたエメドラに、蓮弥は笑みを崩くずすことなく答える。

「いやね、そんな邪じや険けんにすることはないんじゃないかなーって思うわけだ」

〈それで？〉

　一体何をされているのか分からずに、半ばパニックに陥りつつも羽ばたくのをやめようとしない真紅の竜をまた見上げつつ、エメドラが先を促うながす。

「やっぱり仲良くなるためにはスキンシップだよな？」

〈知らんが……何をしたんだ？〉

「それは〈操作〉の魔ま術じゆつでね」

　蓮弥が言うが、エメドラは頭の中でその言葉を即そく座ざに否定した。

〈操作〉の魔術で操作できるものは無生物だけと決まっている。

　蓮弥がたまに行う鎧よろいのぶん投げ攻こう撃げきにしても、魔術で投げつけているのは鎧の部分でありその他は鎧に付ふ随ずいして飛んでいくだけなのだ。

「大気、って無生物だよな？」

　そんなエメドラの考えを知ってか知らずか、蓮弥が確認するように言う。

　確かに大気自体は無生物であり、〈操作〉の魔術で動かせないわけではない。

　しかしながら、竜が飛んでいくのを大気の操作だけで押しとどめる為に消費される魔ま力りよくの量は、通常の魔ま術じゆつ師しならそのすべてを費やしても実現できるわけがない。

〈レンヤ……お前は常識を一体どこにおいてきたんだ？〉

「失敬な。ちゃんと〈操作〉の魔術を仕様通りに使っているじゃないか」

　心外だとばかりに顔を怒いからせる蓮弥であるが、エメドラはもはや呆あきれる以外に取れる行動が無い。

　今目の前で起きている現象が〈操作〉の魔術の仕様通りの使い方なのかと問いかければ、世界中の魔術師が否定することは間ま違ちがいないだろう。

　そんなことを考えるエメドラの頭上で、翼を羽ばたかせ続けていた真紅の竜の動きが変わった。

　見えない大きな手でわしづかみにされたような体勢のまま、今度は羽ばたくのをやめて空中で身もだえし始めたのである。

　聞きようによっては悲鳴のようにも聞こえる鳴き声を上げつつ、暴れ始めた真紅の竜から視線をそらして、エメドラは思念に感情がこもらないように注意しつつ蓮弥に問いかける。

〈今度は一体なにを？〉

「スキンシップで仲良くなるためには、こう……よーしよしよしよーしよしよしとだな……」

　蓮弥がわきわきさせていた手をわきわきさせたまま、何かをこねくり回すような動作を行う。

　それを見て、エメドラはなんとなく何が起こっているのかを察した。

〈全身をこねくりまわしているわけか……〉

「俺おれの知識が正しければ、動物とスキンシップする為の正式な作法だった気がするんだ」

　竜をその辺にいる動物と同列に扱あつかうような命知らずは、おそらくこの世界に存在しないはずであったが、普ふ通つうの人族にそんな言い方をされれば烈れつ火かのごとく怒いかり狂くるうであろうエメドラも、その言葉が出てくるのが蓮弥の口からだと、力なく笑うしかない。

　やっていることはエメドラからすれば酷ひどくくだらない行こう為いであるが、それに費やされている力は竜が飛んで逃げるのを押さえ込むのみならず、その全身をもみくちゃにし、その刺し激げきで暴れる竜の力を完全に押さえ込む程ほどの膨ぼう大だいな代しろ物ものである。

　しかもそれだけ常識はずれな力を行使しているというのに、蓮弥の表情は笑え顔がおから変わっておらず、まるで何かの片手間に軽い気持ちで行っているような状態だ。

　助けるべきだろうか、とエメドラは一いつ瞬しゆんだけ思った。

　だが、本当に一瞬思っただけで、エメドラは頭上でもだえまくっている竜をそのままにしておくことにした。

　竜と言う種はこの世界において、頂点近くに位置する存在である為なのか、どうしても自分達以外をよく調べもせずに下に見る傾向がある。

　真紅の竜も注意してみれば、蓮弥達一行の中でも勇者が三人もいる上に魔力と言う点だけでならば常識の範はん囲いをはるかに超こえている蓮弥の存在に気がついたはずなのだ。

　それをせずに招いた現状は、エメドラから言わせれば自じ業ごう自じ得とくとしか言えない。

〈命に関わる前に、謝罪するだけの分別があればいいんだがな〉

　なんだか妙みような感じに痙けい攣れんし始めた真紅の竜の姿を見上げつつ、エメドラはそっと肩かたをすくめるのであった。







　結局出発は日がだいぶ昇のぼってからになってしまった。

　これは準備云うん々ぬんの遅おくれ等の理由からではなく、蓮弥の魔術によって全身をもみくちゃにされてしまったルビドラが口を半開きにし、全身をぴくぴくと痙攣させるだけの自失状態に陥ってしまったせいであり、意識を回復して飛べるようになるくらいに回復するまでの時間が、相当かかってしまったせいだ。

　一応、誰一人傷つけることなく事を収めたことは評価してもいい話ではあったのだが、白目を剥むいて横たわり、口からよだれを垂れ流したまま息も荒あらく横たわるルビドラの姿は蓮弥以外のメンバーに哀あわれと言う感情を呼び起こしたらしく、やってしまった事から目を背そむける蓮弥には、生なま温ぬるい視線が集中する事態となっていた。

　そんな状況をさらに悪化させる爆ばく弾だんが、エメドラから投下される。

〈そのルビドラは、雌めすだからな？〉

「その情報、必要か？」

　エメドラを睨みつけた蓮弥であるが、その背中にはさらに生温い視線が突き刺ささる。

〈しかも、竜種の中では若い部類に入る。人族で言う所の少女と言った所だな〉

　追加情報が蓮弥の背中に突き刺さる視線の生温さを増す。

　それに比例するように、蓮弥の視線の険しさが増した。

　これは踏ふみ込みすぎただろうかと思うエメドラの頭が、見えない手でがっしりと掴つかまれる。

「覚かく悟ごはいいな？」

〈いきなり命の危険か……〉

　竜の巨きよ体たいの全体に施ほどこして、竜が持つ力を封ふうじ込めることができるだけの力を持つ蓮弥の〈操作〉の魔術である。

　それが頭部のみに集中した場合に何が起きるのかは、エメドラでなくても予想できる事態だった。

　蓮弥もいきなり握にぎりつぶすつもりはないらしく、ゆっくりと高まっていく圧力の中、エメドラが酷く冷静に念話を発する。

〈これだけで敵が殺せるんじゃないか？〉

「これ何気に疲つかれるんだよ。力の消費量も大きければ制せい御ぎよも面めん倒どうなんだ。こんな技術を使うくらいなら、普通に斬きり捨すてた方が早いし楽だ」

〈そうか……ところで頭ず蓋がい骨こつが妙な軋きしみを上げ始めてる。殺すつもりがないなら、謝あやまるから解放してくれないだろうか？〉

「冷静な奴め……」

　これが普通に言葉を発する生き物なのであれば、周囲で強引に操作されている大気のおかげで息苦しくなったり、声を出しづらくなったりするはずだったのだが、竜は会話を念話で行っているせいか、感情的に取り乱したりしない限りは会話に乱れが起こらない。

　頭を握りつぶされかけていると言うのに冷静さを失わない所などは、さすが竜と言うべき所なのかもしれないと思いつつ、蓮弥はかけていた魔術を解除した。

〈からかうのも命がけとはな〉

「理解したのなら……」

　蓮弥はエメドラを一度睨みつけてから、今度は背後から突き刺さってくる生温い視線の発生源へ目を向けた。

「覚悟して口にしろよ？」

　途と端たんに生温い視線は霧む散さんして、一ひと塊かたまりになっていた他のメンバーが一いつ斉せいに明後日の方向を向く。

　視線を合わせたら何をされるか分からない、くらいの予想はしているらしいメンバーの中で、何故か一人シオンだけが蓮弥の視線を真っ向から受け止めていた。

「レンヤ、いたいけな少女にいたずらするなんて……」

「お前は一体今の会話と現状をどう言う風に捉とらえているんだ？」

　身を乗り出して意見するシオンを、半眼で見つめながら尋ねる蓮弥。

　蓮弥の頬ほおの辺りが感情を押し殺ころしているかのようにひくひくと動いているのだが、シオンは気づかない。

「そんな欲求があるなら、私がこの身でそれを受け止め……ってごめん、今のなし……いっ!?」

　おそらくシオンは、エメドラの尻しり馬うまに乗って蓮弥を茶ちや化かしたかったのだろうが、それは状況を正しく理解しているのであれば、絶対にやってはいけない行動だった。

　軽く目の据わった蓮弥はシオンに皆みなまで言わせることなく、魔術を起動させる。

　瞬時に両方のわき腹を、まるで細く長い数百本の指でもって弄られるような感かん触しよくに襲われたシオンは、必死に口を押さえるが、力の入らなくなった両足は体重を支えておくことが出来ずに地面に倒たおれ伏ふす。

　育ちのよさ故ゆえなのか、転げまわるようなことも無く嬌きよう声せいを撒まき散ちらすこともないシオンは、顔を真っ赤にしつつ口を力いっぱい両手で押さえ、その場に寝ね転ころがったまま時たま全身をぴくっとひくつかせる状態になる。

　本当ならば無む謀ぼうにもこの状態で自分を茶化しに走ったシオンを、二度とそんな気が起きなくなるようにルビドラと同じ状態になるまで弄り倒してやろうと思っていた蓮弥であったが、悶もだえつつ必死に耐えるシオンの姿はなんだか妙な気分にさせられる光景であり、これをこのまま続けることは非常に危険な事態に陥おちいる気がしてさっさと魔術を解除した。

　魔術から解放されたシオンは、全身を脱だつ力りよくさせた状態で顔を赤らめ、息がやや荒い。

　声と動きを必死に我が慢まんしたせいなのか、わずかに潤うるんだ瞳で見上げられて、成なる程ほどこれは相手が竜だったからまだしも、普通にやったら非常によろしくない事なのだと蓮弥は理解させられる。
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　その頃ころになってようやく意識を回復したらしいルビドラが、体は横たえたまま首だけ持ち上げて蓮弥の方を怯おびえた目で見ていたのだが、蓮弥はそのルビドラの方を向くと深々と頭を下げた。

「うん、すまんかった」

「レンヤ……私には？」

「お前は自業自得」

　終わってみればルビドラは蓮弥のことを警けい戒かいはするものの協力的な態度となり、蓮弥達は二匹の竜に乗って移動することになった。

　組分けはなんとなくであったのだが、ルビドラの背中に人族組と狐きつね耳みみ巫女みこ二人が乗り、残りはエメドラの背中に乗せられて運ばれることとなる。

　全員が乗ったことを確かく認にんしてから二匹の竜が羽ばたけば、地面は見る見るうちに遠くなり、蓮弥達が一夜を明かした洞どう窟くつはあっさりと見えなくなった。

　一度、エメドラの背中に乗ると言う経験をしている蓮弥からしてみれば、こんなものだったっけな位の話だったのだが、初体験になるほかのメンバーからしてみれば肝きもが冷える速度であったらしく、同乗していたシオンは蓮弥の背中にぴったりと張り付いたまま動こうとせず、怯える獣じゆう人じん族の巫女を両側に抱だいたクルツは何を考えているのか分からない表情でのほほんと空の旅を満まん喫きつしている。

　一人、所在なさげにしているのがローナであり、主あるじであるシオンを押しのけて蓮弥の背中にしがみつくわけにもいかないのか、ルビドラの背中の端はしっこの方で空を見上げて一人黄昏たそがれていた。

　似たような境きよう遇ぐうにあるのがエメドラの背中に乗っているエミルであり、恋こい人びと同士である獣人族二人と、兄妹きようだいであるエルフ二人が身を寄せ合っている中、なるべくそちらを見ないようにするためなのか、尻尾しつぽの辺りに座り込んで進行方向とは逆向きを見つめたまま動こうとしない。

　中々ままならないものだと蓮弥は思うが、貸そうにも自分の背中は一つしかなく、そこはシオンに占せん拠きよされている状態なのでどうしようもない。

　背中のシオンからは意地でも離はなれるかと言う気き迫はくのようなものが感じられるので、交代して使えとも言えず、ローナとエミルに関しては後で何らかのフォローが必要かもしれない、と思い始めた蓮弥は、これではまるで自分はどこぞの物語の主人公のようではないかと一人苦く笑しようする。

「ねぇレンヤ」

　耳元でシオンに囁かれて、一拍ぱくだけ胸の鼓こ動どうが跳はね上あがった蓮弥ではあるが、見た目上冷静さを保った状態で、ぶっきらぼうに答える。

「なんだ？」

「腰こしに手を回してもいいかな？　ちょっと怖こわい」

　お前そんな性格だったっけと問いただしたくなる蓮弥であったが、ドラ君に比べてもルビドラやエメドラの飛行速度は格段に速い。

　高度も地上から攻撃されることを考こう慮りよした上での安全の為なのか、かなり高い所を飛んでいるので恐きよう怖ふを感じても仕方がないのかなと思った蓮弥は頷きつつ答えた。

「好きにしろ。空気は読めよ？　妙な所を触さわったら突き落とす」

　飛び立つ前にやったことの報復に出るのではないかと言うわずかな懸け念ねんを覚えた蓮弥だったのだが、シオンの返事は穏おだやかでどこか安心したような声こわ音ねだった。

「ん、分かった」

　蓮弥の背中に頬をあて、腰に手を回してそっと抱きつくシオンに、自分はそんなポジションを取るようなキャラでは無いはずだし、シオンもそんなどこぞのヒロインみたいな行動を取るようなキャラでは無かったはずなんだがなぁと思う蓮弥は、ふとルビドラが視線だけで自分達の方を見ていることに気が付く。

　その視線がなんだかいいなーうらやましいなーと言う羨せん望ぼうのまなざしに見えて、蓮弥は慌あわてて視線を進行方向の遥はるか遠くへと向けた。

　エメドラもルビドラも、その飛行速度は速い。

　おそらくこの世界においてでは転送を除けば最も速い移動手段であると言えるだろう。

　もっとも、竜りゆうを移動手段として使う存在がどれだけいるのかと言う疑問は残るが。

「どのくらいで着くんだろうな？」

　空の旅と言うものは、下を見下ろさない限りあまり風景としては面白おもしろみのあるものではない。

　これは蓮弥に前世での飛行機等の知識があるせいだった。

　他ほかのメンバーはほとんど見ることのできない空の風景に興奮気味だったのだが、蓮弥は最初は異世界の空の風景だからと興味を持っていたが、すぐに飽あきてしまう。

　目的地についてエメドラはちょっと飛んだところと言っていたのだが、竜種のちょっとが人族にとってどのくらいの時間に当たるのかは蓮弥には分からない。

　まかり間違うと、エルフ並みののんびり具合でちょっとが数時間に相当する場合も考えられる。

〈一時間くらいよ〉

「お？」

　急に聞こえた念話に、蓮弥が乗っているルビドラの顔の辺りへ視線を戻す。

　飛行中なのでルビドラの顔は前を向いていたが、視線だけが蓮弥の方へ向いたままだった。

〈貴方あなたの疑問の答えになるかしら？〉

「あぁ、ついでに飛行速度を教えてもらえると助かるがね」

〈飛行速度？　よく分からないけれども、今はまっすぐ飛んでいるだけだから、音が伝わる速度よりもちょっと速いくらいかしら〉

　竜は乗り手が竜の飛ぶ速度で被ひ害がいを受けないように、魔術によって乗り手を保護している。

　無論これは竜が乗ることを許可した者に限って、と言う条件付きではあるのだが、これによって竜の乗り手は風圧やら温度の低下をほとんど感じずに済む。

　この保護能力とエメドラ達がかなりの高度の所を飛んでいるせいで風景の変化がほとんど無かったこともあって蓮弥の体感ではそれほどの速度が出ているようには感じられなかった。

　だが、飛んでる竜本人が言うのだから間違いないだろうと蓮弥は判断する。

　そうすると、時間的にはちょっとと形容されても、許しがたいと思うほどの差は無かったが、距きよ離りだけで考えるとおよそ千二百キロメートル以上は離れた所に連れて行かれていると言うことだ。

　改めてこの世界の広さを実感させられる蓮弥である。

「そうか、ありがとう。しかし、なんでまた急に念話を？」

　相手が竜の場合、蓮弥の側から念話をつなげることはできない。

　竜側から話を振ふってくれないと、使えないのだ。

　最初の印象がおそらくかなり悪いだろうと思っていた蓮弥はルビドラとの念話による会話をほとんど諦あきらめていたのだが、まさかルビドラが念話の経路を開いてくるとは思っていなかった。

〈言葉が通じないと……不便じゃない〉

　尋たずねられたルビドラは、視線を進行方向へと戻しながらそう答えた。

　念話は会話する相手の感情がかなりダイレクトに伝わってしまうものである。

　蓮弥が感じたルビドラの感情は、照れと言うのか恥はずかしさと言うのかものめずらしさと言うのか。

　そんな感じの感情が入り混じったよく分からないものだった。

　された行為による被害よりも、何らかの好こう奇き心しんの方が勝ったんだろうかと蓮弥は考える。

　だから最初のことはいかにもなんでもなかったかのように振ふる舞まって話しかけてきたのではないだろうかと。

　実際の所が分かるのは、ルビドラ本人だけであるが、まさか本人に尋ねてみるわけにもいかない。

　せっかく話しかけてくれたと言うのに、機き嫌げんを損そこねて念話の経路を切られてしまっても困るからだ。

「そうだな。話ができないと不便だ。非常に助かるよ。ありがとう」

　素す直なおにお礼の言葉を蓮弥が述べれば、なんだか動どう揺ようしたような気配がルビドラから伝わってきた。

　今の言葉でもどこか不味まずい所があっただろうかと考える蓮弥達の頭上に、エメドラが影かげを落とす。

　蓮弥が周囲に注意を払はらっていなかった間に接近してきたらしいのだが、音速をちょっと超える速度で飛んでいる状態で、元の世界であればニアミスとしてニュースで報道されるような距離まで近寄ってこられると流石さすがにどこか怖いものを感じずにはいられない。

「どうした、エメドラ？」

　声をかけた所で聞こえるはずも無いのだが、エメドラは蓮弥との間に念話の経路を開いたままで、言葉にしたことは思念として伝わる。

〈仲のよろしい所邪じや魔まするようで悪いのだが〉

〈だ、だれが仲が良いって言うのよ!?〉

　抗こう議ぎの思念を送るルビドラであるが、エメドラは取り合わずに言葉を続ける。

〈どうも、目的地付近が騒さわがしいようだ〉

〈まさか都市に攻撃が？〉

〈かもしれない。交戦の真っ最中に飛び込む可能性が出てきた。あと十五分もあれば着くと思う〉

　ざっと計算して、目的地までまだ三百キロメートル前後離れていることになる。

　その距離で、目的地の雰ふん囲い気きを察知できるエメドラの感覚はどんなものなのだろうと思いながら、蓮弥は面倒なことにならなければいいなと、エメドラの予測が外れていることを祈いのるのだった。







第二章　ルビドラと先行するらしい







　エメドラの警告から十分程ほど後。

　ほとんどルビドラと寄り添うようにして飛んでいたエメドラから再度の警告が入る。

〈やはり戦せん闘とう中だ。魔ま物ものの軍勢と龍りゆう人じん族。それに邪じや竜りゆうと我らの同どう胞ほうが戦闘に入っている〉

「悪い予測ほど的中率が高いってジンクスはなんとかならんもんかな！」

　舌打ちと共にはき捨てる蓮れん弥やであるが、起こっているものはどうしようもない。

　今いま更さら引き返すわけにもいかず、引き返せた所で行き着く先がないのだ。

「念ねんの為ため尋たずねるが、エメドラとルビドラの二匹ひきが介かい入にゆうして、劇的に変化があったりしそうか？」

〈無む茶ちや言わないでくれる!?〉

〈期待を裏切って申し訳ないが、一応我々もそれなりに上位種ではあるが、相手にも同じ存在がいる〉

　二匹の竜が乱入して、並居る敵を皆みな殺ごろしにしてくれないかな等と言う甘あまい期待はあっさりと打うち砕くだかれ、蓮弥はエメドラに声をかける。

「エメドラ、俺をそちらに乗せてくれ。代わりにそっちのメンバーをこちらに移して、俺と先行しよう！」

〈それはだめ！〉

　妙に鋭するどい思念で静止されて、蓮弥は口ごもりエメドラは驚いたような表情を浮うかべる。

　竜の顔でも驚いている表情って作れるんだな、と場ば違ちがいな感想を蓮弥が抱いている中、ルビドラが蓮弥に言いい募つのる。

〈速度も攻こう撃げき力りよくも私の方がエメドラより上だわ！　先行するなら私とにしなさい！〉

〈事実だが……どうするね？　レンヤ〉

　足り無そうなのは思し慮りよくらいか、と実に失礼なことを考えながら蓮弥は背後にいるクルツへ視線を送る。

　やや怯おびえたような狐きつね耳みみの巫女みこ二人を落ち着かせるように撫なでていたクルツは、蓮弥の視線が自分に向いているのに気が付くと、視線を合わせてきた。

「クルツ！　その巫女二人とローナとシオンをエメドラの背中まで運べるか？」

「よゆーです、伯はく爵しやく様」

　ぐっと中指を立てて見せたクルツに、蓮弥は声を低く抑おさえつつ注意する。

「クルツ、立てる指が違ちがう……」

　注意してから蓮弥は気が付く。

　もしかするとここは異世界なのだから、中指で間違いないのかもしれないと。

「あれ？　小指でしたっけー？」

「親指！　親指だぞクルツ！」

　小指をぴんと立てて見せたクルツに慌てて訂てい正せいするシオン。

　異世界と言えども、そう言った仕草は同じなのかと蓮弥は安心する。

「ちなみに、私は移る気はないからなレンヤ！」

「正直に言って、邪魔だぞ？」

「それでも、だ！」

　頑がんとして引く気のないシオンを、説得することを早々に蓮弥は諦める。

　何か頭の片かた隅すみで、舌打ちのような音が聞こえた気がしたが、それも気のせいと切り捨てて、蓮弥はクルツへ指示を飛ばす。

「ならクルツ！　他のメンバーを連れてエメドラの上へ！　あっちに行ったらレパードとグリューンに蓮弥が先行するから後からついて来いと伝えてくれ」

「了りよう解かいです、伯爵さまー」

　両りよう脇わきに獣人族の巫女を抱かかえたクルツの背中から二ふた条すじの黒いもやが溢あふれ出だす。

　見るからにまがまがしいそれの内の一本は、一瞬あっけにとられたローナの腰に絡からみつき、ぐいとばかりにその体を持ち上げると、残りのもう一本がするすると伸のびてエメドラの足に絡みつく。

　ものすごくいやそうな顔をするエメドラには構わず、クルツはニコニコしながら蓮弥に手を振ると、その黒いもやを操作して身を宙に躍おどらせて軽々とエメドラの背中に着地する。

　一拍ぱく遅おくれて、ローナがもやに絡みつかれたままこちらは着地と言うよりは落っこちるような形でエメドラの背中へと運ばれていった。

「便利だなーあれ。練習したら俺も使えるようにならないかな？」

「レンヤ。滅めつ多たなことは言わない方がいいと思うんだが……」

　もやの正体はシオンには分からなかったのだが、何かあまり良くないものであることくらいは直感的になんとなく察していた。

　できればそんなものに触ふれて欲ほしくないなと言う思いから出た言葉だったのだが、蓮弥にはあまり伝わらなかったらしい。

「だめかな、あれ？」

「いやまぁ。便利っぽいと言えば便利っぽいんだが、あんまり使いたいとは……」

〈くだらない会話はそのくらいでいい？　急いでいるのだから、行くわよっ！〉

〈無理をするなよ？　確かに火力はルビドラが上だが、防ぼう御ぎよ力りよくは私に劣おとる。レンヤ、フォローしてやってくれ〉

　竜が人に竜のフォローを頼たのむ、と言うのは常識的に考えて異常だ。

　快く任せておけとも答えにくい蓮弥はあいまいな笑みを浮かべるにとどめ、ルビドラは牙きばをむき出してエメドラを威い嚇かくする。

〈フォローなんて必要ないわ！〉

「だ、そうだが……ま、怪我けがしない程度に頑がん張ばるよ」

〈いやお前ら、先行するからといって交戦する必要は無いんだぞ？　危険だと思ったら戻もどってきていいんだからな？〉

　エメドラに言われた蓮弥とルビドラは一瞬、視線を交差させる。

「先行って、先行殲せん滅めつ任務だろ？」

〈戦闘中に突っ込んで、攻撃しないで帰るとか馬ば鹿かなの？　いっぺん死ぬ？〉

〈分かった、死なない程度に好きにしろ〉

　これ以上は言っても無む駄だだろうと諦めた感じがたっぷりとつまったエメドラの言葉に、気がつくことすらなく蓮弥はルビドラの背中に座すわりなおし、シオンが蓮弥の背中に張り付く。

〈振ふり落とされないように、しっかり掴まってなさい！〉

「おい、騎き手しゆの保護は……」

　竜がどれだけ加速をしても事故が起きないのは、騎手を振り落とさないように保護しているからだ。

　それなのにそんな警告をしてくるルビドラに、蓮弥が声を上げかけたが、次のルビドラの言葉がそれをさっくり遮さえぎった。

〈速度にまわすから甘あまくなるかもねっ！〉

「いいのかそんなの……でぇっ!?」

　背中を蹴けり飛とばされたような衝しよう撃げきに蓮弥の声が上ずる。

　慌ててしがみついてくるシオンを支えてやりながら、蓮弥はそれがルビドラの急激な加速によるものであることを悟さとって、軽くルビドラの首筋をたたく。

〈何？〉

「ほんとに保護甘くしてるじゃないかお前っ！」

〈加速九割、保護一割！〉

「死ぬわ、阿あ呆ほうが！」

　本当にそんな力配分だったのだとすれば、ルビドラの背中にいる蓮弥もシオンもただではすまなかっただろうから、おそらくはルビドラなりの冗じよう談だんではあったのだろうが、それに近いような力配分であることは間違いないようだった。

　そうでなければ竜の加速で騎手が衝撃を受けるわけがない。

　少なくとも蓮弥はエメドラの背中に乗った時にそんな衝撃を受けた覚えがなかった。

〈竜の翼は魔力で飛ぶのよ！　急ぐなら当然の処置でしょうが！〉

　竜が保持している魔力の上限は決まっている。

　その振り分けで速度を上げたり防御力を高めたりするのだが、当然なんらかの要素に力を多く注ぎ込めば他の要素が弱くなるのは当たり前のことだ。

　納なつ得とくできる理由ではあるかもしれないが、実際に乗っている蓮弥達たちからしてみればたまったものではない。

「当然ってお前……」

　ぼやきながら蓮弥が肩かた越ごしに背後を振り返かえれば、衝撃に耐えるように目を閉じて背中にしがみつくシオンの、風にわずかにだがなぶられている髪かみの隙すき間まから、酷く小さくなってしまったエメドラの姿が一瞬だけ見えた。

　搭とう乗じよう人数が増えた為ために、エメドラの速度はわずかながらに失速していることは間違いなかったのだがその姿はあっと言う間に芥け子し粒つぶのようになり、すぐに視界からきえてしまう。

「どんだけ速いのお前……」

〈竜族じゃ二番目だけどね〉

　どこかでそんな言い回しがあったような気がする蓮弥であるが、それがなんであったのかはまったく思い出せない。

〈やっぱり一番速いのは風信竜の末まつ裔えいね。私は紅玉竜の末裔になるから、攻撃力なら竜族一よ〉

「はぁそうなんですか、としか言えないなそれは」

〈どうでもいいことだけどね。ほら、見えてきたわ〉

　ルビドラに言われて進行方向へ視線をやろうとして、弱いながらも襲おそってきた風圧に蓮弥は目を背ける。

　多少保護されていると言っても、結構な風圧が蓮弥とシオンの二人を襲っており、シオンの方は既すでに周囲を見ることを完全に諦めて、目を閉じたまま蓮弥に必死にしがみつくだけになっていた。

「少し速度を緩ゆるめろ！　もしくは保護を強めによこせ！　これじゃ前も見れないぞ」

〈無茶言わないでくれる？　限られた魔力を運用してぎりぎりの所なんだからね！　根こん性じようでなんとかしなさい！〉

「まさか竜族に根性論をたたきつけられることになるとは思いもしなかったが……魔力が豊富にあれば保護にまわせるのか？」

〈当たり前のことを聞かないでくれる!?〉

　馬鹿じゃないのと言わんばかりのルビドラの、首を叩たたいて蓮弥は叫さけんだ。

「だったら魔力供給用のパスを俺に繋つなげ！」

〈人族の魔力ごときで竜族が使用する魔力をどれだけ肩かた代がわりできるってのよ！〉

「いいからさっさとしろ！　さっさとしないと……お前の首を飛ばしてただの死体にしてから〈操作〉で操あやつったほうが実は安全なのかこれ？」

　死体は命を持たないので一応物品扱いになり、操作の魔ま術じゆつの適合範囲に入る。

　竜の体は元々、ある程度は飛ぶことを前提とした形になっているので、操作の魔術で勢いをつけてやればそれなりに安定して飛行する可能性があった。

　ふと、妙みよう案あんを思いついたとばかりに呟つぶやいた蓮弥達の下で、ルビドラが飛行速度を落とさぬままに器用にびくりと体を震ふるわせた。

　その視線が色いろ濃こく恐怖を纏まつわり付かせて、おそるおそると言った感じで蓮弥を振り返る。

「別にそうしてやるといってるわけじゃない。そうされたくないなら、俺へのパスを繋いでくれ」

〈わ、わかったわ〉

　表面上は仕方なくしぶしぶといった感じで。

　実際は首を飛ばされてたまるものかと、いそいそとルビドラは蓮弥へのパスを繋ぐ。

　それは通常、蓮弥がフラウに対して開いている魔ま力りよく供給用のパスに似た感じのものであった。

　現在、蓮弥の魔力はフラウへは距きよ離り的てきな問題から供給されていない。

　ひたすら溜たまる一方の魔力を、蓮弥はこれ幸いとばかりにルビドラから繋がれたパスへと流し込み始める。

〈ちょっとちょっと、何よこれ!?〉

「質問は全すべて終わってからだ。余よ裕ゆうが出来たなら保護を厚くしてくれ！」

　蓮弥の求めに応じて、目を開けていられないほどの風圧がぴたりと止やんだ。

　ごうごうと耳元でなっていた風の音も無くなる。

　あまりに急激な変化に、思考の空白が発生しかけた蓮弥であるが見えるようになった進行方向の先の光景に慌てて手放しかけた意識を引き戻す。

　そこは少しひらけた平原と、岩山の境目に立てられた城じよう塞さい都市であった。

　高い壁かべで囲まれた都市の上空には、かなりの数の飛行する竜らしき影が見て取れ、都市自体からは幾いく筋すじもの煙けむりが上がっている。

　防ぼう壁へきには遠すぎて何なのかまでは蓮弥にも分からなかったが、小さな無数の影が取り付き張り付いて上り、一部は上りきってしまっているようにも見えた。

　そして、都市の周囲はしっかり真っ黒な影で包囲されてしまっている。

「攻こう撃げきされてるな……」

「しかも結構劣れつ勢せいっぽいね……」

〈数で負け、制空権も取られてるっぽいわね〉

　都市が近づいたせいなのか、少し制動をかけながら、ルビドラは素す早ばやく周囲の状じよう況きようを見回す。

　地上戦はほぼ、龍人族側の圧あつ倒とう的てき劣勢と言う状態に陥っているようだった。

　地上の戦力の数の差が圧倒的なのに加えて、空においても邪竜が完全に制空権を支配してしまっているせいだ。

　制空権を取られた理由は、すぐにルビドラの目に飛び込んできた。

〈守備につけておいた同胞が……やられてる〉

　年ねん齢れい的てきにまだ若いとは言っても、それなりに血気盛さかんで実力のある竜をおいていたはずだった。

　しかし、それらの竜は無残に引き裂さかれ、焼かれて都市の一角や、平原の上に無残な屍しかばねを晒さらしてしまっている。

　やや遅れて、蓮弥もそれに気がついたがふと思いついたことは口にしないでおく。

　あまりにその場においては思慮が無さ過ぎる言葉に思ったのだ。

　その代わりのようにシオンが蓮弥の背中に張り付いたまま、耳元でささやく。

「あれって、おに……」

「シオン、俺おれも思ったが今はそれを口にしていい状況じゃないぞ」

〈あんたら、絶対にお肉とか素材とか思ったでしょう……〉

「今はそんな議論をしている場合じゃない」

　きっぱり言う蓮弥であるが、否定はしてない所が実に正直な所だ。

　シオンも今自分が何に乗っているのかと言うことを改めて認にん識しきして、慌てて蓮弥の背中に顔をうずめて知らない振りをしている。

〈言っておくけど、持ち帰りとかしたらタダじゃおかないからね！〉

　釘くぎを刺さすルビドラではあったが、なんとなく知らないうちに一、二体くらい行方不明の亡なき骸がらが出てきそうな予感を抑えきれないのであった。







〈どうするか、決めてくれる？〉

　ルビドラに催さい促そくされて蓮弥は視線をルビドラに合わせる。

　ルビドラは目的地である都市が既に戦闘中で、尚なお且かつ劣勢であることを見てとった時点で大きく迂う回かいするようなコースを選せん択たくし、都市への接近を一いつ旦たん後回しにしていた。

「どうするって？」

〈進むか戻るか〉

　ルビドラが単たん騎きで戦場に突っ込んでいった所で戦せん況きようが大きく変化するとは、ルビドラ自身思っていない。

　それは自分がいくら上位種であったとしても、そこまで常識はずれな存在ではないことを自覚しているからであるが、だからといって同胞が戦っている目の前の光景を見せられて、おとなしく撤てつ退たいすることを選べるほど達観できているわけでもなかった。

　だからこそ、ルビドラは選択を背中に乗っている人族に任せようとしたのだが、蓮弥の返答は至し極ごくあっさりとしたものだった。

「戻るなんて選せん択たく肢しあったのか？」

〈先行殲滅って本気だったのね……〉

　呆あきれた思念にも蓮弥の表情は変わらない。

「初見の敵なのだから、まず一当てしてみないことには」

「レンヤ……考え方が獣人族と同じな気がする」

　背中側からも呆れた声がするが、蓮弥はきっぱりそれを無視する。

　とにかく、相手に関する情報の量が少なすぎるのだから、一度交戦してみて情報を集める必要があると蓮弥は思っていた。

　逃にげるだけならば、いつでもできるだろうと思っているのである。

〈貴方あなたの判断がそれなら、一度突っ込んでみるけど。貴方達攻こう撃げき手段あるの？〉

　飛行進路を都市の上空方向へと修正しつつ、ルビドラに尋ねられた蓮弥はふと、自分があまり有効な攻撃手段を持っていないことに気がつく。

　刀自体は短すぎて、飛行している竜への攻撃に使うには適していない。

　以前戦ったユウキのように自在に剣けん閃せんを飛ばせるのであればそれを使えばいいのだろうが、蓮弥は一度だけそれを使ったことがあるものの、あまり自在に使いこなせているわけではなかった。

「言われてみると、俺ってあんまり飛び道具持ってないな」

「勇者と戦った時の飛ばす剣けん撃げきではだめなのか？」

「加減ができないんだあれ。周囲への被害を度外視していいなら使うが……」

　一番の問題は強弱がつけられないところにあった。

　一発一発が全力攻撃になってしまい、余波や流ながれ弾だまによって目標のみならず周囲の環かん境きようにまで壊かい滅めつ的てきなダメージを与あたえてしまうのだ。

〈火系統の魔術の〈炎えん槍そう〉くらいは使えるんでしょ？〉

　ルビドラの飛行軌き道どうは既に都市へと向けられており、飛来する新手の竜に気がついたらしい邪じや竜りゆう達たちが鳴なき交かわして警戒し、迎げい撃げき態勢を取り始めている。

　奇き襲しゆうは無理だったかと残念がりながら、蓮弥はルビドラの問いに答えた。

「火系統は〈小しよう火か弾だん〉しか使えないぞ」

〈繋がってるパス経由で送るから覚えなさい！〉

〈雷らい撃げき〉やら〈轟ごう雷らい〉があるからいいじゃないかと蓮弥は思うのだが、そんな言葉を口にするより先に、ルビドラへの魔力供給用のパスを伝ってひとつのイメージが蓮弥に送られてきた。

　それは蓮弥の頭の中に何らかの像を結んだ後に速すみやかに消しよう滅めつする。

〈無む詠えい唱しようはいけるんでしょ？　今ので〈炎槍〉が使えるようになってるから、援えん護ご射しや撃げきよろしく！〉

　ぐんぐん都市へと近づくにつれて、その上空を飛びまわっている竜の姿が見て取れるようになる。

　それはルビドラやエメドラと比べても全く遜そん色しよくのない巨きよ体たいを誇ほこる紫むらさき色いろの竜りゆう達たちであった。

　中には、エメドラよりもさらに巨きよ大だいな個体もちらほらと姿が混じっている。

〈攻撃開始！〉

　ルビドラの口こう腔こうに魔力の集まる気配がした。

　最初は白く輝かがやいていた魔力の塊かたまりは、ルビドラの属性を受けて赤く熱を放つ炎ほのおへと姿を変える。

　都市の上を飛び回っている邪竜達の間を切り裂くように抜ぬけつつ、すれ違いざまにルビドラは溜めきった炎の息い吹ぶきをそのうちの一匹にむけて吐はき出した。

　それは炎と言うよりは赤く光ひかり輝く一ひと条すじの、蓮弥からすればレーザーにも似た一いち撃げきだった。

　回かい避ひ行動に移る邪竜達の中、わずかに身を翻ひるがえすのが遅おくれた一匹にその赤い閃せん光こうは突つき刺ささり、間を置かずして爆ばく音おんと炎を吹ふき上げる。

　たちまち周囲を襲った轟ごう音おんと振しん動どうに、シオンは蓮弥の背中にぎゅっとしがみついたまま、その肩越しに攻撃を受けた邪竜の姿を目に捉とらえて、信じられない思いに襲われる。

　大気を震ふるわせるほどの衝撃を生じた炎を食くらったと言うのに、その邪竜は直ちよく撃げきされた部分が多少抉えぐられた程度の傷しか負っていなかったのだ。

　それでも、飛行し続けるには傷が深かったのか飛行状態を維い持じできずに墜つい落らくしていく邪竜。

　その落ちるさまを目で追いながら、シオンは呆ぼう然ぜんと呟く。

「頑がん丈じようすぎるでしょ……」

〈落とせば勝ちよ！〉

　落ちた衝撃で多少のダメージが入るし、飛行戦闘に復帰することもできないので、後からどうとでもできるからねとルビドラが言った瞬しゆん間かんに、白く輝く光が落ちていく邪竜を貫つらぬく。

　一体何が起こったと見守るシオンとルビドラの視線の先で、光に貫かれた瞬間に全身がびくりと震えた邪竜は一拍置いてから体の内側から爆ばく発はつするように燃え上がった。

　肉も骨も、皮も鱗うろこも一いつ緒しよくたに真っ黒な炭へと変わり、落ちていく風圧に砕くだけてばらばらになっていく様子は、邪竜達にも衝撃を与えたらしく、その間を突っ切っていくルビドラへ攻撃することも忘れて落ちていくいくつかの炭の塊を目で追うばかりだ。

〈え？〉

「今のは……」

　ルビドラもシオンも一体何が起こったのか理解できずにいる中、一人蓮弥だけが自分の右手の平をしげしげと眺ながめてからぼやく様に言った。

「失敗……」

「え？　レンヤ？　失敗って何!?」

　蓮弥の肩かたを背後から掴つかんで軽く揺ゆさぶるシオンに、蓮弥は面白くないと言った雰囲気で答える。

「威い力りよくを失敗した。案外難しいぞこの〈炎槍〉って」

「今の魔術だったの!?」

　信じられないという感情をたっぷりと乗せて、シオンが悲鳴のような声を上げるが、蓮弥は一体何がそんなに驚おどろきなのだろうと訝いぶかしがる。

　その二人の下もとで、思念には浮かべないもののルビドラもシオンのように悲鳴を上げたくなる気持ちを必死に抑えていた。

　それなりの力しか込めていなかった、とは言っても竜の息吹でそこそこ深めの傷を与えるのが精せい一いつ杯ぱいだった相手である。

　その邪竜を一撃の下もとに貫き、さらにその全身を瞬しゆん時じに焼き尽つくしてしまうだけの熱量は、本来〈炎槍〉の魔術にはありえない。

　そのありえないはずの熱量を叩き込んだと言うことは、通常よりも大量の魔力を魔術に消費させて威力を増したと言うことのはずなのだが、ルビドラが知る限りでは本来の〈炎槍〉は赤く燃える槍やり状じようの炎を打ち出す魔術であり、それが白く光り輝く等聞いたことがない。

　そもそもが竜の息吹の威力を超こえる魔術など、それほど数があるわけでもないのだ。

「ルビドラの息吹で一応ダメージが通ったから、それを参考に打ち込んでみたんだが……」

〈いや、竜の息吹を参考にして魔術を考えないで欲しいんだけど〉

　冷静に突っ込みつつ、一いつ旦たん邪じや竜りゆう達たちの間を突っ切ったルビドラは旋せん回かいを行って再度敵の中へと突っ込む軌道を取る。

　そのルビドラ目め掛がけてようやく衝撃から立ち直ったらしい邪竜達から、幾筋もの息吹が浴びせかけられるが、ルビドラが回避行動をとる前に空中で何かに遮さえぎられたかのように散らされて消えてしまう。

　信じられないものを見させられている邪竜達であったが、ルビドラは瞬時に背中の蓮弥が〈魔ま盾だて〉の魔術で敵の攻撃を受け止めたのだと悟さとる。







[image: ]







　もっとも、竜りゆうの息吹をそんな魔術で受け止められた、と言う現実を信じたくはなかったのだが。

　その散らされた息吹の余よ韻いんの中を突っ切って飛び込んだルビドラが顎あごを開く。

　今度はすれ違いざまに一匹の邪竜の翼つばさを中ほどから食いちぎって吐はき捨すてるルビドラ。

　片方の翼を失って、きりもみしながら落ちていく邪竜にまた白い槍が突き刺さる。

　今度は槍が当たった瞬間に、槍は天を貫くように吹き上がる真っ白な炎と化した。

「まだ威力が高い……」

　呻うめく様に言う蓮弥。

　しきりに首を捻ひねっているが、どうにも思うような威力の加減ができないでいるようだった。

「今度は半身が吹っ飛んだな……」

　真っ黒く焼やけ爛ただれた切断面を晒しつつ、落ちていく邪竜を見送りつつシオンが言う。

　吹き飛ばされた半身は、一匹目の邪竜と同じように真っ黒な炭となって砕け散っていた。

「加減が分からないぞこれ！」

「私に言われても困るが、ただひとつ言えるのは、たぶんその魔術、そんな威力を引き起こすような魔術じゃないんだろうな、ってことくらいだな」

　ぼやき続ける蓮弥に、驚きが一周回って落ち着いたのか冷静な突っ込みをするシオン。

「使えないぞこの魔術！」

〈自分の異常さを棚たな上あげして何言ってるのこの人族……〉

　文句を言いながらも、邪竜の攻撃を気配で察知しつつ、防ぼう御ぎよを行う蓮弥。

　人族が防ぐことなどかなうはずもない竜の息吹が不可視の壁に遮られて再び散らされていく。

「こう程よく焼きあがるような感じにならないのかこれ？」

〈貴方あなた魔ま術じゆつをなんだと思ってるの!?〉

「なんか便利な不思議技術」

　即そく答とうされてがっくりとうなだれるルビドラ。

　その周囲では竜の息吹が無駄に吐き出されてはあっさりと遮られて散らされていっている。

　蓮弥が張っている魔術の盾たてを、敵の息吹が貫かん通つうしてくることがないと言うことを悟ったルビドラは、既にほとんど回避行動を取らずに、攻撃主体で炎の息吹を吐き出したり、爪つめや牙で邪竜を追い回したりしているのだが、あまり芳かんばしい戦果は上がっていなかった。

　それだけ両者の本来の戦闘能力が拮きつ抗こうしていると言うことのはずなのだが、それらをぶち壊こわしにするように、時たま蓮弥の手が炎の槍を放ち、狙ねらわれた邪竜はその体の一部を炭にされつつ地面へと落下してゆくことになる。

「レンヤ、頭を狙うのは勿もつ体たい無ない。竜の頭には大きな魔ま石せきが」

「魔石とか今更だろうシオン？　クリンゲに帰ればいやってほどフラウが持ってるぞ。それより胴どう体たい貫通させると肉が取れなく……」

〈食べるの!?　ねぇ邪竜食べる気なの!?〉

　心なしか、蓮弥達を取り囲む邪竜達の気配が及および腰ごしになったような気がするルビドラであったが、突っ込まずにはいられずに蓮弥とシオンの会話に割り込む。

〈正気なの!?　相手は邪竜なのよっ！〉

「でも竜種には変わりないんだろ？」

「肉が何かに汚お染せんされている、とか言うのでなければ、食べるな普ふ通つうに」

　まじめな表情で言い切る蓮弥とシオンに、ルビドラは生まれて今まで過ごしてきた時間の中で初めて人族とは恐おそろしい種族なのだ、と思った。

　ルビドラは人族を矮わい小しようで非力で短命な、どうでもいい種族だとばかり思っていたのだがその考えは今この時点をもって改めなければいけないと思い知らされたのである。

　もっとも、シオンはともかくとしても蓮弥を人族のイメージの代表として捉とらえると言うことについては、知らされていればおそらくは人族側からそれだけは止めてくれとクレームがついたことであろうが。

「ほら、回避がおろそかになってるぞ」

　命中する軌道で打ち出されてきた息吹を、ハエでも追おい払うかのように手の一ひと振ふりで散らしながら蓮弥が警告の為に声をかければ、ルビドラは慌あわてて物思いから復帰して飛行速度を上げる。

　その尻尾しつぽを掠かすめるようにして何本かの息吹が虚こ空くうに消えた。

　お返しとばかりに蓮弥の放った二条の炎の槍が、きっちり息吹を吐き出した二匹の邪竜の眉み間けんに突き刺さり、その後ろに存在する脳を頭もろとも蒸発させて絶命に追い込む。

〈わざと防御しなかったでしょ！〉

　ちりちりと伝わってくる尻尾からの痛みを我が慢まんしつつ、ルビドラが抗こう議ぎすると、蓮弥がそれを鼻で笑った。

「防いでもらえるからと気を抜くからだ」

　誰だれのせいだと思っているんだと抗議したいルビドラではあったのだが、実際気を抜いてしまっていたのは事実であるので、反論できずに歯は噛がみする。

　そのルビドラの知覚にざわつく何かが引っかかり、ルビドラはかなり無理な速度で無理な機動を行ってその場を離はなれた。

　同時に、その場にいた邪じや竜りゆう数すう匹ひきを巻き込んだ今までのものとは威力の格段に異なる竜の息吹がそれまでルビドラがいた空間を貫く。

「何だ今のは!?」

「でかいのがいるな、一匹だけだが」

　蓮弥の指し摘てきにルビドラは息吹が飛んできた方へ視線を向けて、すぐに小さく声を漏もらした。

　そこに悠ゆう然ぜんと飛んでいたのは、ルビドラよりもさらに二回り以上巨大な体をした、紫色の竜だったのだ。

　まさか邪竜側の四大竜並みの相手でも出てきたのかと思った蓮弥であったが、次のルビドラの呟つぶやくような思念がそれを否定する。

〈紫し水すい竜りゆう系統の古竜……こんなものまで出てきてるなんて……〉

「ヤバい相手なのか？」

　触ふれている所からルビドラの緊きん張ちようを感じ取ったのか蓮弥が尋たずねる。

　ルビドラは他ほかの邪竜達の動向へも気を配りつつ、視線はその巨大な竜から外そうとしない。

〈同胞が狩かられたのも無理ないわ。あれは私達よりもさらに上の位階の竜……〉

「なるほど、つまりボスと言うことだな」

　声にあせりのにじむルビドラとは対照的に、蓮弥の声にはどこかうれしそうな響ひびきがあった。

「強敵相手なのだから、周囲への被ひ害がいは多少は仕方ないよな？」

〈好きにしなさいな……貴方あなたって、もう私の手に負えないし〉

　仕方なくはない、と言った所で蓮弥が止まる未来が見えず、ルビドラは心底諦あきらめきった声で蓮弥の問いに答えるのであった。







「景気づけに一発くらっとけっ！」

　かざした蓮弥の手のひらから迸ほとばしった白い炎の槍は全部で十六本。

　魔術の構造上、限界とされるぎりぎりの所まで魔力を注がれた常識外れの炎の槍はその周囲の空気を強制的に膨ぼう張ちようさせ、爆音に似た音を立てつつ巨大な邪じや竜りゆうへと襲い掛かかる。

　だがそれは、邪竜が上げた一つの咆ほう哮こうによって生じた青い盾のようなものに衝しよう突とつすると、あっけなく消滅させられてしまい、防ぎきれなかったのか邪竜まで到とう達たつした炎の槍も命中した瞬間に邪竜の体表にわずかな焦こげ目めを残しただけで消えてしまう。

「防がれた!?」

　今まで一撃で相手を灰かい燼じんに帰してきた蓮弥の魔術を、しかも十六本もまとめて叩き付けたというのにほとんどダメージらしいダメージを与えられなかったという結果にシオンが驚きよう愕がくの声を上げる。

　その結果を予想していたのか、ルビドラはあまり驚きはしなかったものの、忌いま々いましそうな声でシオンの驚きに答える。

〈相あい性しようが悪いのよ。紫水竜系統って言ったでしょ。火の魔術が水属性に弱いのは一いつ般ぱん常識じゃない〉

　そんな一般常識など知らないと抗議したかった蓮弥であったが、ルビドラの言葉から一つの事実に思い当たって顔をしかめる。

　ルビドラは吐き出した息吹から考えても、体の色から考えても蓮弥に教えた魔術からしてみても火属性の竜に違いない。

　つまり、ルビドラは邪竜達とは持っている属性の関係から非常に相性が悪いはずだった。

　それでも自信たっぷりに突っ込んできたのは、おそらくはルビドラ自体がその辺を飛んでいる邪竜よりは位階の高い竜で、力ちから技わざだけでなんとかなるだろうと言う見通しがあったからに違いない。

　だがそれも、目の前で悠然と構えている古竜のように、同程度の位階、もしくは上の位階の竜が相手となれば話が変わってくる。

　属性間に成立している優ゆう劣れつ関係がもろに戦せん闘とうの優劣に関係してくるのだ。

「エメドラ向きの相手だった、ってことか」

〈うるさいわね！　あんな若わか年どし寄よりより私の方が役に立つわよ！　大体エメドラは翡ひ翠すい竜りゆうの末裔だから紫水竜系統とは属性的には同位よ！　しかもこのデカブツの方が位階は上だし！〉

　だからエメドラと来た所で位階的に負けていて不利であるのは変わらないと言いたいらしいルビドラであったが、自分自身が位階だけでなく属性でも負けている分エメドラの時よりも状況が悪い、と言う事実を間接的にではあるが自分で口にしてしまっていると言うことに気が付いていない。

　これが若さか、と内心で苦く笑しようする蓮弥であるが、蓮弥自身前世と今世の両方で過ごした時間を足した所でルビドラの年ねん齢れいには遥はるか遠く及んでいない。

　それでもなんとなくほっこりした気分になる蓮弥の視界に、口を開いた古竜の姿が飛び込んでくる。

〈息吹がくる！　属性付きよ！〉

　他の邪竜の息吹を防いだ時のように〈魔盾〉の魔術を展開しかけた蓮弥は、ルビドラの警告を受けてさらに七枚の〈魔盾〉を重ねて展開する。

　そこへ叩きつけられた紫色の息吹は、他の邪竜達の息吹とは異なり散らされること無く魔力の盾を貫通してしまう。

　慌てて回避しようとするルビドラの首筋を叩いて落ち着かせる蓮弥。

　その目の前で最後の一枚の盾が古竜の息吹を受けきりつつ砕くだけて消滅し、古竜の息吹もそこで力ちから尽つきたかのように、勢いを失って消滅する。

「八枚重ねてぎりぎりか……」

　お返しとばかりにルビドラが吐き出した息吹は、それまでのような赤い閃せん光こうではなく白く光る息吹だった。

　属性を乗せてしまえばその分、威力が減げん衰すいしてしまうことを恐れてノーマルな息吹を打ち込んだらしいのだが、その一撃はむなしく鱗に弾はじかれて消える。

　防御らしい防御をする動作すら見せなかった古竜にルビドラが歯噛みする。

　そんなルビドラを嘲あざ笑わらうかのように、口を歪ゆがめた古竜が再び口を開く。

　その口腔に集まる魔力に、ルビドラの動きが加速した。

〈溜めが入った！　さっきのより大きいのが来るわ！〉

　撃うち出だされた息吹は一発目の比ではなかった。

　ルビドラの体を飲み込まんとする程の巨大な息吹に、思わずルビドラが硬こう直ちよくする。

　無意識的に飲まれてしまったのだろうと悟るシオンの視界一いつ杯ぱいに、古竜の息吹が迫せまった。

　いかに蓮弥の〈魔盾〉と言えども、防ぎきれるとは到とう底てい思えない規模の息吹に諦めかけたシオンの目の前で、蓮弥の右みぎ腕うでが閃ひらめいた。

　いつの間にか握にぎられていた刀が、宙に十字の斬ざん撃げきを刻めば圧倒的な規模で迫っていた息吹がまるで嘘うそか幻まぼろしであったかのように、霧む散さんして消える。

　それは息吹を吐き出した古竜にとって予想の範はん囲いを大きく逸いつ脱だつした光景であったらしく、唖あ然ぜんとして口を開いたまま固まる古竜の、その開ききった口へ白く燃え上がる〈炎槍〉が突き刺さった。

　たちまち巻き起こる爆音と絶ぜつ叫きよう。

　衝撃で砕かれた何本かの牙がぱらぱらと落ちていく中で、古竜が激痛に身もだえして暴れだし、その動きに巻き込まれた邪竜の何なん匹びきかが巨体に弾かれて体液を撒まき散らしつつ落下する。

「かーっ！　あの野や郎ろう口の中まで硬かたいぞ」

　呆れ果はてたと言いたげな蓮弥は、左手で額を押おさえて頭を振ふるが、シオンもルビドラもそんな蓮弥に構っている余裕がない。

　ほぼ確実に、死かそれに等しいくらいのダメージを受けることを覚かく悟ごしていただけに、それが全くの無傷で終わったという現実が与えた衝撃から、抜け出せずにいるのだ。

「何だ今の？」

　ようやくそれだけの言葉を搾しぼり出したシオンに、蓮弥はさらりと答える。

「剣けん閃せん飛ばして相そう殺さいできないかなと思ったんだが、飛ばなかったな。失敗失敗。でもまぁ斬きり散らすのには成功したから結果おーらいってことで」

〈貴方あなた馬ば鹿かでしょ？　いや馬鹿よね？　絶対に馬鹿だわ〉

「馬鹿を三段活用するなよ……地味に傷つくじゃないか」

　むっとした表情を浮うかべる蓮弥であるが、シオンもルビドラもそれには取り合わない。

　一体どこの誰が、竜一匹ぴきを飲み込むほどの規模の息吹を刀一本で斬ろうと考えると言うのだろうか。

　そして、考えるのみならず実行に移してしまう馬鹿がどれだけいるというのか。

　最後に、実行に移した上で成功させる存在が、この世界に蓮弥以外に存在するとは、シオンもルビドラも考えられないし、考えたくなかった。
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〈常識の瓦が解かいする音が聞こえるわ〉

「私はまだなんとか……だってレンヤだし、って便利な言葉を知っているしな」

〈あぁうん、そう言う適当な纏まとめ方かたって好きよ……〉

「人を非常識の塊のように言うなよ」

　憮ぶ然ぜんとする蓮弥であるが、ルビドラもシオンも声を揃そろえてこう言いたかったらしい。

　塊のような、ではなく塊だろうと。

　そんな二人の心情を察することも無く、蓮弥は手にした刀の切っ先を古竜へと向けると、聞こえているのかどうかは分からないままに声を上げる。

「そこのでっかいの！　あんまりお前に手間をかけてるわけにもいかないんだ！　下の騒さわぎも収めなくちゃならないからな！　だからお前を手っ取り早く調理……もとい、倒たおす！」

「今調理って言った……完全に食材扱あつかいしてる……」

〈何をするつもりなのかしらね。もう、何をされてもあぁそうなの以外の言葉は出てこないんだけど〉

　疲つかれと呆れが満まん載さいされた言葉を呟く二人はとりあえず無視して、蓮弥が叫ぶ。

「まずはおさらいと行こうか！　〈炎槍〉起動十六！」

　白く輝く炎の槍が、白い軌き跡せきを描えがいて古竜へと殺さつ到とうするが、これに対して古竜は最初の時と同じように咆哮一つで出現させた青い盾でそれらを防ぐ。

　ぎりぎり抜けた数本の槍も盾で威力を減衰させられており、古竜の体表をわずかに叩く程度の爆発を起こすに止とどまった。

　効かないことが分かっているのに無む駄だなことをするとばかりに口を歪めてみせる古竜であったが、次の瞬間には何か信じられないものを目もく撃げきしたように動きが止まる。

　古竜と相対するように、空中でホバリングしているルビドラの周囲には最初に打ち出した炎の槍が、数を大きく増やして既に滞たい空くう状態にあったのだ。

「次だ！　〈炎槍〉起動三十二！」

　一つ前の攻撃に倍する数の炎の槍が空中に白い線を描きつつ古竜目め掛がけて飛来する。

　慌てて再度咆哮を放ち、青い盾を出現させる古竜であるが十六本の時ですら何本か抜けた防御がその倍の数の炎の槍を防ぎきれるはずもない。

　今度は二桁けたに届く数の槍が青い盾の防御を抜けて古竜の体に突き刺さるが、盾の減衰に加えて古竜自身が持つ属性によって、これも決定打とはならずに終わる。

　まだ余裕だとばかりに反はん撃げきのために吐き出した息吹は蓮弥の刀に斬り散らされて、さらに蓮弥の周囲には多数の炎の槍が出現した。

　流石さすがに古竜の顔に焦あせりの色が見え始めるのを、蓮弥は楽しそうに笑いながら見ている。

「さぁがんばってみようか？　〈炎槍〉起動六十四」

　熱で周囲の風景を揺らめかせながら飛来する槍の数に、古竜は初めて身の危険を感じた。

　力を込めて放った咆哮が出現させた青い盾は前の二度の時よりもずっと数が多く分厚い。

　その盾の表面で次々と炸さく裂れつする炎の槍。

　古竜が力を込めて作り上げた盾は、数を増やした槍を防ぎきり、所しよ詮せんは考えの足りない人族の行動だと笑おうとした古竜は自分が作り出した盾の向こうに信じられない光景を見る。

「〈炎槍〉起動百二十八」

　間断なく叩きつけられる炎の槍は、空中にそれは美しい炎の大輪を咲さかせる。

　その光景を安全地帯から見ているシオンやルビドラからしてみれば、耳を劈つんざく轟音と、内臓を震わせる衝しよう撃げきに我慢さえすれば、綺き麗れいな景色だなぁくらいで済む話だったのだが、その中心にいる古竜は生きた心地ここちがするわけがない。

　竜の力で作られている盾が、炎の槍の威力を受け止めきれずに砕け、そこへ新たな盾を生じさせる隙すきを縫ぬって何本かの槍が古竜の体に到達する。

　属性差で威力は抑えられるが、全く被害が無いわけではなく、それがまとめて何本も突き刺されば蓄ちく積せきしていくダメージは無視できなくなる。

　咆哮はいつしか悲鳴のようになり、必死に盾を張り続ける古竜の耳に、爆音に混じって蓮弥の声が何故なぜか届く。

「まだ増えるぞ？　〈炎槍〉起動二百五十六」

　着ちやく弾だんと爆発の間かん隔かくがさらに速度を増す。

　破壊される盾の数が格段に増え始め、抜けてくる槍の数がそれに比例して増える。

　逃げようと考えても自分が作り出した盾の陰かげから出た途と端たんに、威力を減衰されていない炎の槍が殺到することが分かっているからこそ、逃げ出すことすらできない。

　反撃しようにも、息吹に回す力があるならば盾の生成に回さなくては一いつ瞬しゆんで防御を抜かれてしまう。

　進むことも引くこともできなくなってしまった古竜にできることと言えば、あの人族の魔力が尽きてくれることをただ祈いのる以外無くなっていた。

　いくら鍛たん錬れんに鍛錬を重ねていたとしても、人族の持つ魔力が無限であるわけがない。

　炎の槍の雨が、ほんの一時でも止やんでくれさえすれば、逃げることは難しくないだろうと考える古竜。

　その考えを打うち砕くように蓮弥は静かに宣言する。

「〈炎槍〉起動五百十二」

　ついに属性的に負けているはずの炎の槍が、古竜が作り出した盾の防御域を微み塵じんに砕いた。

　遮さえぎるものが無くなった古竜の体へ、減衰することなく到達した炎の槍が突き刺さる。

　古竜自身が持つ属性的優位は消えてなくなることはないので、命中した炎の槍は命中した時点で威力を削けずられてしまうが、それもまとめて数十本と言う単位で命中すれば体自体が頑丈である古竜といえどもたまったものではない。

　改めて盾を作り直そうにも、炎の槍の着弾の衝撃と、炎の熱と、それらが与えるダメージが古竜から力を揮ふるう余よ裕ゆうを奪うばい去っていく。

　全身を衝撃でもみくちゃにされ、炎の熱で満まん遍べんなく炙あぶられた古竜はその視界が炎に埋うめ尽くされていく中で、自分に対する死し刑けい宣告を聞いた。

「ラストかな。〈炎槍〉起動千二十四」

　意識を失いたくとも、失いかけた端はしから魔ま術じゆつの着弾が無理やり意識を引き戻もどす。

　防御を実行するだけの力は既すでに失われ、全身を襲おそう衝撃と熱によって自分が飛んでいるのか落ちているのかすら分からなくなる。

「自分が優位なはずの属性攻こう撃げきで、やられる気分って言うのはどんなもんだ？」

　爆音で支配されているはずの空間に、やはり何故だかその人族の言葉だけは妙みように通って聞こえてくる。

「圧あつ倒とう的てきな力に蹂じゆう躙りんされる経験っていうのは、嫌いやなものだろう？」

　全くだと古竜は思ったが、それは今の今まで己おのれが他者に対して行ってきたことでもあった。

　ならばこの結末は、自じ業ごう自じ得とくなのだろうかと自分に問いかける古竜。

「そいつを噛かみ締しめてもらう為ために、わざわざ段階を踏ふんで攻撃を増やしたんだからな。たっぷりと味わってから逝いくといい」

　意地が悪い、性格が悪い、腹の中が真っ黒じゃないかと言う呪のろいの言葉を吐きたい古竜であったが、既に体はいう事を聞かず、口を開いても擦かすれた音が漏れるだけだ。

「ま、これに懲こりたら来世は地道に謙けん虚きよに生きるんだな」

　来世等あるのだろうかと古竜は思うが、声はいやに確信をもった口調で来世と言う言葉を口にした。

　もしかすると何らかの根こん拠きよがあって口にしている単語なのかもしれないが、もうそれを確かめる術すべは古竜には無い。

「できればアガリを選んだり、他の世界に逃げないでくれると嬉うれしいんだが……ちょっとやりすぎたか」

　全身を弛し緩かんさせ、煙けむりを引きながら落ちていく紫色の巨体を見送りつつ蓮弥が呟つぶやく。

　しばらくして、古竜の巨体は蓮弥達たちの足あし下もとにある都市の防ぼう御ぎよ壁へきを掠めるようにして都市の外に落ちる。

　開ききった翼のおかげで多少は減速していた感じはあったのだが、それでもルビドラを超える巨体がかなりの高度から落ちてくれば、その衝撃は計り知れない。

　都市を包囲していた魔ま物ものの地上戦力の結構な範囲が下した敷じきになって潰つぶれたはずであった。

「あー……あれはあとで綺麗に洗って回収せねば……」

　命を失っていても竜の鱗と皮は丈じよう夫ぶさに定評がある。

　いくら魔物を下敷きにしていても、竜本体に傷が入ることはないだろうと蓮弥は楽観的に考える事にした。

〈ものすごく酷ひどい力ちから押おしを見せ付けられたわね〉

「まぁレンヤだし」

〈そうね、レンヤだし〉

　古竜が落とされるのを見せられてしまっては他の竜達は蓮弥と戦おう等と考えるわけもない。

　文字通り、尻尾を巻いて逃げ出した邪竜達。

　そして誰もいなくなった空をゆっくりと旋回しつつ、シオンとルビドラは今しがた見せ付けられた圧倒的な力による蹂躙劇に、敵とは言え落ちていった古竜の冥めい福ふくを祈いのらずにはいられないのであった。







「いやいやお二人さん、和なごんでいる所を申し訳ないんだがね？」

　ルビドラの背中をぽんぽんと叩たたきながら、背後を振り返かえってシオンと視線を合わせた蓮弥が言うと、別に和んでいるわけではないのだけれどとぶちぶち文句を言いつつルビドラが尋ねる。

〈何よ？〉

「まだ戦闘終わってないからね？　下は相変わらず劣れつ勢せいのままだからね？」

〈なんとかしなさいよ〉

　短く的確ではあるが投げやりなルビドラの言葉に蓮弥は苦笑した。

　確かになんとかできるのであれば、なんとかするべき状じよう況きようではあるのだろうが、どうやってなんとかするのかと言う途と中ちゆう経過がすっぽりと抜け落ちてしまっている。

　そこが一番重要なんだけどなと思いつつ、蓮弥は足下を見下ろした。

　空戦に関しては完全に制圧したものの、地上戦は未いまだ劣勢のままだ。

　都市を守るべき防ぼう壁へきは何なん箇か所しよかで既に決けつ壊かいしていて、戦闘場所が都市内部にまで食い込んでしまっており、都市のあちこちから火の手が上がっている。

　上空から見る限り、なんとか無事なのは軍事施し設せつが集中している都市の中央部くらいなもので、その他の区域はほぼ陥かん落らくしていると蓮弥は判断した。

　そしてその唯ゆい一いつ無事に見える中央部分も、陥落するのは時間の問題だろうとも思った。

「下は……酷いことになっているようだな」

　シオンが痛ましげに呟く。

　戦闘で落ちた都市の住民の末路は大たい概がい悲ひ惨さんなものと相場が決まっている。

　まして相手は慈じ悲ひなど欠片かけらも持ち合わせていない魔物だ。

　どんな末路が待っているにせよ、ロクな死に目を迎むかえられないことだけは確かであった。

「ルビドラ、エメドラはどの辺まで来ている？」

〈分からないわ、連れん絡らくはつくけど〉

「空は制圧したと伝えて急がせろ。到とう着ちやくしたらすぐにクルツを下に投入してやれ。他の勇者に関しては個々の判断に任せる」

　蓮弥が指示を出せるのは、自分が保護している人族の勇者のみである。

　エルフと獣じゆう人じん族に関しては、客人扱いでしかないので、要よう請せいはできても指示まではできない。

　必要とあればそんな話は無視する気でいる蓮弥ではあるが、建前上はそういうことになっている。

〈了りよう解かいよ、急がせればすぐ来るわね〉

　蓮弥に答えてから、エメドラとの連絡を取り始めるルビドラ。

　その間ルビドラは、高さに気をつけつつ龍りゆう人じん族の都市の上を旋回し続ける。

　蓮弥やシオンからしてみれば、やや高度を落として地上の様子を調べたい所ではあったのだが、弓矢や魔術の攻撃が届く高度まで下がってしまうと、途端に対空攻撃の雨に晒さらされかねない。

　さすがに、弓矢程度でルビドラが落ちる可能性は限りなく低かったが、背中に乗っている蓮弥達に流れ矢が来ないとは限らなかったし、魔族が参加している軍なので魔術による攻撃はルビドラでも落としてしまう可能性があった。

　結果、その手が届かない、もしくは届いたとしても距きよ離りによる減衰で十分防御可能だろうと思われる高度に留まることになるのだが、そんな高度からでは地上で何が起こっているのか見えるわけもない。

「これは意外と退たい屈くつだな」

「いやレンヤ、下は戦争中……」

「こちらから手は出せないし、あちらからも手は出てこない。することがなくて暇ひまだろう？」

「うん、間ま違ちがってはいない。間違ってはいない意見なんだけど……なんだろうこの釈しやく然ぜんとしない気持ち」

　とても複雑そうな顔でうんうん唸うなりだしたシオン。

　考えても答えなど出ないだろうにと思いながら蓮弥はふと頭上を見上げて、自分たちの上を飛ぶ影を見つけた。

「はーくしゃーくさーまー」

　とても遠いところから聞こえてきた、おそらくはクルツのものであろう声に蓮弥は眉まゆをひそめる。

　声と同時にその頭上を飛ぶ影から何かが、躊躇ためらう素そ振ぶりも無く宙へと身を躍おどらせたのだ。

「レンヤ、あれって」

「誰か飛び降りたな」

〈貴方の所の勇者らしいわよ〉

　ルビドラの冷静な声に、蓮弥とシオンは一度お互たがいに顔を見合わせた後、慌てて再度頭上を見上げた。

　結構な高度を飛んでいる蓮弥達の、さらに上を飛ぶエメドラからクルツが飛び降りたと言うのだ。

　まさか受け止めろとでも言うのだろうかと蓮弥は焦あせる。

　いかにクルツが小こ柄がらな子供の体をしていても、自由落下中にその体が持つ運動量は相当なものだ。

　蓮弥がかなり鍛きたえていると言っても、そんな運動量を持つ物体を受け止めようとすればほぼ確実に体が壊れる。

〈操作〉の魔術で空気を操あやつって、クッション代わりにすればなんとかいけるだろうかと考える蓮弥の視線の先で、クルツの背中に黒い翼が広がった。

　みるみるうちに落下速度が緩ゆるまっていくクルツを、ただ見守るだけの蓮弥とシオン。

「あれ、本当に便利な能力だなぁ……」

　翼の正体はクルツが大量に内包しているあの黒いもやだった。

　それを固めて作り出された一いつ対ついの翼は、さすがに自由自在に空を飛べるような能力は無いものの、滑かつ空くうして速度を緩める程度のことはできるらしい。

　優ゆう雅がに螺ら旋せんの軌き道どうを描きながら、降下していくクルツは蓮弥達の近くまで来ると笑え顔がおで手を振りながら大きく声を上げる。

「伯はく爵しやくさまー！　いってきまーす！」

「おう……気をつけてな」

「はーい！」

　元気な返事を残して降下していくクルツ。

　それを追いかけるようにしてエメドラが高度を落として蓮弥達とすれ違ちがった。

〈残りの勇者を下ろしてくる。そちらはどうする？〉

　すれ違いざまに送られた、エメドラからの念話に蓮弥は考える。

　いくら魔物の軍勢が巨きよ大だいであるとは言っても、投入戦力は勇者三人だ。

　そのいずれもが魔ま王おうと戦うために桁けた外はずれの戦力を有している存在である。

　実際にその最大の力がどの程度なのかは蓮弥も想像がつかなかったが、とりあえずただの剣けん士しである自分が三人いたと仮定して考えてみることにして、しばらくしてから蓮弥は呟く。

「オーバーキル気味なんじゃないか？」

　勇者達たちが聞いたら揃そろって首を振り、声を揃えてふざけんなと言うであろう感想を漏らす蓮弥。

　周囲が聞いてもふざけているのだろうかと訝いぶかしがるような話ではあるが、蓮弥は至って真しん剣けんだ。

「魔族が出てくれば状況も変わるかもしれないし、様子見だな」

　ゲームではないのだから、オーバーキル状態で戦うことは何の問題もない。

　むしろそのくらいの過か剰じよう戦力で即そく時じ殲せん滅めつした方が、味方の被害は少なく済むはずだった。

　しかしながら蓮弥は別段、魔物や魔族を殲滅したいわけでもない。

　彼かれらが自分達の領域で大人しくしてくれている分には、取り立てて狩る気もないのである。

　つまり蓮弥は勇者三人と言う膨ぼう大だいな戦力を前にして、自分達から逃にげてくれないかなと言う淡あわい期待を寄せているのだ。

　もちろん、慈悲の心から来る話などではない。

　単に逃げてくれた方が面めん倒どうが少なくて済むと言う実に打算的な考えから来る行動であった。

「逃げないだろうけどねぇ」

　そっとそう漏らしつつ、地面を見下ろす蓮弥達の視線の先で、真っ黒な華はなが開いた。

「はーくーしゃーくーさーまーかーらーのー」

　地面へ到着するや否いなや、魔ま物もの達たちに囲まれたクルツはまるで気負った様子も無く、ぐっと握りこぶしなど固めて満面の笑えみと共に大声を張り上げる。

「おしごとだーっ！」

　背中に背せ負おっていた黒い翼つばさが形を失い、もやとなると同時にクルツの全身から同じく黒いもやが勢い良く噴ふん出しゆつして行った。

　上空から見れば、突とつ如じよとして戦場のど真ん中に黒い華が開いたかのように見えるそれは、クルツの周囲を取り囲んでいた魔物達に触ふれると同時に、その牙きばをむいて襲い掛かる。

　たちまち湧わき上あがる悲鳴や怒ど号ごうの中、黒いもやを割って姿を現した巨大な銀色の鎧よろい。

　射掛けられた矢や、打ち込まれる魔術を事も無げに表面で弾きつつ、ゆっくりと歩を進め始める銀色の鎧の周囲で、もやが徐じよ々じよにその形を太く長い何匹もの蛇へびへと変えていく。

「使うたびに具現化っていうのか？　それが上手になってる気がするな」

　のんきに上空でそんな感想を口にする蓮弥。

「私が思うに。全然勇者っぽくない……」

　シオンがそんな感想を漏らすのも無理はない。

　弓矢は表面で弾かれ、魔術は当たっても意味を成さない。

　斬りかかってみても刃はは厚い装そう甲こうを貫かん通つうできず、動きが止まってしまえばすぐさま黒い蛇が無数に群がって哀あわれな犠ぎ牲せい者しやを食い散らかしていく様子は、これが勇者ですと紹しよう介かいされても信じてもらえるような光景ではなかった。

　逃とう走そうしようとする者とて無事ではすまない。

　その背後から襲い掛かった黒い蛇が胴どう体たいを一口で噛み千切り、泣き別れになった上半身と下半身は地面に落ちる前に別な蛇に飲み込まれて消える。

　腰こしを抜ぬかしたのか這はいずってでも逃げようとする者は四し肢しを噛み裂さかれ、芋いも虫むしのようになった所を頭から一飲みにされ、命いのち乞ごいをする者はそんなことはおかまいなしに正面から飲まれていく。

「あっちは派手でやがんなぁ。流石さすがは人族勇者ってやつかぁ？」

　両りよう腕うでに装着した獣人族の勇者専用装備である「牙王」を打ち鳴らしてレパードが笑う。

　その足元にはもはや原型がなんであったのか判別できないくらいに砕き潰された赤黒い物体が地面を覆おおいつくすように広がって、鉄サビの臭においを辺りに振りまいている。

　手てつ甲こう全体を赤く滑ぬめった液体で覆い、レパードはさも楽しそうに笑っているが、彼を取り巻く魔物達が彼を見る目は既に怯おびえた視線だ。

　突とつ然ぜん頭の上から降ふってきたと思いきや、反撃する暇すら与あたえずに手て当あたり次し第だいに魔物を撲ぼく殺さつし、既に事切れている死体まで丁てい寧ねいに叩き潰して広こう範はん囲いにひき肉の絨じゆう毯たんを作り上げた大おお柄がらな獣人族の勇者。

　獰どう猛もうに歯をむき出して笑うその姿に、周囲にいた魔物達の戦意はあっけなく砕かれていた。

「あ？　なんだお前ら？　戦争だろ？　俺おれ敵だぜ？　かかってこいよほら」

　レパードが両方の拳こぶしを打ち合わせつつ、挑ちよう発はつしてみても動こうとする魔物はいない。

　しばらく待っていたレパードは、かかってくるどころか及および腰ごしで逃げようとすらしている魔物達を見てつまらなそうに鼻息を吹ふいた。

「なんだつまんねぇ。戦える奴やつがいねぇのかよ。じゃあしかたねぇな、俺の憂うさ晴ばらしになれ」

　一ひと際きわ高く音を立てて拳を打ち合わせたレパードは、胸の前で何かを抱かかえるように手のひら同士を向かい合わせて空間を作る。

　二つの手のひらの間に作られた空間に、周囲の空気が勢い良く吸い込まれていく。

　吸い込まれた空気は甲かん高だかい音を立てて、回転し続ける透とう明めいな珠たまを形成した。

　それを目にした魔物達は悟さとる。

　あれは絶対にやばいものに違いないと。

　だが、悟ったときには既に、逃走するだけの時間は残されてはいなかった。

「大おお技わざいくぜ！　牙王の咆哮を喰くらいやがれ！」

　向かい合わせた手のひらを押し出すように突つき出した瞬しゆん間かん、収束が解放へ移る。

　すでに風とは呼べない空気のドリルが轟ごう音おんと共に魔物の群れの中を駆かけ抜けた。

　土ど砂しやも肉も纏めて砕いて攪かく拌はんし、それが駆け抜けた場所には何も残らない。

「ＭＡＰ兵器持ってたのか」

「え？　何？　何が起きた？　と言うかレンヤ、マップヘイキって何？」

　足の下で起こった虐ぎやく殺さつ劇に驚おどろかされるやら、蓮弥が口にした聞きなれない単語にうろたえるやらでおろおろするばかりのシオンはとりあえず放置して、蓮弥はまた別の場所を見る。

　そちらは前の二箇か所しよに比べれば、非常に静かな状態であったが起こっている現象はその二箇所に負まけず劣おとらず凄せい惨さんなものだった。

　殺気だっている魔物の軍勢の隙すき間まをするりするりと抜けていく影がある。

　間違いなく魔物達の直すぐ傍かたわらを何かが抜けていっているというのに、その影は誰だれの目にもとまることがない。

　ただそれだけのことなのに、突とつ然ぜん魔ま物ものの一体が喉のどを押さえて倒れる。

　押さえた手の指の間からは、どう見ても命を失うであろう量の血が噴出し、すでにその魔物が致ち命めい傷しようを負っていると言うことを周囲に伝えた。

　攻撃された気配もないのに一体何がとざわめきたてば、別の一体が今度は太ももの内側を押さえる。

　太い血管が走っているであろうその場所は、ざっくり深々と抉えぐられており、押さえ様ようのない出血が地面へぼたぼたと流れ落ちていた。

「容易たやすい」

　別の魔物が白目をむいて倒れる。

　その背中に付けられた傷は、背中側から心臓を一ひと突つきにしており、おそらくその魔物は何が起こったのかを理解する時間もなく絶命したのだろう。

　そんな光景が軍のあちこちで見られるようになれば、いかに魔物とて恐きよう慌こうに陥おちいる。

　なにせそれだけの死者を生産しているというのに、それらの被ひ害がいを引き起こしている張本人の姿が無いのだから。

　死角から死角へと素す早ばやくその体を滑すべり込ませ、音一つ立てない身のこなし。

　誰の目にも捉とらえられない移動を繰くり返しつつ、グリューンは呟く。

「動作が鈍にぶくてつまらない。案山子かかしを切るのと大差ない」

　その呟きは、たまたま近くにいた何匹かの魔物の耳に届きはしたが、あわてて周囲を見回した所で既に誰もいない。

　代わりにその魔物達は、抉られて血を噴ふき出だす自分の両の手首を見させられる羽目になる。

　総数何万になるか、上空から蓮弥が見ても分からないくらいの規模の魔物の軍勢。

　それがたった三人の勇者の手によって少しずつ壊かい滅めつに追い込まれて行くのであった。







第三章　竜の息吹らしい







「これは意外と楽に収束しそうだね」

　旋せん回かいするルビドラから戦場を見下ろすシオンが、蓮れん弥やにそんな声をかけるが、蓮弥からの返答はない。

　不思議に思ったシオンだが、しがみついている蓮弥の背中の強こわ張ばりから、蓮弥がまだある程度の緊きん張ちようを保ったまま状況を見ていることに気がつく。

「レンヤ？」

「敵軍が脆もろすぎる。それに、わざわざ派手に勇者を三人投入してやったと言うのに本命が出てこない」

「レンヤ……まさか」

　慄おののくようなシオンの声に、蓮弥は半眼状態で背後を振り返る。

　振り返った先にいるシオンは、ぎゅっと蓮弥の肩かたを握り締めながら何か信じられないものを見るような表情で蓮弥を見つめている。

「勇者をエサにして、本命を釣つる作戦に聞こえたのかもしかして」

「ついでに勇者もろとも本命を攻撃する気なんじゃないかと」

　真ま面じ目めな顔で返されて、蓮弥の額がひくりと動く。

　それを見たシオンは、何故かぺったりと蓮弥の背中に張り付いた。

　その行こう為いが、蓮弥からの軽い折せつ檻かんを避さけるための行為だと悟った蓮弥であるが、引ひき剥はがした所で真後ろにいるシオンを攻撃する方法が無い。

「お前は俺をどういう目で見てるんだ」

「簡易で確実な方法じゃないか？」

「仲間をエサにするほど、悪あく趣しゆ味みじゃない」

　少し傷ついたような蓮弥の返答にほっとしたような表情を浮かべるシオン。

　シオンとしても、しないだろうなとわかってはいても一いち抹まつの不安が残ってしまうと言うのは、悪い事だとは分かっていてもどうしようもない。

　日ひ頃ごろが日頃なだけに、可能性を消し切れないのだ。

　蓮弥としてもその辺りの事情は、なんとなくにでも分かってはいるのだがやはり実際にそういう扱いをされれば傷つく部分が無いわけでもない。

「最初から勇者を投入したのは、戦せん況きようが龍人族側に悪すぎるからだ。即そく時じにひっくり返すには、オーバーキル気味でも過剰戦力を投入する必要があると判断したんだ」

「そのついでに、ひっくり返りそうな戦況から本命が姿を現せばいいな、と思っていたのだな。すまない、ちょっと意地悪をした」

　どこか言い訳めいて聞こえるような蓮弥の口調に、シオンは苦笑いする。

　ちょっとからかうつもりで持ちかけた話であったのだが、思いのほか蓮弥の中の柔やわらかい部分を深々と抉ってしまったらしいと反省もする。

「別にいい。どうせ俺だからそう言う感想を持たれるんだろうしな」

「いや、えっと……もしかして蓮弥、少し拗すねてるのか!?　機き嫌げん直してくれないかな!?　ちょっとからかっただけなんだ、本当に！」

　肩を落として前を向き、ぽそっと漏もらした蓮弥の言葉にシオンが目に見えて慌てだした。

　肩を掴つかんで背後から揺さぶってくるシオンを背中で黙もく殺さつして、蓮弥は口調とは裏腹な真剣な眼差しで地上を見つめる。

　本当の所を言うならば、蓮弥とて人間であり傷つくくらいの心の持ち合わせはあった。

　まして仲間を釣つり餌えさにしたのではないかと疑われることは多少は身から出た錆さびと言えないこともなかったが、やはり辛つらい話である。

　それでも、それだけのことで折れるような柔な精神を精神年ねん齢れいだけを言えば九十を超えている蓮弥がしているわけもなく、少し拗ねて落ち込んで見せたのはシオンに対するアピールのようなものだった。

　それも、傷つきますので慰なぐさめてくださいと言うわけではなく、そんな風に疑われるのは辛いので、やめてもらえないかなと言う類たぐいのアピールだったのだが。

〈仲が良いのはいいけれど、私の背中で騒がしくしないでくれるかしら？〉

　慌てるシオンと落ち込んだフリをする蓮弥とでは、放っておくといつまでも話が進まないとでも思ったのか、呆あきれた感じでルビドラが二人に思念を送る。

　慌てた状態から一転して、恥はじ入いるように大人しくなるシオン。

　元々落ち込んでもいない蓮弥は、ルビドラの体をぽんぽんと叩きながら尋たずねる。

「何か感じることとかはないか？」

〈ないわね。どこかに魔ま族ぞくがいるはずなのだけど、上手に隠かくれてるものだわ〉

　魔族がいくら強力だと言った所で、対魔ま王おう戦の最終決戦戦力である所の勇者三人を相手にできるほどのものであるわけがない。

　唐とう突とつに現れた勇者に対して、魔族は身を潜ひそめると言う方法を選せん択たくし、おそらくは今現在勇者達の戦い方と戦力を分析し、可能ならば撃退、そうでないのであれば撤てつ退たいを選択するべく息を殺しているのだろうとルビドラは推測する。

「逃げられるか……それも仕方なしかな？」

　元々、龍人族の状況を確かく認にんすると言うのが今回の目的であり、魔族の討とう伐ばつは蓮弥に言わせればもののついででしかない。

　魔物の軍勢にある程度の被害を与えて撤退させられれば、目的は達成していると言えなくも無いので無理に魔族を見つけることも無いかと考えたのだが、そんな蓮弥の考えをルビドラが否定する。

〈勇者にどれだけ魔物を倒させても、あんまり意味は無いわよ〉

「なんで？」

〈補充が容易だから。ゴブリンからオーガクラスの魔物であれば、数だけ揃えるのは簡単なのよ〉

　勇者達が戦場で屠ほふっている魔物達は、生せい殖しよく意欲が旺おう盛せいで繁はん殖しよく能力が高く、しかも成長速度が速い。

　百や千単位で数を減らしたとしても、わずかな期間で失った分以上の数を揃えることができるのだとルビドラは言う。

〈あいつらほんとに雲うん霞かの如ごとく湧いてくるのよ……〉

「ここで数を減らしても痛手にならないってことか」

〈支配領域を押し返そうとするなら、魔族の討伐は必須ね〉

　ルビドラに言い切られてしまった蓮弥は少し考えた後。

「ルビドラ、勇者達に戦線を下げるように伝えられるか？」

〈問題ないわ〉

　蓮弥の求めに応じてルビドラは地上で戦っている勇者達に念話を送る。

　三人の勇者は一瞬頭上を見上げた後、すぐに指示されるがままに都市の防壁近くまで下がる。

　勇者が下がった分、魔物達が再び都市近くまで侵しん攻こうしてくるのを見ながら、蓮弥はルビドラへ指示を飛ばした。

「ルビドラ、息吹の用意！」

〈いいけど……私の息吹はそんな広範囲には被害を出せないんだけど？〉

　言いながらも口こう腔こうに魔ま力りよくを溜ため始めたルビドラへ、蓮弥は繋つながったままになっている魔力供給用のパスから自分の魔力をルビドラへと流し込み始める。

〈え？、あ、うん。そりゃ貴方あなたのあんな魔力を上乗せすれば息吹の威い力りよくも上がるけど……って、あのレンヤ？〉

　尋ねるルビドラに答えることなく蓮弥は魔力の注入を続ける。

　千を超こえる炎えん槍そうの魔術を古竜に叩き付けた時ですら、大した負担ではないように平然としていた蓮弥であったのだが、その額はうっすらと汗をかき始め、ルビドラの背中に押し当てている手のひらもじっとりと濡れ始めていた。

　その背中にしがみついているシオンは、蓮弥の様子から絶対に良くないことが起きると思ったのか、蓮弥の腰に手を回して力いっぱいしがみつき、何かを察したエメドラは、慌あわてて高度を上げてその場を離はなれていく。

　地上から空を見上げていた勇者三人は、何事か言葉を交かわすと、すぐに背後にある都市の防壁を飛び超えて都市内部へと避ひ難なんしていった。

〈ちょっと、ねぇ！　何が起きるのこれ!?　何するつもりなの!?　説明しなさいよってばねぇ!?〉

　悲鳴を上げるルビドラではあるが、蓮弥は黙して取り合わない。

　噴出し始めた汗が顎あごのラインを伝うのを感じつつ、魔力の注入を続ける。

　ルビドラも、本当ならば異変を感じた時点で口の中の魔力を吐はき出だしてしまえばよかったのだろうが、通常自分が用いる魔力の量から比べると桁けたが違う量の魔力に混乱してしまい、気が付いた時には既に口の中の魔力が暴走しないようにするための制せい御ぎよと圧縮作業で息吹として吐き出す所まで手が回らない状態に陥ってしまっていた。

〈無理無理！　無理だってばレンヤ！　こんなの私知らない！　こんなすごいの私知らないよっ！〉

「やかましい。吹っ飛びたくないなら制御に集中しろ」

〈無理！　こんな大きいの無理！　入らないーっ！　怖こわい怖い！〉

「今いま更さら閉じようとしたって無む駄だだから諦あきらめて開け。もう半分くらい入ってるんだし。もう半分で全部はいるんだからおとなしく受け入れろ」

〈嫌だー！　無理無理っ！　壊こわれる、壊れるーっ！〉

「なんだか……会話だけ聞いていると酷く卑ひ猥わいな行為をしているように聞こえるのが不思議」

　力なく笑いながら、蓮弥とルビドラのやり取りを見守るシオン。

　街の中でこんなやりとりが交わされている場面に出くわしたのであれば、即時に衛兵に通報されているレベルだろう。

　実際は入らないとか大きすぎると言われているのは蓮弥の魔力のことであり、閉じるなとか開けと言うのは魔力供給用の経路の話だ。

　きちんと主語が入ればなんてこともない会話なのだが、それを抜いただけで犯罪のような会話になるのが言葉の不思議な所である。

〈もう無理！　もう無理だからーっ！　これ以上入らないから！　許してーっ！〉

「ほら漏れるからいきむな。体から力抜いて受け入れろっての」

〈死ぬっ！　死んじゃうーっ！〉

　騒さわぎ立てるルビドラの口腔内の魔力の塊かたまりは、直視すれば目を焼き、目を瞑つぶってすら網もう膜まくに像を映し出すほどの輝きを放ち始めている。

　その白い輝きが、徐々にではあるが赤く燃えるような輝きを帯びてき始めた時点で、魔術にはそれほど造ぞう詣けいの無いシオンもなんとなく嫌な予感がし始めた。

「えっとレンヤ？　それどのくらいの威力になるのかな？」

「さてな。撃ってみないと分からないよ」

　蓮弥は自分を剣士であると認にん識しきしている。

　多少、と言うと語ご弊へいがあるだろうが魔術も使える剣士だ。

　ただ、基本的に自分は剣士と言う認識があるせいで、魔術に関しては実技はともかくとして知識としては全く習得していない。

　単に、無む詠えい唱しようで魔術が使える技能があるだけなのである。

　その制御に関しても勘でなんとなく行っているだけであり、このくらいの魔力をこの術式で打ち出せばこんなことが起こるだろうと言う予測は全く立たない状態なのが蓮弥だ。

　シオンも剣士であることには変わりないのだが、公女という立場的に技術としての魔ま術じゆつに関してはからっきしなのだが、知識として触り程度には教わっている。

　その知識に照らし合わせてみれば、蓮弥が行っている行動は非常に危険なものと言えた。

　何せ、結果を予測しないままに魔術を行使しようとしているのだから。

「レンヤ！　それ中止できないのか!?　竜の強度で蓮弥の魔力なんか撃うち出したらとんでもない被害が出る気がするんだ」

「中止……どうやるんだそれ？」

　既に手て遅おくれであったらしい。

　シオンは思考をフル回転させて、どうにかこうにか被害を抑おさえる手段を考える。

「残りの魔力は？」

「注ぎ込んだのと同じくらいは残ってるかな」

「レンヤの魔力を五割も注いだのか……残りの魔力は都市の防護に回すんだ。何らかの防ぼう護ご壁へきの魔術くらいは使えるだろ？」

「こんな感じか？」

　蓮弥の視線が龍人族の都市に向けられる。

　その破られた防壁を取り囲むように、ゆっくりと風の壁が形成されていき、やがて都市ひとつを包み込む巨大な竜巻へと変化していく。

　轟ごう々ごうと巻き上がる風のちょうど中心部にある都市には何の被害も出ていないが、その外に群がっていた魔物達はあっという間に風に巻かれて舞い上げられていった。

「私達は？」

「撃ったら着ちやく弾だんするまでに全力で逃げるしかあるまいな」

〈何でもいいからこれ早く撃たせてーっ！〉

　悲鳴を上げるルビドラに、シオンは急いで告げる。

「ルビちゃん、撃ったら全力で逃げるんだ。具体的には背後の都市の竜巻の一部を掠かすめるように飛べば、巻いた風の勢いで初速が稼げるはずだ。巻いている方向にだけ注意して欲ほしい。さっきみたいな閃せん光こうの息吹はだめだ。私達が逃げる時間が無い。えっと……塊のままそっと、ペッてしなさい」

〈ペッ！〉

　前置きなしにいきなりルビドラが口腔内の魔力の塊を吐き出した。

　竜の魔力と混ざり合い、常識はずれなほどに注ぎ込まれた蓮弥の魔力は竜の属性を受けた上にその力で制御、圧縮された息吹だ。

　その真しん紅くに染まった塊を、目にした瞬間にシオンが青ざめる。

　周囲の風景をまるで陽かげ炎ろうのようにゆがませつつ飛んでいくそれに、シオンは間違いなく死の恐きよう怖ふを覚えたのだ。

「ルビちゃん、逃げて！」

〈全速全開ーっ!!〉

　着弾を見届けずに、踵きびすを返したルビドラはシオンに言われた通りに都市を守る風の結界すれすれを掠めるようにして飛び、その風の勢いを翼に乗せて急加速する。

「これってスイングバイ航法とか言うんだっけ？」

「知らないけど、レンヤは少し自重しろーっ！」

　ぐんぐん都市から遠ざかっていくルビドラの背中でシオンがヤケクソ気味に叫び声をあげた瞬間。

　世界をただただ真っ白な光と、無音としか感じ取れない音が支配した。







　遠く離れた地点で、青い体の竜りゆう達たちが必死に息吹や魔術を大地に向けて放っている光景が見える。

　大地に着弾した青い息吹や、水系統の魔術は当たった途と端たんに水蒸気に変わり、勢い良く天に向かって吹き上がって行く。
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　それでも一向に大地の熱は冷めない。

　大地が放つ熱で、空を飛んでいる青い竜達もどことなくふらふらと元気がないように見えた。

　燃えるものなど何一つ残っていないと言うのに、大地は熱を持ったまま冷めようとしないのだ。

　蓮弥は傍かたわらを見る。

　そこに小山のような巨きよ体たいを横たえているのは、蓮弥が叩たたき落おとした邪じや竜りゆうのうち、もっとも巨大で強力であった古竜だ。

　落ちた場所が龍人族の都市の防壁ぎりぎり外だったので、自分が張った風の結界に飛ばされてどこかへ行ってしまったのではないかと心配していたのだが、余よ裕ゆうを持たせてやや大きめに結界を張ったおかげで、どこにも飛ばされること無くその巨体は残されていた。

　その巨体に〈操作〉の魔術をかけて、蓮弥は都市から少し離れた場所へ移動させる。

　そちらも辺りは何も無く、地面は黒くほんのりと暖かい土があるだけであった。

　その土の上で、蓮弥はインベントリからナイフを取り出すとゆっくりと自分の魔力をナイフに染しみ渡わたらせるようにして強化していく。

〈まぁなんと言うか……非常事態故の緊きん急きゆう措そ置ちと言い張るしかないんだが、レンヤ。同じことが起きないように君には私が持つ魔術知識の一部を譲ゆずり渡そう〉

　文字通り、なにもかもが終わった後で、かなり遠くまで避難していたエメドラが戻もどってくるなり蓮弥を捉つかえまえてそう言った。

　蓮弥は無言で、ルビドラの背中の上から周囲の状じよう況きようを見回す。

　大地は、もう燃やすものなど何も残っていないはずなのに赤々と燃え上がっている。

　その赤い光に照らされて、見み渡わたす限り何も無くなってしまった大地の上にぽつんと一つだけ龍人族の都市が、防ぼう壁へきを半壊させた状態でなんとかその姿を残していた。

　空は、爆ばく発はつと炎えん上じようによって巻き上げられた煤すすで覆い尽つくされ、太陽の光が地面まで届いていない。

〈これ……私が？　一体何が……えぇえええええ？〉

　空中でホバリングしつつ、ルビドラは開いた口が塞ふさがらない。

　都市を攻こう撃げきしていた魔ま物ものの軍勢は跡形も無く消えうせていた。

　後に残ったのは溶けて赤熱化した大地のみ。

　それ以外は本当に何も残っていない。

　焼け野原と言う形容すら生ぬるい有様であった。

〈龍りゆう人じん族の意見は真っ二つに分かれている。感謝するべきと抗こう議ぎするべきの二択たくだ〉

　思念にたっぷりと溜ため息いきを混ぜて、エメドラが言う。

〈君らが来なければ、命までも奪われていたのだろうから、抗議するのはどうかと私も思うんだが。これでは命以外は全すべて無くなったと言ってもいい惨状だ。現在竜族が必死に消火活動にあたっているが鎮ちん火かの目め処どは立っていない。……もうちょっと穏おだやかな解決方法は無かったのだろうか？〉

「最善手だったと断言する」

　きっぱりはっきりと断言した蓮弥であるが、わずかにその視線が泳いでいるのをシオンとエメドラは見逃さなかった。

　炎の適性と言う点においては世界最高峰であろうルビドラが蓮弥から供給された膨大な魔力を使って放った炎の息吹は完かん膚ぷなきまでに効果範はん囲い内にある全てを焼き尽くしてしまった。

　ルビドラの精神にもうちょっと強度があり、蓮弥が送り込む魔力の量がさらに多かったと仮定すると四大竜が放つ息吹のように地形が変わっていたかもしれないとは、一部始終を逃げながら見ていたエメドラの計算である。

　誤算ではない。

　そもそもが計算して行った行為ではないので、誤算であるわけがない。

　とりあえず最大火力で焼き払えば、軍勢もろとも魔族とかも焼けて無くなるんじゃないだろうかと言う非常にアバウトな考えの下もとに行われた攻撃は、確かに結果としてはその通りの結果を導き出した。

　こんな有様の中でしっかり命を繋いでいるような魔族が存在したのであれば、エメドラはその魔族を倒たおす手段が全く思いつかない。

　その代わりに、龍人族側が受けた被害も大きい。

　都市がなんとか形として残ったのは内部に勇者が、龍人族のアルベルトも混ぜて四人いたおかげだった。

　その四人が総がかりで防壁を芯しんにして都市全体に防ぼう御ぎよ結界を設け、加えて蓮弥が直前に張った風の結界と合わせた防御力がなんとか爆風に耐たえ切ったのだ。

　生きた心地ここちがしなかった、とはレパードの感想である。

　エメドラは何が起こるのか察知した時点で全力で逃走に移っていた為ために被害を蒙こうむらなかったのだが、遠くから見たルビドラの息吹の爆発は、この世の終わりにしか見えなかったそうだ。

　背中に乗っていた面々は開いた口が塞がらず、ただエミル一人だけが爆笑していたらしい。

　普ふ通つう、竜族がその知識を人族に与える等と言うことは行われることが無いのだが、エメドラはその光景を見て蓮弥をこのままにしておくのは、魔王を倒す倒さない以前の問題として非常に危険であると判断し、自分が持っている魔術に関する知識の一部を蓮弥の頭に転写することにしたのである。

「拒きよ否ひ権けんは？」

〈この惨状を見た上であると思うか？〉

「俺、剣士なんだけど？」

〈頼たのむから受け取ってくれ。何なら伏して懇こん願がんするから〉

　人間の脳みその容量には上限が存在するのだからそんな知識は必要ない、と思う蓮弥であったのだが泣きを入れられてしまえば無下に断ることもできず、エメドラに請こわれるままにその知識を受け取った。

　受け取って実じつ践せんに移してみれば、その知識は非常に役立つものであることを蓮弥は知る。

　魔術については勿論、魔力を使用した自己強化技術。

　さらには物品に魔力を通して強化する術までエメドラは蓮弥に譲り渡したのだ。

　単に自分の危険度が上がるだけではないかと蓮弥は思ったのだが、無自覚に力を行使されるよりはきちんと知った上で使われるほうが危険が少ないとエメドラは判断したらしい。

〈自己強化については、既すでに無意識になのか行っているように見えるのだが、適当にやっていると体を痛めるぞ。最悪、再起不能になる可能性もあるのだから技術として知っておいた方がいい〉

　そんなわけで竜族の魔術知識を獲かく得とくした蓮弥は、後始末等は他ほかの人に丸投げして、戦せん闘とう中に叩き落した邪竜の回収に来たわけである。

　戦闘で倒されてしまった竜族の遺体は、エメドラとルビドラによって回収されていった。

　戦場ではなく街の中に落ちていた為に、焼かれたり飛ばされたりすることなく残っていたそれを、エミルが欲しがったりしたのだが、そちらには絶対に手をつけないようにと蓮弥は厳命している。

　竜族には竜族の弔とむらいがあるらしく、その遺体に手をつけることは冒ぼう涜とくだろうと考えたからだ。

　代わりに邪竜の死体に関しては自分達の好きにさせろとエメドラに伝えてあり、こちらはすんなりと蓮弥の意見が通った。

　エメドラ達も同どう胞ほうの遺体はともかくとして、邪竜に関しては比ひ較かく的どうでもいいと考えているらしい。

　小さな邪竜はエミルが嬉き々きとして解体し、素材と肉に分けて回収作業を行っていたが、古竜だけは蓮弥が所有権を主張し、その手に委ゆだねられることになった。

　炎の魔術で滅多打ちにしたせいで、鱗うろこと皮に関しては素材としての価値はほとんど無くなってしまっている。

　あちこち焼け焦げてしまっているそれを蓮弥は魔力で強化したナイフで手て際ぎわよく切り裂く。

　その下にある肉も表面は焦げてしまっていたが、内部に関してはそこそこに綺き麗れいな肉が残っており、蓮弥はそれを適当に小さく切り取る。

　体の大きな動物の肉は赤い、と言うのが蓮弥の中の知識であったが、切り取った古竜の肉はそれほど赤味を帯びておらず、どちらかといえばピンク系統の色でしっとりと蓮弥の指に絡からみついた。

　インベントリから取り出した薪まきで焚たき火びを作り、金かな串ぐしを用意した蓮弥は切り取った肉をそれに刺さすと焚き火の傍らに突き刺して焼き始める。

　あまり火を通すと固くなるかもしれないと、軽く炙あぶって脂あぶらが溶け始めた辺りで火から外し、ぱらりと塩を振ふりかけて無造作にかぶりついた蓮弥は低い唸うなり声を上げた。

　血ち抜ぬきもしておらず、肉自体熟成もさせていないそれは食材としてはどうなんだろうと疑問に思うものだったのだが、口に入れた途端に香こうばしい脂が喉へと滑り落ち、肉自体はしっかりとした噛かみ応えを歯に与えつつ、噛み締めるたびに芳ほう醇じゆんな肉汁が溢あふれ出す。

　わずかに感じる血の匂においと味も、肉の味自体を邪じや魔ますることなく、逆に野や趣しゆ溢れる味と香かおりになって喉と鼻を刺し激げきし、その存在感は胃に落ちて尚満足感となって蓮弥の感覚を刺激する。

「美味うまい……」

　瞬く間に一串食べてしまった蓮弥は陶とう然ぜんと呟つぶやくと、すぐ我に返って古竜の解体作業に着手した。

　かなり適当に焼いただけでもこれだけ美味い食材ならば、きちんと調理すればもっと美味いに違ちがいない。

　さらに、肉がこれだけ美味いのであれば内臓はさらに美味いかもしれない。

　その上、骨からはきっと良い出汁だしが取れるだろうし、頭を開けば魔石と脳がある。

　魔石はお金になるし、脳も調理方法によってはきっと美味おいしく食べられることだろう。

　これは一片たりとて無駄にしてはいけない素材であると蓮弥は全能力を解体作業へ傾ける。

　この世界において、全ての災さい厄やくの一いつ端たんを担うとまで言われ忌き避ひされている邪竜と言う存在が、蓮弥の認識の中で極上の食材として認識されてしまった瞬間であった。

〈あの認識がこっちに向かない事を祈いのるばかりだわ〉

　とても疲つかれた思念を放つルビドラの傍らで、シオンが苦笑している。

　二人の視線の先では、巨きよ大だいな古竜の体が蓮弥の手によってとんでもない速度で解体されていた。

　邪竜と言う存在はルビドラにとってはどうでもいい存在であり、それが食材になろうが素材になろうが勝手にすれば、程度のものだったのだが同じ竜と言う存在である以上、実はお前らも美味しいんじゃないかと蓮弥が言い出すことだけが怖かった。

　その場合、全力で逃にげるしか選せん択たく肢しが無いのだが、どうにも逃げ切れる気がしないルビドラである。

「大だい丈じよう夫ぶだろう。あれで蓮弥は仲間と認識した存在には優やさしい人だし」

　ぐったりと体を横たえているルビドラの首筋を、シオンは安心させるかのように撫でる。

　その感かん触しよくが心地よかったのか、ルビドラが小さく喉を鳴らした。

〈仲間だと認識してくれてると良いのだけど〉

「多分、大丈夫」

〈不安になる返答ね、それ〉

　ルビドラが疲つかれ果てているのは、エメドラから説教を食くらったせいだった。

　原因の大半は蓮弥にあるとは言え、吐き出すときに分裂させて散らすとか、そもそもそうなる前に経路を切って魔力供給を止めるとか、手立ては色々あっただろうと怒おこられたのである。

　巻き込まれた形のルビドラからしてみれば、非常に理不尽に感じられる話ではあったのだが、確かに注がれた魔力の量に混乱さえしなければ、多少被害を抑えることができたかもしれないと言う自覚はあったので、おとなしく説教され続けていたのだが、やはり精神的には疲れてしまう。

〈それで貴方あなた達たちはこれからどうするの？〉

「そうだなぁ……」

　その辺りの話は勇者四人に加えて避難していた龍人族の長老やら立場のある者とクロワールやらローナやらカエデと言った各種族の者達が現在会議を行って話し合っている。

　シオンはそう言ったお話し合いは自分には難しいから、と言って逃げてきていた。

　その話を聞いたルビドラとしては、そんな理由で話し合いを逃げてくると言うのはどうなんだろうと思ってしまうのだが、さらに酷ひどいのが蓮弥の逃げてきた理由だ。

　興味が無いからそっちで適当に決めてくれ、と言うのが蓮弥が話し合いから逃げて来る時に言い残していった言葉である。

　このいい加減さと言うか言い草が龍人族の、特に年配の龍人族の怒いかりを買いまくったらしいのだが、蓮弥は全く気にした様子が無い。

　そもそも、蓮弥の立場と言うのは人族勇者のクルツの後見人、もしくは保護者と言うものであり、勇者がきちんと四人そろった現状においては、その場に居合わせなくてはならない理由が無い。

　それでも、クルツ一人だけを残していくと何をしゃべりだすか分かったものではないので、お目付け役としてローナを残してきている。

　とんだ貧乏くじですとローナには溜息をつかれてしまっていたが。

「当たってるかどうか分からないけど、選択肢は二択だな」

〈言ってみなさいよ。判定してあげるから〉

「一つは、龍人族の領域の奪だつ還かんを目指す。もう一つは龍人族のことはとりあえず脇わきに置いておくとして、勇者四人で魔ま王おうを倒す」

〈元げん凶きようを潰せば、諸問題は解決するだろうってことね。それで貴方あなたはどちらの選択肢が通ると思ってるのよ？〉

「龍人族の領域奪還かなと」

〈理由は？〉

　尋ねられてシオンはしばらく黙り込む。

　どうやらなんと言うべきなのか一度頭の中で整理しているらしいと、ルビドラは首筋をなでられるがままにシオンが口を開くのを待った。

「確かに魔王を倒せれば、魔族も自分の領域に引っ込むのだろうが。そもそも、魔族の支配領域の中心部にあると言われてる魔王城まで勇者四人を届ける方法が無い。今までだと、四つの大陸から魔族の領域に総攻撃をかけて、可能な限り奥おく地ちに踏ふみ込むと言うのが常じよう套とう手段だったが……今回は難しいと思うんだ」

　ルビドラは黙ってシオンの意見を頭の中で考える。

　確かに、今まではシオンの言う通りの方法で魔王城まで近づき、そこからは勇者の力でもって無理矢理突とつ破ぱして魔王と戦うと言う方法が取られていた。

　しかし、現状を考えてみるとまず龍人族はあっさりと支配領域のかなりの部分を魔族に奪われており、とてもではないが逆侵攻を行える力があるとは思えない。

　人族の領域は、トライデン公国と言う戦力は健在ではあるのだが、クルツの一つ前の勇者の愚ぐ行こうにより、最大勢力であった聖王国がほぼ壊滅してしまっていると言う難点を抱かかえる。

　人的損害はそうでもなかったのだが、物的損害や損害金額の方が大きすぎたのだ。

　それに加えて、やはりクルツの前の勇者の件で周辺諸国との関係が良くないものになっており、とてもではないがみんなそろって協力し、魔族の国へ攻め込もう等と言う雰ふん囲い気きでは無くなっている。

　トライデン公国単体では防御は可能でも攻撃に転じるには力が不足していた。

　エルフ達についてはルビドラはよく知らない。

　噂うわさ話ばなし程度の情報であれば、先に攻め込まれたと言う事実に皇帝周辺の貴族達が萎い縮しゆくしてしまい、今は防御を優先とするべきだと声こわ高だかに主張している、とくらいは聞いていた。

　それが本当であるとすると、皇帝も貴族の意見を無視してまでは攻勢に押おし切れないでいるのだろうとルビドラは思っている。

　獣じゆう人じん族についてはルビドラから言わせると論外だった。

　大体、獣人族に任せた場合は成功した例ためしが無いからだ。

　どうしても好戦的すぎて、目先の戦いに意識を奪われて局地的には勝てても大局的には負ける戦いが多いと言うのがルビドラの獣人族に対する印象である。

　さらに現在獣人族には四人の王がおり、これらがそれぞれ反発しあっていると言う噂であり、その辺りが解決しない限りは組織だって魔族の国へ、とはならないようだった。

〈考えてみると、ロクなことになってないわよね〉

「まともに戦争ができる勢力が無いからね」

〈ぐずぐずしてるとすぐに失った分の魔物なんて補充されて、また攻め込まれるわよ〉

「その辺を考えるのはえらい人たちに任せるよ」

　ローナがその場に居合わせたのであれば、貴方も一応トライデン公国と言う人族の大勢力の一つである国の、さらに第一公女として偉えらい立場にあるのですがと突っ込まれそうな台詞せりふをあっさりと口にして、シオンはもうほとんど形を無くしてしまった古竜の残骸の前で手際よく切り分けたパーツを用よう途とによって整理し始めている蓮弥を眺める。

「レンヤが本気で出張ってくれれば、いろいろ問題が片付くのも早いとは思うんだけどね」

　そんな気は蓮弥にはさらさら無いだろうことは分かりきっていても、どうしても口に出さずにはいられなかったのか、ぽつりと小さな声でそう言ったシオンの呟きに、同意するかのようにルビドラは首筋を撫でられていた時とは異なったうなり声を上げるのであった。







第四章　竜人族賢人会らしい







　古竜の解体が終わり、使えそうな素材を根こそぎ集めて使えない部分は穴を掘って埋うめると言う作業を終えた蓮れん弥やは、シオンを連れて龍人族の都市へと戻った。

　ルビドラの巨体では都市の内部へ行くことは無理があったので、ルビドラは一人防壁の外で待機状態である。

　都市には一応、数少ないとは言え皆かい無むではない旅人の為の宿屋と言う施し設せつがあることにはあったのだが、あまり利用されないせいなのか質がそれほど良くなかった。

　それでも宿屋と呼べる施設が一つしかないのであれば、そこに宿を取る以外方法が無く、渋しぶ々しぶと言った感じで蓮弥はその宿屋をほぼ貸しきり状態にしている。

　龍人族の都市と言うものは、人族やら獣人族と同じように石造りの建物が多い都市であったのだが、何故なぜだか微び妙みように勘かん違ちがいしたような和風テイストがあちらこちらに見受けられる都市で、蓮弥としてはなんだか落ち着かない。

　蓮弥の懐ふところに龍人族の通貨は無い。

　種族間交流がほとんど行われていない上に龍人族自体が人族や獣人族との交流をそれほど好んでいないと言うこともあって、人族の大陸では龍人族が使う通貨がほとんど流通していないせいなのだが魔石の価値はほとんど変わらないようであり、蓮弥は通貨の代わりに魔石を宿の主人に渡して支払いに代えている。

　できれば売れるものは売って龍人族の通貨を手に入れたい蓮弥ではあったのだが、状況が悪すぎた。

　戦時下と言うことも相まって人族相手に商売をしようとする龍人族はいなかったのである。

「アルベルトの身み柄がらさえ引き取れれば、さっさとクリンゲに帰りたいとこなんだけどな」

　無愛想な宿屋の主人から部屋の鍵かぎを受け取った蓮弥は、自室にしている部屋に戻るなり溜息混じりにそう吐き出した。

　なんとなくと言った感じでついてきたシオンは苦く笑しようを浮うかべる。

　無論、シオンにもきちんと一部屋割り当てられているのだが、蓮弥の一行のほとんど全員が出で払はらっている現状では一人で部屋に帰っても仕方がないと思ったらしい。

　勇者であるアルベルトの身柄は、基本的には人族の勇者であるクルツの指揮下に入るのが筋だった。

　既にレパードとグリューンがクルツと行動を共にしている現状からしても、アルベルトを龍人族の戦いに参加させなくてはならない理由は無い。

　だが蓮弥は龍人族がアルベルトの身柄の引渡しを渋るだろうと予想していた。

　理由は二つある。

　一つは人族自体に現在、魔ま族ぞく領域への侵攻を行う力が無いこと。

　これは戦力があっても状況的に攻撃に移れない獣人族とエルフ族にも同じことが言え、その状況のもとでは勇者達を一箇か所しよにまとめておかなくてはならない理由が無いと龍人族は主張できる。

　二つ目は龍人族自体が現在、侵攻を受けていると言うこと。

　戦力として優すぐれている勇者を手放すことは、ただでさえ苦しい戦せん況きようのさらなる悪化を招く。

「勇者の無事は確認できたのだし、一度帰ると言う手もあるけど……」

「そうだなぁ。邪竜とやらも結構落としたし、エメドラやらルビドラが龍人族に協力すれば侵攻された分を押し返すくらいはなんとかなるだろうしな」

　この状況で自分達はそういった事には基本的に関かかわらない等と言う気でいるのであれば、最悪四大竜とやらに直じか談だん判ぱんしに行くことまで考えている蓮弥である。

　エメドラ辺りに止められそうな話ではあったが、現状を打破するための最善手がそれなのであれば蓮弥に躊躇ためらう理由は存在しない。

「大体、四面で戦いくさしてる魔族側が圧あつ倒とう的てきに不利なはずなのに、なんで押し負けるんだよ」

「魔物を指揮できる魔族の力が兵力差を逆転させるからだな。魔王出現前後の限定的な話なんだが」

　魔物は普通、襲おそう相手を選ばない。

　魔族であろうが襲われることはたびたびあり、これが瘴しよう気きの森が種族間の防壁として扱あつかわれる理由となっているのだが、魔王出現の前後だけは話が変わってくる。

　魔物が魔族の指示に従うようになってしまうのだ。

　これにより、魔族は膨ぼう大だいな兵力を手に入れ、四つの種族との全面戦争になったとしても数の上で負けることがない。

　その理由は不明とされているが、背景を知っている蓮弥はすぐにその理由を理解した。

　常時五つの種族で種族間抗争をされると各勢力の中で疲ひ弊へいする部分が出てきてしまう。

　だから通常時は瘴気の森が各勢力を分断する機能を果たし、管理者達のゲームが開始された時点で今度は最も敵数の多い魔族の為の兵力供給源に変わる。

　あくまでも、魔王出現時のみ各勢力が全力で戦えるように調整されているのだろう。

「嫌いやなシステムを考えたものだ」

　この世界の住民のことなど一つも考えていない設定に、軽く殺意を覚える蓮弥。

　その想いが顔に出てしまっていたのか、シオンがびくりと身をすくませた。

「あぁ、悪い。ちょっと嫌なことを思い出したのでね」

「そうか……今、絶対ぶっ殺す的な事考えてたよな？」

「そんな物ぶつ騒そうな事は考えていない。ちょっと首と胴が泣き別れになるべきな奴やつのことを思い出しただけだ」

「次は誰だれだ!?　誰をヤる気なんだレンヤ!?」

　慌てふためくシオンに、そうは言っても相手は刀の届く範囲にいないしな、と肩かたをすくめる蓮弥であったが、部屋の外から近づいてくる足音に意識がそちらへと移る。

　そちらの足音の主もだいぶ慌てているようで、小走りに近づいてくる音に蓮弥は詰め寄ってこようとするシオンを制して扉とびらへ視線を向けた。

「レンヤはこちらでしょうか!?」

　ノックもせずに扉を開いたのは、僧服姿のローナであった。

「良かった、いましたねレンヤ。ちょっとシオンと乳繰り合うのは後にして、私とご同行願います」

「乳繰り合ってはいないんだが……」

「ローナ！　今はそれどころでは。ここできっちり問いただしておかないと誰かの命が！」

　迷めい惑わくそうな蓮弥の表情と、真しん剣けん味みを帯びたシオンの表情を交こう互ごに見比べてから、ローナは二人にきっぱりと告げる。

「どちらにせよ後回しにしてください。今は私と一いつ緒しよにちょっと来て欲しいんです」

　有無を言わせずローナは蓮弥の手首とシオンの手を掴むと、引きずり倒すように引っ張り出した。

　全く抵抗をしなかった蓮弥は引っ張られるがままに、最初に軽く抵抗してしまい、体勢を崩してしまったシオンは文字通り引きずられるがままに連れて行かれたのは、都市の中心部にある大きめの建物だった。

　そこまで行く道すがら、あちこちに崩れてしまった建物が目に付き、蓮弥は自分達が来るまでに相当手ひどくやられたのだな、と思ったのだがシオンとローナの二人は全く違う感想を抱だいている。

　そこに嫌な予感を覚えるシオンではあったのだが、ローナにその場で尋たずねることもできないまま、連れて行かれた建物の、どうやら会議室らしい広めの部屋で待っていたのは灰色のローブに身を包んだ白はく髪はつの老人と、その背後に控える若者から中年の男性までを満まん遍べんなく揃えた団体だった。

　部屋の中央にテーブルが一つだけ置かれ、上座側に老人が座っており、その背後に団体が立っていると言う構図。

　部屋の奥の方に陣取るその一団から少しはなれた出入口側には、勇者四人とクロワールやカエデがこちらも固まって一ひと塊かたまりになって立ち尽くしている。

　その表情は一様に曇くもっており、あまり良い雰囲気では無かったが、蓮弥はその中に一度前に見た龍人族の勇者であるアルベルトの姿を認めて軽く会え釈しやくする。

「お待ちしておりました、クヌギ伯はく爵しや殿くどの」

　対面の席を勧すすめながら老人に声をかけられ、蓮弥がその席に座ると背後にはシオンとローナが控えた。

「龍人族賢人会会頭。ヴェーリオ＝グレイブナーと申します。お見知りおきを」

　言葉だけは丁てい寧ねいに、老人がわずかに頭を下げる。

　だが蓮弥は敏びん感かんに、その言葉の中にわずかにだが不快感のようなものが混じっていることに気が付く。

　なんとなく背後に立ち並ぶ一団に目を向ければ、そちらから蓮弥へと注がれている視線もあまり好意的なものがない。

　良くない兆候であるが、蓮弥は表情を変えずに頭の中だけで考える。

　これは大人しく収めるべき事態なのか、そうでないのかについて。

　そして賢人会とは一体何なのだろうと言う疑問について。

「この度は我らの危急に際して、ご助力頂けたこと感謝の念に堪たえません」

「こちらにも都合があった。別に気にしなくていい」

　慇いん懃ぎんなヴェーリオに対して鷹おう揚ように答える蓮弥。

　蓮弥を見る老人の背後の一団の視線が、一段と険しいものになる。

　態度が気に食わないのかなと、ちらっと思う蓮弥であるが改めるつもりもない。

「それはありがたいお話です。ですが……」

　ヴェーリオがわずかに目を細めた。

「ちと、周辺への被ひ害がいが大きすぎるとは思われませぬか？」

「皆みな殺ごろしになるよりはマシだろう」

　蓮弥の返答には迷いが無い。

　心の底からそう思っていると言うことが相手にもしっかりと分かるように、声にも揺らぎがなくヴェーリオを見る目もそらすことがない。

　あまりにはっきりとした言い方に、老人の背後の一段はわずかにたじろいだが、老人は表情を変えずに低く笑う。

「これは確かに。実に苛か烈れつなご意見だ」

「事実だ。そんな事態を引き起こしたくなかったのであれば、自力でなんとかして見せるべきだったな」

「手厳しいご意見だ。しかし、我らとて龍人族を束ねる身として、いくらなんでもこれは酷いのではないかと言わずにおれる立場でもないのですよ」

　どうやら賢人会と言うのは、蓮弥の知識の中で言う所の政府とか国会とか、その辺に該がい当とうする組織らしいなと蓮弥はあたりをつける。

「会頭殿どの」

　堪たまりかねて、と言った様子で口を挟んできたのは龍人族の勇者であるアルベルトだ。

「やはりこれは見過ごせぬ。助力して頂いた伯はく爵しやく閣下にするような話ではない」

「黙れアルベルト。そもそも貴様がありながら、魔族の軍にここまで押し込まれさえしなければ今回の事態を引き起こすこともなかったのだぞ」

「それは私の力不足故だ。責めるならばこの身を責められるがよかろう」

「貴様を責めた所でなんの得もない。下がっておれ！」

　恫どう喝かつされ、唇を噛み締めるアルベルト。

　その様子を気の抜ぬけた表情で眺ながめていた蓮弥はなんとなく自分がここに連れてこられた理由を察する。

「これはあれか？　俺おれに謝罪と賠ばい償しようを要求したい、とか言い出すわけか？」

「人族の貴族殿が起こした事態により、発生した被害に対する補償をお願いしたい、と言う所ですな」

「ふむ？　ちと作戦タイム」

「は？」

　蓮弥は椅子に腰こし掛かけたまま背後に控えるシオンとローナに加えて、立ち尽くしている自分の仲間達を手招きする。

　招かれるままに蓮弥の周囲に全員が集まるのを待ってから蓮弥はその場で口を開いた。

「さて、どうしようか？」

「ここでやるのかよ」

　苦笑するレパードに、蓮弥は小首を傾げ、事態についていけないまま固まっているヴェーリオ達を見る。

「別に聞かれても困らないしな」

「彼かれらの言い分は、勇者が引き起こした被害なのであれば、勇者は魔族の軍と戦うことがその責務であり、それにより引き起こされる被害は甘かん受じゆせねばならないが、レンヤはただの人族の貴族であり、あの時点において力を揮ふるう必要も無く、揮った結果引き起こした被害に関しては補償する義務があるだろうと言うことです」
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「助けてもらった相手に対する礼儀の部分を考えなければ、それ程破は綻たんしてる言い分でもないな」

　説明するローナに、シオンが感想を述べる。

　もちろん、声を潜めるようなことはしていないので、龍人族側には丸聞こえだ。

「助けた、と言う部分に関してもあの様子では頼んでないとか言いかねないですね」

　侮ぶ蔑べつの視線を老人に向けつつ言い放つのはクロワールだ。

「でもレンヤ。エルフの国ではあの息い吹ぶきは止やめてくださいね。森が消しよう滅めつしてしまいます」

「あ、うん。そこは考こう慮りよする」

　老人から視線を外して蓮弥の顔を覗のぞき込んだクロワールの、鬼き気き迫せまる顔のアップに気け圧おされて蓮弥が頷うなずく。

　ここでしっかりと釘くぎを刺しておかないと、やりかねないとでも思っているらしいが、流石さすがに蓮弥も周囲が可燃物である木々で囲まれた場所で、あんな炎ほのおをぶちかまそうとは考えない。

　焼失と延焼でどれだけ燃え広がるかわかったものではないからだ。

「ま、仮にレンヤが忘れて同じ事をエルフの国でやったとしても、こうはならないですけどね」

「そこは私も同意する」

　ぼそりとグリューンが呟きつつ頷いた。

「獣人族もあんな恥を知らんことは言わないからな」

　ぐっと胸を張って言うレパードの隣となりで、アルベルトが小さくなっている。

「獣人族は、力こそ全て的な所がありますのであれくらい圧倒的な力を見せ付けられますと、それに対してどうこう後から言うのは恥だと思う種族ですので」

　ちらちらとカエデが龍人族の老人の方を見ながら口元を手で隠かくしつつ言う。

「伯爵さまー、あの人達邪じや魔まなの？」

　クルツが無邪気に問いかける。

「排除する？　食べる？　食べていい？」

「止めなさいクルツ。お腹が痛くなるから。絶対食あたりするぞ、あれ」

　近づいてきたクルツの頭を撫なでてやりながら蓮弥が言えば、クルツは少し残念そうな表情を浮かべ、事情の分からない賢人会の面々は顔を険しくした。

　馬ば鹿かにされているのだろうとでも思ったのだろうが、彼らは蓮弥が結構ぎりぎりの所でその命を救ってやっていることに気がつかない。

「クヌギ伯爵閣下……恥を忍んで申し上げる」

　レパードの隣で項うな垂だれていたアルベルトが、やっと持ち直したのか顔を上げる。

「事の次第はどうあれ、都市の建物に大きな被害が出ており、また周辺の土ど壌じようは焼かれ耕作の類たぐいもできなくなってしまったのは事実。こうなる前に事態を収め切れなかった己おのれの力不足を棚に上げて、このようなことを口にするのは恥であるとは承知の上で。何なに卒とぞ閣下の支援を賜たまわりたい」

「と、言う台詞をあそこでふんぞり返ってる爺じじいが俺に言えば事が済むんじゃないのか？」

　床に膝ひざをつき、さらに手と額を床につけて平伏しながら必死さを声こわ音ねに織り交ぜて懇こん願がんするアルベルトを一いち瞥べつしてから、蓮弥は自分達の方をにらみつけている老人達を指差す。

「レンヤ、それは無理だろう」

　シオンが言う。

「自分達で賢人会なんて名乗ってしまう奴らだぞ？　大して賢くも無いくせにだ。人に頭を下げてお願い事をするなんてまねができる連中じゃない」

「言われてみますと、結構恥ずかしい名前ですね、賢人会」

「恥ずかしい組織名は名乗れても、一時頭を下げて助力を請こえないなんて……結構龍りゆう人じん族も愚おろかなんですね」

「流石さすがに私どもも、ちょっと名乗るのをためらう名前ではあります」

　シオン、ローナ、クロワール、カエデの順番で言いたい放題言った後に、全員そろって爆笑すると、床に平伏していたアルベルトがなんともいえない表情で顔を上げ、ヴェーリオ達の周囲の空気は凍りつく。

「私どもを、愚ぐ弄ろうされるおつもりですかな？」

　声に感情を込めないようになのか、平へい坦たんな口調でヴェーリオが問いかけると、シオン達は互いに顔を見合わせてひそひそと言葉を交わし始める。

「驚おどろいた。馬鹿にされていることには気がついたぞ」

「なるほど、その程度には賢人……」

「悪口系統にのみ察しがいいとか、使えない能力ですね」

「皆みな様さまその程度にして差し上げては……あんな年ねん齢れいになるまできっとこの手の扱いはされたことのない蝶よ花よと育てられた方々のはずです。小枝のようにもろい精神がこの程度の陰かげ口ぐちで崩ほう壊かいされてしまうかもしれず、私としては失笑を禁じえな……あ、いえ。なんでもないです」

「貴様ら、言わせておけば……」

　シオン達の聞こえていることを前提とした陰口に耐たえかねたのか、ヴェーリオの背後に控えていたうちの何人かが前に出かけるが、すぐにその足が止まる。

　おびえたような視線の先では、レパードがにやにやと笑い、グリューンがそっと腰につるしている双そう刀とうの柄つかに手をかけ、クルツがやや据すわった目で睨み付けている。

　完全に威い圧あつに押されてすごすごと引っ込んでいく龍人族達を見ながら、蓮弥は腰掛けていた椅子の背もたれにもたれかかりながら、本当にどうしたものだろうかと思案するのであった。







　見捨てる、と言う選択肢が放つ誘さそいは実に抗あらがいがたいものではあった。

　非常に簡単な上に後あと腐くされが無い。

　賢人会の面々がそのことを理解しているかどうかは別として、蓮弥が手を引けばそんなに遠くない未来に、おそらく龍人族と言う種族はこの世界における勢力図から大きくその割合を減らすか、或あるいはその名前自体が完全に過去のものとして記されるようになる事はほぼ確実だからだ。

　ただ、非常に簡単な選択肢であるが故ゆえに、安易に選んでいい選せん択たくでもない。

　なにせ選べば確実に一つの種が滅びに瀕ひんすることになる。

　蓮弥とて好き好んで一つの種族の命運を握りたいわけではない。

　だとすると、目の前の老人たちの行動にはとりあえず目を瞑つぶる形で援助するのか、ということになるのだが、それもなんだか蓮弥からしてみれば違う気がして仕方がなかった。

　そこをなんとか納なつ得とくできる形に持っていこうとするならば、相変わらず自分たちを睨にらみつけてきている賢人会の鼻を明かしつつ、アルベルトの頼みは聞いてやる、と言う中々面めん倒どうな匙さじ加か減げんが必要な行動を取らざるをえない。

　蓮弥は傍かたわらを見る。

　そこでは未いまだにアルベルトが床に膝をついたまま、こちらを見上げている状態だった。

　この場合、勇者の力とやらは何の意味も成さない。

　ちょっとばかり敵を倒たおす力が強くても、現状困っているであろう龍人族の民たみを助ける力とはなりえないからだ。

　勇者と言うものは、敵の存在があって初めてそこそこ意味を持つ存在であり、敵が存在しない問題に関しては、驚くほど無力である。

　そこまで考えて、蓮弥は一つの案を思いつく。

　それは上手くはいかないかもしれない案ではあったが、この場合必要なのは心情的に蓮弥が納得できるかどうかと言う一点のみであり、結果については失敗したらそれはそれで仕方ないとすればいいだけの話だ。

「いつまでもそこに跪ひざまずかれても困る。立ってもらえないかな、アルベルト」

「伯爵閣下……私は」

「頼たのむから立ってくれるか？　話を進めづらい」

　そんなつもりはさらさら無かったものの、わずかに声に苛いら立だちのようなものを混ぜて蓮弥が言えば、アルベルトは渋々と言った感じで立ち上がる。

　おそらくは蓮弥から望む答えを引き出すまでは、等と考えていたのだろうが、蓮弥からしてみれば特に思う所のないアルベルトにいつまでも縋すがられた所で鬱うつ陶とうしいだけで益がない。

「話の用向きは理解した。賢人会会頭殿」

　険悪な雰囲気を漂ただよわせたままの、ヴェーリオを初めとした賢人会のメンバーの顔へゆっくりと視線を走らせつつ、蓮弥は穏やかな口調で告げる。

「答えは簡潔に伝えよう。お断りする。お前らに渡す物は麦一ひと粒つぶ、水一いつ滴てきに至るまで何も無い」

「なんと。ご自分が招いた被害に対して、思う所は何も無いと申されるか！」

「無いな。いや、あるか。俺の手を煩わずらわせるな無能。こうなる前になんらかの手を打つのが上に立つ者の責務だろうが。勇者一人で戦況が変わるとでも思っているのか？　現実を見ろ阿あ呆ほう。その歳食ったツラは伊達だてか？　年月を経るだけなら木石でもできるわ。むしろ、木石の方がお前らより役に立つぞ？」

　人の悪い笑えみを浮かべて、流れるように悪態をついた蓮弥に賢人会のメンバー達は声を立てることもできずに固まる。

　アルベルトが唇を噛み締しめて俯うつむくのを見つつ、蓮弥は続いて言葉を発する。

「だが、龍人族の民を守ろうとし、力及ばず今回の事態となってしまった勇者アルベルトの心痛に関しては、これに同情を禁じえない。よって、レンヤ＝クヌギは勇者アルベルトに対して、物資並びに金銭的な支援を行うものとする」

「なぁローナ、これってどういうことなんだ？」

　はっとしたように顔を上げるアルベルトと、渋面を作る賢人会とを交互に見比べた後で、シオンが傍らのローナに囁ささやくように尋ねた。

「結局レンヤは龍人族に賠償を行う、ってことか？」

「違います。賠償を求めてきた賢人会の要求は突っぱねた上で、困こん窮きゆうしているであろう勇者に対する支援を伯爵が個人的に行う、と言うことです」

「どのくらいの規模になるかは分からないが、アルベルトはあんな様子だから貰ったものは民に分け与あたえるだろう？　結局は同じことなんじゃないのか？」

「ちょっと異なりますね」

　クロワールが含み笑いをしつつ口を挟はさむ。

「これで賢人会にはレンヤとの交渉に失敗したと言う事実が残ります。さらにレンヤの機き嫌げんを損ねたと言うこともさっくり広まるでしょう。竜と共に龍人族の窮地に駆けつけた人族の貴族に馬鹿な要求をしたと言うこともすぐバレるでしょうね。まぁ彼らからしてみれば、素す直なおに頭を下げるのは癪しやくだから、レンヤの罪悪感に訴うつたえかけて支援を引き出そうとしたのでしょうが、相手が悪すぎます。生き残る術すべの一つとしては理解できなくもないですけどね」

「アルベルトに関しては、その伯爵本人から功績を称たたえられ、個人的にとは言え支援を引き出したと言う事実が残る。さらにその支援を民に分け与えれば、名声はうなぎのぼりになるのでは、と言う伯爵の考えは実に意地が悪い」

　ぼそぼそとグリューンがクロワールの後を引き継ぐと、やっと得とく心しんがいったようにシオンが頷いた。

「成なる程ほど、実にレンヤっぽい考えだ」

「お前の中の俺はどう言う存在なのか一度じっくり話し合う必要があるか？」

　じろりと睨みつけられたシオンではあったが、臆おくすることなく言い放つ。

「実に腹黒で、公女の夫としては優良」

「何をどさくさに紛れてポイント稼ごうとしてるんですか」

　ぐいと胸を張るシオンの延えん髄ずいの辺りへ、即そく座ざにクロワールが肘ひじを入れた。

　そこは普ふ通つう平手じゃないのかと全員が心の中で突っ込む中、白目を剥むいたシオンが静かに倒れる。

「ちょ!?　シオン!?」

「油断してた所に綺き麗れいに決まりましたね。実にお見事なお手前です」

　床に倒れたまま動かなくなったシオンを、慌あわてて揺ゆさぶるローナに、感心したような言葉を口にするカエデ。

　そんな様子を溜ため息いき混じりに見ていた蓮弥は、再び人の悪い笑みを唇くちびるに乗せると、歯は軋ぎしりしかねない表情で自分たちを見ている賢人会に向き直る。

「ついでだから、お前らには龍人族の領域での俺の交戦権を要求しておこうか。また戦せん闘とうの結果で同じような事を言われるのは頭に来る。寄越さないなら俺はここで手を引くぞ？」

　戦闘するたびに被害を補ほ填てんしろと言われるのは困るからなぁと蓮弥が言えば、ヴェーリオはそれを鼻で笑う。

「貴様がいなくても、勇者が四人集まった今ならば、魔族に対たい抗こうすることは……」

「勇者が四人？　うちのクルツは当たり前だが俺と一緒に帰るぞ、なぁ？」

　蓮弥に言われてクルツは元気よく両手を挙げて答えた。

「伯爵さまとおうちにかえるー！」

「兄様は、龍人族とご一緒に行かれるのですか？」

　クロワールが傍らに立つグリューンに、とても不思議そうな表情で問いかければ、グリューンは苦笑しつつ首を左右に振ふる。

「まさか。伯爵が帰られるのに私が残る理由は無いだろう？」

「レパードは、戦いを求めて龍人族と共に？」

　少し呆あきれたような口調のカエデに、レパードがわずかにではあるがあせりを見せつつ答えた。

「え、俺おれ達たち龍りゆう人じん族からあんまり歓かん迎げいされてねぇ獣人族だしなぁ」

　アルベルトを除く三人の勇者が三者三様の言葉を口にするが、まとめてしまえば蓮弥が帰るのであれば龍人族の大陸に残っている理由は無い、と言うことだ。

「お、お前達は勇者だろう!?　魔族どもと戦うのが義務だろうに！」

「しらなーい」

「義務といわれれば確かにそうなのかもしれないが……それは別にここで果たさなくてはならない義務では無いな」

「俺ら脳筋で戦せん闘とう狂きようの獣人族だから、ここで戦うと迷惑だろうしな」

　クルツはそっぽを向き、グリューンは平然と見返し、レパードは愛想笑いで答える。

「ま、つまりは。俺が帰ればお前達に魔族と戦って勝つ術は無いってことだよ」

　止とどめを刺さすように蓮弥がそう言えば、賢人会から答えは返ってこない。

　蓮弥はしばらく、ヴェーリオの赤くなったり青くなったりする顔を面白そうに見つめていたが、やがてそっと息を吐はき、胸の前で腕うでを組む。

「と、まぁ脅おどすだけ脅してみたんだが。どうだろね、爺じいさん。ここは一つおとなしく、助けてくださいと頭を下げる気はないかね？」

　それまでの雰囲気とは一転して、さらっとこともなげに言う蓮弥。

「なん……だと？」

　蓮弥が口にした言葉の意図が分からずに問い返すヴェーリオに、蓮弥はそれまでとは打って変わってまじめな表情で向き合う。

「気持ちは分からなくもないんだ。俺がただの冒ぼう険けん者しやだったりすれば神み輿こしよろしく持ち上げて、損害には目を瞑りって手もあったんだろうが、人族の貴族が他人の領地内で好き勝手に暴れた挙句の被害だからな。しかも、助けてもらったってことも、他国の貴族がやったこととなれば諸手を挙げて大歓迎ってわけにはいかないんだろ？　自分らができなかったことを他国の人間がやったなんて、無能の証明みたいなもんだからな」

　ヴェーリオからの答えはない。

　最初から答えが返ってくることを期待していなかったかのように蓮弥はしゃべり続ける。

「メンツが潰れることには目を瞑るとしても、他国の人間に助けを求めるってのも頂けない。後々それをネタにして、何を要求されるか分かったもんじゃないからな。まして相手はお前さんらがあんまり好きじゃない人族だ。そりゃ頼みにくいわな」

　ヴェーリオは答えない。

「沈黙は肯こう定ていと取って続けるがね。公にどう発表するかはそっちに任せる。別段俺のメンツを潰したければ潰せ。俺は気にしない。馬鹿が暴れた賠償でも別にかまわんよ。ただ、人に物を頼むんだ、とりあえず頭は下げろ。そうすれば……俺のとこも戦時下だから潤じゆん沢たくにとは言えないが、余よ剰じような物資を賢人会とやら宛で回してやる。最初に俺につきつけた話は、敗戦後でのまともじゃない精神状態での戯ざれ言ごとと聞き流してやるし、勇者は知らないが、奪われた土地の奪還戦にも付き合ってやる。もっともそっちは多少の被害は許容するって一筆が欲ほしいがね。さて、どうするよ？」

　蓮弥の提案に、お互たがいに顔を見合わせる賢人会のメンバー達。

　その中央で、ヴェーリオはじっと蓮弥の顔を見据えたまま声も発せず、動くこともない。

「その白しら髪が頭、下げるか下げないか、だ。好きにしろ、俺はどちらでも困らない」

「ヴェーリオ殿……」

　アルベルトの小さな呟つぶやきに、ほんのわずかにだがヴェーリオの表情が崩れた。

　彼は勇者と賢人会のメンバーが見守る中、ゆっくりと椅子を引いて立ち上がると、テーブルに額がつくほどに頭こうべを垂れて蓮弥へ言う。

「クヌギ伯爵殿……この通りです、どうか……お助け願いたい」

　まさしく平身低頭と言った感じのヴェーリオに周囲の者達がどよめくが、蓮弥からしてみればそんなたいした事をしているわけでもないのに、お労いたわしいだのなんだのと騒さわぎ立てる方がおかしいとしか思えない。

「最初から妙な交渉やら駆け引きやらしないで、そうしてれば話も早い上に誰も脅し文句なんか考えずに済んだってのに……老人はいろいろ余計なことを考えるから始末におえないな」

　言ってしまってから、そう言えば自分は中身だけに限って言えばおそらく今目の前で頭を下げ続けている老人よりも年上なんじゃなかろうかと思い当たる蓮弥。

　なんだかこれ以上しゃべってしまうと、ブーメランのように自分の所に戻もどってくる言葉がいずれ出てきそうな気がして、蓮弥はそれ以上ヴェーリオに年齢に関する皮肉を言うのを止めることにする。

「下げてみれば簡単なことだろ？　それで話が進むなら下げるべきだと思うぞ？　偉えらい奴の頭なんてほかに使い道も無いのだし」

「我らにも立場と言うものが……」

「その立場で腹が膨ふくれるなら好きにすればいいさ。そうじゃないなら緊きん急きゆうの時くらい忘れろ」

　ヴェーリオの答えをすっぱりと切り捨てて、蓮弥は組んでいた腕を解くとテーブルの上に肘を乗せる。

「それじゃとりあえず仕事してもらおうか。周辺地図、分かっているだけでいいから魔族の軍の状態。それと物資搬入用の経路の準備と魔族の軍との戦せん闘とう行こう為いによる被害に関してはこれを罪に問わないと言う一筆だ。すぐよこせ」

　蓮弥がにらみつけながらそう言うと、賢人会のメンバー達は蜘蛛くもの子を散らすような勢いで四方八方へと走り去っていく。

　一人悄しよう然ぜんと残ったヴェーリオの皺しわだらけの顔を見ながら、ずいぶんと面倒な遠回りをさせてくれたものだと蓮弥はこれみよがしに溜息をついてみせるのであった。







第五章　クリンゲ防衛戦らしい







　瘴しよう気きの森より魔ま物ものの軍勢が出現したとの一報は、キースが偵てい察さつに向わせていた兵から即座にクリンゲにいるキース経由でフラウの元へと上げられた。

　同時にその軍勢の異常なまでに速い進しん撃げき速度が伝えられると、フラウは苦い顔を隠そうともせずに舌打ちをする。

「軍の構成を変えてきてるの……」

　それまで主に歩兵に分類されるゴブリンやオークと言った戦力としては低いが、数を集めるのが容易である魔物を主戦力としていた魔族の軍であったのだが、今回物見の兵からの報告ではワイバーンや空を飛ぶことは出来ないが、その背中に魔物を乗せてかなりの速度で走ることができる亜あ龍りゆうと言った足の速い魔物を主体として、今までに無い速度での進撃を行っている上に、途と中ちゆうにある放ほう棄きされた村等の施し設せつには目もくれずにまっすぐにクリンゲを目指しているらしい。

　龍の参戦はフラウにとっては予想していないものだった。

　これは邪じや竜りゆうが魔ま王おう側に与くみしたことによるものだったのだが、フラウはその事を知らない。

「これは……間に合わないの」

　初めて聞くフラウの、焦燥を含ふくんだ声にキースの顔に驚きが浮かぶ。

　どうやら物見の兵が寄越した情報は、フラウにとって予想外すぎたらしい。

　なんらかの準備が間に合わないのだと言うことを、表情に出るほど焦っているのだとすれば、おそらくはクリンゲの防衛に関して大きな支障が出る話なのだろうとキースは考える。

　これは覚かく悟ごを決める必要がありそうだ、とキースは思った。

　蓮れん弥やの訓練を潜くぐり抜け、また同じ質の訓練を施されたクリンゲ防衛に携たずさわる五百の兵士達は、既すでにキースから見ても人族の各国家のどの兵士にも引けを取らない、というよりはぶっちぎりで勝まさるような力を備えてはいたが、流石に相手が龍であるとすれば形勢は悪い。

　どれほどの被害が出るだろう、そもそも自分達はクリンゲを守り切れるのだろうか、いや守り切らなければならないとキースが悲壮な覚悟を決める中、フラウが震ふるえる声で呟く。

「くす玉とクラッカーの準備が……」

「……はい？」

　自分の耳が捉えた言葉を信じられず、聞きき間ま違ちがいか耳の機能障害であってくれと思いながらキースは改めてフラウに尋ねた。

「今、なんと？」

「だから、くす玉とクラッカーの準備が間に合わないの！」

　地じ団だん太だを踏ふみながら、さも悔くやしそうに言うフラウにどうやら聞き間違いではなかったらしいと虚うつろな思考で考えるキース。

「一体、何に使うつもりだったので？」

「魔族軍の目の前で〈おいでやす、クリンゲへようこそ！〉ってやりたかったの！　事態についていけずに呆ぼう然ぜんとなる魔族軍に、鉛なまりの散さん弾だんを仕込んだ殺傷用クラッカーの洗礼で、ブラッディバスに頭まで浸つからせてやるぜーってやりたかったのーっ！」

「それクラッカーって言いませんからね」

　突っ込む場所が違ちがうことは重々承知の上で、それでも突っ込まずにはいられずにキースが突っ込むと、頭をかきむしっていたフラウがきょとんとした表情でキースを見て首を傾かしげる。

「言わないの？」

「言いません。大体そんなくす玉、一体どこに吊つり下げるつもりなんですか」

「リアリスさんにドラ君の出動を……」
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「止めてくれなさい。稀き少しような竜りゆう騎き兵へいに何させるつもりですか」

「くす玉持ち係」

「あぁ……言い切られてしまうとどうすることもできないですね」

　迷い無く言い切るフラウに、キースはがっくりと肩かたを落とす。

　それと同時に、そのくす玉とクラッカーとやらの準備が間に合わなかったことを、どこかにいるのであろう神様に感謝した。

　これが間に合っていて、本当に竜にくす玉持ち等をやらせた日には、仮に魔族の侵しん攻こうを首しゆ尾びよく撃退できたとしても、竜騎兵の威厳は地に落ちるだろう。

「あーもう、無い物は諦あきらめるしかないの。キース、兵士を所定の持ち場につかせるの」

「事前のご指示通りに、百名を城内の各所へ。残りは市街にて住民の避ひ難なん誘ゆう導どうと護衛を行っております」

「パーフェクトなのキース。良い執しつ事じになれるの」

「執事、ですか？」

　何故なぜ執事なのだろうと尋ね返したキースに答えを返すことなくフラウは城内の一室へと向かう。

　その後をついてきたキースは途中でフラウが目指している場所が、どうやら伯爵である蓮弥が正式な行事などで使用する為ために作られた謁えつ見けんの間らしいと気がつく。

　ちなみにその部屋は蓮弥が伯爵になってからはほとんど使われておらず、城内においてはただ広いだけで邪じや魔まな空間と言う認にん識しきがされている。

　そのはずだったのだが、フラウについていくままに謁見の広間へと足を踏み入れたキースは内部の様子に息を呑のむ。

　ただ広いだけで、蓮弥の性格のせいなのか大して飾りつけもされていないその空間に、今は無数の透とう明めいな板のようなものが浮かんでいた。

　それらはフラウが入室すると同時に、それぞれが全く別な光景を映し出し始める。

「街の中の状じよう況きよう？　防ぼう壁へき各所……あれは住民の避難所の様子か？」

　板が映し出す光景を、自分の知識と照らし合わせて何が映し出されているのかを呟くキースをほったらかしにして、フラウは謁見の間の一番奥おくにある、蓮弥が来客と対面する時に座る椅子に飛び乗るように腰掛けた。

「大画面展開。防衛装置稼働率表示」

　さっとフラウが手を振ると、謁見の間の中央部に巨きよ大だいで透明な板が出現する。

　慌ててフラウの傍らまで走ったキースはその板が映し出すものが、蓮弥の居城を含んだクリンゲ全体の見取り図であることに気がつく。

　その見取り図の片かた隅すみには小さく赤い「七十五」と言う数字が書かれている。

「画面展開。望遠機能起動」

　また新たに開いた画面に、キースが低く唸うなる。

　そこに映し出されたのは空を飛ぶ無数のワイバーンの姿と、土つち煙けむりを上げながら大地を駆ける亜あ龍りゆう達たちの姿であったからだ。

「距きよ離り二万、およそ三十分後にエンカウントってとこなの」

「もうそんな所まで……」

「物見の兵士がいくら身軽でも、そんなに引き離せる相手じゃないの。情報が来た時点で時間的余よ裕ゆうはなかった、ってことなの」

　そもそもがクリンゲ自体が瘴気の森まで馬車で半日ちょっとと言う距離に位置している都市だ。

　足の達者な者なら休み無く日中歩き続ければ、ぎりぎり到とう着ちやくできてしまう距離を、ワイバーンだけならばもっと早くに到着するのだろうが亜龍に合わせて進軍しているせいかフラウから言わせるとやや遅い。

「外の国軍に報しらせますか？」

「手て遅おくれ。タイムアップなの。今の今まで協力する素そ振ぶりすら見せなかったのだから、ここで派手に散ってもらうの」

　興味なさげに言うフラウに、キースはわずかばかりの戦せん慄りつを覚えた。

　千人に及ぶ兵士の命を、あっさり切り捨てる決断をしてしまう辺りがフラウが見た目通りの存在ではなく、そもそもが人間ですらないのだと思い知らされる。

　その頃ころ、外の国軍の兵士達は混乱に陥ろうとしていた。

　距きよ離り的てきに地上戦力はまだ視界に入っていなかったのだが、空を飛ぶ多数のワイバーンが確かく認にんされたせいだった。

　慌てて隊長クラスの兵士と軍ぐん監かんが集まって会議を開く様子が、フラウのいる場所から画面を通して丸見えで、フラウとキースはその様子をつまらなそうに見守る。

「どうすると思われます？」

「既に自力で逃にげきるには手遅れなの。追いつかれて全滅するの。クリンゲに逃げ込むのも……今、無理になったの」

　ちらりと別の画面に視線を走らせたフラウが言う。

　そこには小さな画面が空中に浮いており、都市の周囲を取り囲んでいる防壁に設けられている出入り口全すべてが完全に封ふう鎖さされた旨むねのメッセージが流れていた。

　扉とびらに施せ錠じようがされただけではない。

　防壁にまとわりついている植物の蔓つるでもってがっちりと固めた状態だ。

　フラウの許可無く開けようと思えば、壁かべごと破は壊かいする以外に手がない。

「敵がクリンゲにかかりきりになることを祈りつつ逃げる、のが最善かなって思うの」

「降こう伏ふくするとか」

「魔物相手に？　寝ね言ごとは寝てからゆっくりほざくの」

　そうこうしている間にも魔物の軍は距離を縮めてくる。

　ほとんど暴走状態なのではないかと思ってしまうほどの勢いと速度だ。

　とても魔族が主導して、きちんとした指揮下にある軍とは思えない。

　そして国軍は結論を出す。

「なんか隊列組み始めたんですが」

「逃げ切れないと判断して……信じたくないけど、攻めに出るつもりらしいの」

「本気ですか？　ちなみに戦力比は……」

「数だけでも二十倍。質は考えたくないの」

　国軍にとっても魔物の軍勢の進撃速度は予想だにしていなかったものであったらしい。

　見えてから逃げても余裕だろうくらいにしか考えていなかった所へ目の前の現実である。

　進めば全滅は必至。

　退却した所で魔物が無防備に逃げていく人族の背中を黙って見送ってくれるわけがない。

　ならばせめて一いつ矢し報むくいようと考えたらしいのだが、フラウから言わせれば無む駄だ死じに以外のなにものでもない。

　事ここに至って、恥も外聞もかなぐりすてて助けてくれと求められれば、フラウとて考えなくもなかったのだが、国軍の首脳部はそれをよしとはしなかったようだ。

　子供に見えるフラウにみっともなく泣きつくくらいならば、武人として戦って死ぬと言う選せん択たく肢しを選んだつもりなのだろうが、千名からなる兵士のほぼ全てを無駄に死へとおいやる愚策であり、フラウはほんのわずかな時間であったが、防壁の一部を解いて都市の内部へ逃げ込むように勧かん告こくするべきか迷った。

　だがすぐに、自分の本分は都市と、その住民の保護であり、最後まで中に入ろうとしなかった国軍の兵士達はその範はん囲いの外にあるものだと思い直す。

「とりあえず、この件に関してはもう考えないの。考えても無駄なの」

　国軍の様子を映し出していた画面が消える。

　その画面が消えた空間を、しばし見つめていたフラウは、すぐに一番大きな画面へと視線を移す。

　クリンゲ全体の見取り図が映し出されているその画面の片隅に書かれている数字は「八十三」に値あたいが変わっていた。

「八割起動。ちょっと立ち上がりが遅いの。人員の配置は終しゆう了りよう。都市級魔ま術じゆつ陣じん起動開始」

　ゼロの状態から作り上げられたクリンゲの街路は、ゼロからエミルとフラウの共同作業によって設計されたものだ。

　その街路の一部の石畳が、強く白い光を放ち始める。

　魔術の知識のある者が上空からクリンゲの街を見たのであれば、その光が何を意味しているのか察したことだろう。

　きれいな円形として設計されたクリンゲの都市部を、直線や曲線をもって走る光の軌き跡せきがクリンゲ全体を一つの円として作られる魔術陣を描えがき始めたのである。

　その実際の様子は屋内にいるフラウやキースの目に触ふれることは無かったが、目の前にある見取り図の一部の通路が白く輝き始めるのを見て、キースがフラウに問いかけた。

「フラウ様、これは？」

「これはエミル姉様とフラウの共同作業の結晶なの。都市ひとつを巨大な陣に見立ててその内部に描いた魔術用の回路。今それに魔力を通して使えるようにしている所なの」

　魔術師ではないキースは、画面の上に描かれていく図形にどんな意味があるのかは分からない。

　それでも都市の大きさを考えれば、現状目の前で行われている作業がどれだけ膨ぼう大だいな魔力を消費する作業であるのかと言うことだけはなんとなくにでも察する。

「一体、これだけの魔力をどこから……」

「貯蓄と搾さく取しゆなの。搾取の方は大部分がマスターの提供なの」

　キースには見せていない地じ獄ごく炉ろからひねり出される魔力に蓮弥から搾しぼり出した魔石の魔力も併あわせて、その全てをエミルが命名したぷちヨグちゃんとやらを通じて都市全体に行いき渡わたらせている。

　その魔力を用いて描かれる魔術陣。

　どれほどの威い力りよくをもって発動するのかは、設計したエミルとフラウ以外に知る者はいない。

　回路が繋つながっていくにつれて、都市全体が微び妙みような振しん動どうに覆われていく。

　やや不安を覚えたのか、辺りをきょろきょろし始めたキース。

　そんなキースには構わずに、フラウは座っている自分の膝元に、長方形の画面を出現させる。

　蓮弥が見れば、元自分がいた世界において、キーボードと呼ばれる装置に似ていると思ったであろうそれの上に、フラウは素す早ばやく指を走らせつつ口くちの端はしで笑う。

「さぁ、クリンゲの防衛能力。とくと見るがいいの」

　トライデン公国の新興貴族であるクヌギ伯はく爵しやく領にて、魔物の軍との戦闘が火ひ蓋ぶたを切られようとしていた。







　その日、クリンゲを襲おそった魔族の軍は、オークを主体とした構成で組織された軍であった。

　ゴブリンに比べて体格もよく力も強いこの魔物は、ゴブリンよりさらに悪あく食じきで、ゴブリンよりさらに繁殖力が強く、さらにゴブリンに比べて知性がやや高い。

　そんな手に負えなさが増した魔物が亜龍やらワイバーンやらの背に乗って襲い掛かかってくるのである。

　さらにそんな軍に、今回は魔族側も本ほん腰ごしを入れてきたのか軍の中には魔族が四人混じっていた。

　一人いるだけで、人族の軍すら相当手を焼く魔族が数人もいれば、その戦力がどの程度の物になるのかは計り知れない。

　その計り知れない戦力を持つ軍に、無む謀ぼうにも正面から突っ込んだのがトライデン公国軍である。

　しかも数の上だけでも戦力比は、フラウの調べで二十分の一の軍隊でだ。

　ひとたまりもあるわけがない。

　多少は武人の矜きよう持じを示すべく、剣を敵へと突つき立てて被ひ害がいを与える兵もいることにはいたが、そんな者は微々たる数しかおらず、与えた被害も全体からすれば擦さつ過か傷しようとすら呼べない程度だった。

　ほとんどの兵は武器は構えたものの、カウンター気味に亜あ龍りゆうに蹴り倒され、オークの持つ槍やりに突き倒され、ワイバーンの鉤かぎ爪づめやオークの剣に引ひき裂さかれて血のしたたる肉片へと瞬く間に変えられてしまう。

　その肉片も、ワイバーンや亜龍、オーク達の強きよう靭じんな顎あごに噛かみ砕くだかれて彼かれらの胃の腑ふへと収められてしまった。

　後に残るのは血の塗りたくられたひしゃげた鎧よろいの破片や、折れた剣の刃はのみ。

　悲鳴らしい悲鳴、怒ど号ごうらしい怒号があがる暇ひますら与えない見事な捕ほ食しよく劇げきと言えた。

「なんだったんだ、こいつらは」

　亜龍の背に乗った魔族の男が、さも不思議そうに言うと別の魔族の男が、自分が乗っている亜龍に地面に転がる鉄の兜かぶとを蹴飛ばさせながら笑った。

「さてな。自殺志願者だったんじゃないのか？」

「ただでさえ少ない兵を、無駄に失わせる等と。あの都市の指揮官は馬ば鹿かじゃないのか？」

　別な魔族の男の言葉に、最後尾についていた魔族の女が顔をしかめつつたしなめるように言う。

「油断するんじゃないよ。なんらかの策略の可能性だってあるんだから」

「こんな大勢の兵士の命をエサにした策略ってか。そいつはまた豪ごう勢せいな策だな。考えた奴やつは人族なんかにしておくのはもったいない」

「違いないな。多少なりとも俺おれ達たちに痛い目を見せられる策があるのなら、そいつはどちらかと言えば俺達寄りの考え方をする奴だ」

　揃そろって笑う魔族の男達に、少々不ふ機き嫌げんそうな顔を隠かくそうともしない魔族の女。

　彼らの目の前で、トライデン公国軍を文字通り平らげた魔ま物もの達たちは、すぐさま次の獲え物ものである都市へと殺さつ到とうしようとして、その足を止めた。

　オーク達のみならず、亜龍やワイバーンまでもがその進む足を止めたことに魔族達は訝いぶかしげな視線をクリンゲへと向ける。

　彼らの視線の先にあるクリンゲの街を覆う防壁は石いし肌はだが見えないほどに緑の蔓で覆われていたのだが、その一部がまるで植物ではなく動物の触しよく手しゆのようにうごめいたかと思うと一つの繭まゆのような塊かたまりを形作っていたのだ。

　何故だか目を引かれるその繭は、無数の視線をその身一つに集めつつゆっくりと開いていく。

　開ききった蔓の繭の中から立ち上がったのは、すらりとした長身を誇ほこる若い女性だ。

　亜あ麻ま色いろの髪かみを腰こしの辺りまで自然に流し、均整のとれた体を包むのは黒のエプロンドレス。

　礼儀など知るはずもないオーク達ですら見ほれるほどの所作で、優ゆう雅がに一礼してみせたその女性はそれほど大声を上げているわけでもないというのに戦場全体に届くほど通る声で話し始めた。

「警告します。ここはトライデン公国よりこの地を治めることを許されたクヌギ伯爵の居城のある都市、クリンゲです。この都市はたとえ一片たりとて害意を持つ者の存在を許しません。この警告を受け入れ、引くのならば追いませんが、引かぬとあらば覚悟を決めてください」

　落ち着いたその女性の声に、魔族達は毒気を抜かれたような表情でしばらくその女性の姿を眺ながめていたが、やがてその女性を指差し、唇を歪ゆがめ顔に笑みを浮うかべ口々に罵ののしり始める。

「馬鹿だ！　馬鹿がいやがるぞ！」

「引けば見逃すだと？　現実が見えないのか？」

「覚悟を決めろか！　おぉ怖こわい怖い！」

「その格好からすると、この街の領主の飼い犬だろうがねぇ」

　魔族の女が、すぐ近くにいたオークが握り締めていた槍やりを力任せに奪うばい取る。

　手放すタイミングが遅すぎて、槍ごと持ち上げられたオークが魔族の女が槍を振るうと悲鳴を上げて吹ふき飛とばされていった。

「あの世で口のきき方から学びなおしてきなっ！」

　一ひと振ふりした槍を空中で一回転させ、持ち直した魔族の女はすぐさまそれを投げつける。

　オークが持っていた槍は元々、投とう擲てき用ではない。

　長さも重さも、槍の重心も投げることなど考こう慮りよされておらず人が投げればたいした威力も飛距離も出ない代しろ物ものであるそれは、魔族の女の手を離はなれると風きり音を立てて一直線にエプロンドレスの女性の胸目め掛がけて突き進む。

　それはなんの防ぼう御ぎよもされなければ、間違いなく切っ先のみならず槍の半ばまでを女性の体へ埋うめ込む程ほどの勢いではあった。

　その光景を見ていた誰だれもが、槍の柄えを胸から生やして朱に染まる女性の姿を思い描いた。

　一部の人族以外は、であったが。

「実に洒落しやれたご返答です。分かりやすい上に手っ取り早い」

　槍の切っ先は、エプロンドレスの女性の胸元からかなり離れた所で何かに突き刺さったかのようにぴたりと止められていた。

　突き刺さった勢いを示すかのように槍の柄が激しく震えているが、その穂先はそこから少しも前へ進むことはない。

　魔族達の顔が驚きよう愕がくに彩られる中、エプロンドレスの女性は空中でぴたりと止められている槍の切っ先へ、ついと人差し指を当てる。

　それだけの行動で、槍はまるで一度に数百年の年月を経たかのようにぼろぼろと崩れ去って無くなってしまう。

「お返しをしたいのですが、こんなものしかありません」

　エプロンのポケットから、女性が取り出したのは刃すらついていないバターナイフだ。

　武器ですらない。

　人に向けたところでなんの脅きよう威いにもならないそれを、女性は軽く一振りするとまるで投げナイフを構えるかのように振りかざす。

　そのまま振り下ろされた手から放たれたバターナイフは、魔族達の想像の外にある速度で飛来することで一ひと条すじの閃せん光こうとなった。

　自分達たち目め掛がけて投げられたのだ、と言うことは魔族達にも理解できたのだが、女性と魔族達との間の距離は相当離れている。

　重い槍を魔族の腕力でもって投げつけたからこそ一応は届いた距離だ。

　重さの少ないバターナイフを、人族の腕力で投げたからと言って届くはずもなかったのだが、閃光と化したバターナイフは、届くわけもないだろうと油断しきっていた魔族達のうちの一人の男性の眉み間けんへ突き刺さると頭ず蓋がい骨こつを抜ぬけて後頭部から切っ先を飛び出させた。

「え？」

　眉間から後頭部までへの貫かん通つう孔こうを晒さらし、突き刺さったときの衝しよう撃げきの為なのか両方の目玉が飛び出してしまっていた魔族の男は、酷ひどく間の抜けた声を上げるとそれが最後の言葉となったようで、力なく背中から大地へと倒たおれていく。

　遅ればせながらと言った感じで、眉間にぽっかりと開いた穴からはとめどなく血と血ではない何かの液体が零こぼれ落ちていった。

　絶命させられたのだ、と理解するまでに残された三人の魔族達は数秒を必要とした。

　さらにそれが、バターナイフ等と言う通常ならば自分達に突き刺さるはずもない貧弱な金属の道具によって引き起こされたのだという現実を認めるのに、十数秒を必要とする。

「そんな馬鹿な……」

「さて文字通りお互いに刃やいばを交えた所で、開戦と行きましょうか皆みな様さま」

　胸に手を当てて、慇いん懃ぎんに礼をするエプロンドレスの女性。

「警告を無視したことについて反省してください。このクリンゲを敵に回した事について後こう悔かいしてください。そして我が主あるじ、レンヤ＝クヌギの都市に手を出せ等と貴方あなた達たちに命令した、おそらくは魔王陛下なのでしょうが、その陛下を呪ってください」

　口元に微び笑しようを湛たたえつつも、その瞳ひとみに見るものを凍りつかせる憤いきどおりの色を滲にじませて。

　エプロンドレスの女性は、滑らかな口調で告げる。

「貴方達は、一いつ瞬しゆんで終わる死が本来はどれほど生命に対して慈じ悲ひ深いことなのかを今日、思い知ることになるでしょう。死がどれほど優やさしいものなのか。そしてそれが本来は希こいねがわずとも与あたえられると言うことがどんなに素晴らしいことかを悟さとることでしょう」

「何を言って……」

　朗々と歌うように言う女性の言葉。

　その中身が理解できずに疑問を口に仕し掛かけた魔族の女は、先ほど眉間を穿うがたれて倒れた魔族の男の指が、ぴくりと動いたのに気がついて顔を青ざめさせる。

「ま、さか……」

　そんなはずは無い、と頭に思い浮かんだ言葉を否定しようとする魔族の女の目の前で、絶命していたはずの男が、絶ぜつ叫きようを上げた。

「いでええぇえええ!?　な、なぜだ!?　なぜおれはしんでない!?　頭の中にナイフが突き刺さったままだってのに!?　こんなにいてぇのに！　なんで俺おれは死んでないんだっ!?」

「そんな……致ち命めい傷しようのはず……」

「こ、殺して……殺してくれぇえええ！　こんないてぇの耐たえられねぇよぉおっ！」

　ぽっかりと眉間に開いている孔あなを手で押おさえて、転げまわる男の姿を他の三人が目を見開いて見つめる。

　あいたままの孔からは、男が転がるたびに血やどろどろとした何かが零れ落ちているのだが、男が絶命する様子は一向に無い。

　転がった時の衝撃で、飛び出してしまっていた目玉が千切れて落ちたのか、ただの赤黒い空くう洞どうとなってしまった両目から涙なみだのように血を流しつつもがき苦しむ魔族の男。

　一体自分達たちの目の前で何が起こっているのか分からずに、呆然とエプロンドレスの女性の方へと目を向けた魔族達は、その女性の背後でクリンゲの防壁全体がぼぉっと淡あわく赤い光を放っているのに気がつく。

　もし、魔族の軍の誰かがクリンゲの真上を飛んでいたのであれば、赤い燐りん光こうで縁ふち取どりされたクリンゲの街路がめまぐるしく明滅を繰くり返かえしてさまざまな図式を描いているのを目にしたはずだった。

「クリンゲの都市級魔術陣を用いて構成した魔術は三つ」

　三本の指を立ててエプロンドレスの女性は言う。

「一つ目は結界。戦場全体を覆おおい、誰も逃がさない程の強度を持たせた上に、内部の環かん境きようを外へは漏らさないための結界」

　女性の指が一つ折られる。

「二つ目は維い持じ。魔術名〈仮初の不死テンポラリーイモータル〉。この結界内部では死を迎える事が無い。何が起きようとも魂たましいは肉体に束縛される」

　また一つ指が折られる。

「三つ目は同調。私がマスターの居城の地下に作り上げた環境と、この結界内部を同じ環境に整える為の魔術」

　最後の指が折られて、女性の手は拳こぶしを握にぎり締める。

「さて、私は一体何をしたのでしょう？」

　握った拳を開いて、ポンと胸の前で一度両手を合わせてからぱっと開いて見せた女性は首を傾げつつ問いかけるが、その問いに答えを持つものはその場には存在しない。

　しばらくその姿勢のまま、誰かが答えるのを待っていた女性であったのだが、答えがどこからも聞こえてこないのを知ると、元の直立状態に体勢を戻しつつ溜ため息いきをつく。

「時間切れです。罰ばつを与えましょう」

　赤い燐光を放っていた防壁の表面に、唐とう突とつに幾いくつもの魔術陣が出現する。

「魔ま術じゆつ攻こう撃げきか！」

　咄とつ嗟さに防御の魔術を放つ魔族達。

　そんな行動にはお構い無しに、エプロンドレスの女性がちょいと指を振ふると、出現した魔術陣が無数の光こう弾だんを吐はき出した。

　それほどたいした威力を持たされたものではなかったらしく、魔族が張った防御の魔術に触れると霧む散さんしたり、弾はじかれてしまったりしたそれらであったが、魔術に対してろくな対たい抗こう手段を持っていないオーク達には防ぐ手段がない。

　直ちよく撃げきを受けたオークの体が千切れ飛び、肉と血を撒まき散ちらしてゆく中で、オーク達の中から困惑の声が上がりだす。

　明らかに死んでいておかしくない傷を負ったオーク達が、死ぬことなく傷口をあらわにしたまま悲鳴を上げつづけているのだ。

「痛み、苦しみ、悲しみやら恨うらみ。そう言った負の感情は容易たやすく魔力として利用することが可能です」

　エプロンドレスの女性が、わずかに頬ほおを赤らめ、うっとりとした視線で腸はらわたを撒き散らしながら転げまわるオークや、光弾に四し肢しをもがれて芋いも虫むしのようにもがく者、そしてまだ無傷ながらも顔を恐きよう怖ふに歪めつつ逃げ場は無いものかとあちこちへ目を走らせたりしているオーク達を見ている。

「環境の同調も上手にいったようで、下でぷちヨグちゃんが大喜びしてます」

「一体何を……」

「貴方達は別段知らなくてもいいことですよ。さて、ではようこそ皆様、とでも申し上げましょうか？」

　エプロンドレスの女性は、そのドレスのスカートをつまみ、裾すそに優雅なドレープを描かせつつ礼をする。

　その動作はあくまでも完かん璧ぺきかつ美しい。

「ようこそ皆様。私の餌えさ場ばへ。クリンゲ防衛機構のうちの一つ、簡易地獄炉へようこそ。さぁ、踊おどってくださいな皆様。その身の魂が枯かれ果てるまで。大だい丈じよう夫ぶですよ、時間はたっぷりとあります。なにせ、死にたくても死ねない。死のうとしても死ねないんですから！」

　口元に浮かべていた微笑を哄こう笑しようへと変えて。

　今まさに、攻守を逆転させた捕食劇が始まろうとしていた。







「殺せ！　あの女を殺せーっ！」

　号令、と呼ぶにはあまりに悲痛な叫びが戦場に響ひびき渡る。

　その声に弾かれるようにして、魔物の軍勢が進軍を始めた。

　しかしそれは、それまでのような獲物を目の前にした捕食者による進撃ではなく、ここであのエプロンドレスの女性を殺さなくては、自分達が捕食される側に回らされると言う恐怖に突き動かされたものだ。

　血走った目を剥むき、口から泡あわを吹いて突撃してくる魔物達に、エプロンドレスの女性は動じる素振りすら見せずに平坦な声で呟つぶやいた。

「攻こう撃げき開始」

　防壁の向こうである街の中から無数の光弾が打ち出される。

　光弾は空を飛ぶワイバーン達に襲い掛かると、その固い鱗うろこをものともせずに貫つらぬき、空に血しぶきの華はなを咲さかせた。

　苦痛の声を上げて前進が止まるワイバーン達の全身へ、さらに追撃の光弾が撃うち込まれ、穴だらけにされたワイバーン達は空を飛び続けることができなくなり、そのまま地面へと落下していく。

　落下する巨きよ体たいに巻き込まれまいと地上の亜龍やオーク達が必死で避けた所へ、自由落下するワイバーンの体は、そのまま背中に乗せた魔物ごと地面へと激げき突とつするのだが、本来絶命するべきワイバーンも魔物達も、死を迎えることなく命を繋ぎ、体のあちこちが破れたり、おかしな方向へ折れ曲がった姿のまま激痛にもだえ苦しむことになる。

　オークやゴブリンが暴れるくらいならば問題は無かったのだろうが、ワイバーンのような巨体が暴れれば確実に周囲を巻き込む。

　めちゃくちゃに振り回された翼つばさや尻尾しつぽが地上にいた兵達をなぎ倒している所へ、山なりに飛んできた砲ほう弾だんが着弾、爆ばく発はつして炎ほのおを撒き散らした。

　穴だらけにされた体に、火まで付けられてワイバーン達は狂くるったように悲鳴を上げながらさらに激しく暴れ回り、火ひ達磨だるまにされた魔物達が体についた火を消し止めようと地面を転がり回る。

　それだけの惨状を晒しながら、一人として一体として、死を迎えたものはいない。

「マスターの居城からの対空砲火と魔導曲射砲による一いつ斉せい攻撃だったのですが……案外もろいですね、あなた方」

　蓮弥の居城のあちこちに、エミルとフラウが作り上げた銃じゆう座ざと呼ぶべきそれは、キースの配下百名が配置された状態で号令を待っていた。

　そして号令が下されると同時に、あらかじめ指示されていた通りに、銃座についている火器をとにかく撃ちまくったのである。

　元々、この世界の兵士達にとってはなじみもなく、使い慣れているわけもない代物であり、効率や命中率に関しては最初から度外視されていた。

　とにかく弾幕を張って、空と地上から侵攻してくる軍を足止めできればいいか、くらいに考えられていた設備であったのだが、敵軍の密度と弾幕の密度とが上手に組み合わされた結果、かなりの被害をもたらしたのである。

「これは味方が期待以上なのか、敵が期待はずれなのか、判断に迷う所ですね」

　転がって火を消そうとしていた魔物達がやっと火を消し止めてよろよろと体を起こす。

　その動きに応じて、体中からぼろぼろと炭と化した体であったものが砕くだけて落ちた。

　炭が剥はがれ落ちた箇か所しよからは、真っ白な骨が顔を覗のぞかせており、骨まで焼け落ちなかった部分は赤い肉を曝さらけ出す。

　魔物達は自分達が何故そんな様子になっても、死が訪れないのか分からない。

　ただ、むき出しになった自分の骨や肉を目にして、わけのわからない呻うめきや叫び声を上げるだけだ。

　蔓で作られた足場から、音もなくふわりと地面へ降り立ったエプロンドレスの女性は、周囲の惨状など気にも留めずにぱっと両りよう腕うでを開く。

「魔術名〈メイドの玩具箱トイボツクス〉」

　広げた両腕の間、ちょうどエプロンドレスの女性の胸元辺りに真っ黒な立方体が出現する。

　突とつ然ぜん出現したそれに、ためらうことなく右手を突っ込んだエプロンドレスの女性は、鼻歌混じりにごそごそと何かを探すかのように腕うでを動かす。

「さて、何が出るでしょうね？」

　言葉尻と同時に黒い立方体の中から女性の手が引っ張り出したのは、作りの非常に甘あまい、酷く安っぽくみえるうさぎのぬいぐるみだった。

「あら、かわいい」

　引っ張り出したそれに頬ずりなどし、エプロンドレスの女性は凄せい惨さんな戦場を歩き始める。

　不思議なことに彼かの女じよがぬいぐるみを引っ張り出した立方体は、その動きに合わせるようにして宙を浮いた状態で彼女についていく。

　彼女を倒しさえすれば、この地じ獄ごくから抜け出せるのではないか。

　そんな希望にすがるように、まだ戦える能力のある魔物達が手に武器を持ちその姿へ殺到した。

「魔術名〈跳ね回る首狩兎ホツピングヴオーパルバニー〉」

　そっとエプロンドレスの女性が手にしていたうさぎのぬいぐるみを頭上へ放ほうる。

　放り出されたうさぎのぬいぐるみは、まるで解けるようにその姿を消し、次の瞬しゆん間かんには何かがエプロンドレスの女性に襲いかかろうとしている魔物達の間を通り過ぎた。

　一体何が、と一瞬思いはしたもののそんなものに構っている余裕など無い魔物達はそれを確認しようともせずに、そのまま女性目掛けて走ろうとし、それぞれが自分の視界が斜ななめに傾かしいだり上下逆さまになったことに気がついた。

「ギ……？」

　襲い掛かろうとしていた魔ま物もののどれか一体が声を漏もらした途と端たんに、周囲に真っ赤な雨が降る。

　ごとごとと音を立てて地面に落ちていくのは彼らの首。

　そしてそれを失った体の切断面からは、噴水のごとき勢いで血が空へ向けて吹き上がっていた。

　本来ならばそれで終わるはずの彼らは、与えられている仮初の不死テンポラリーイモータルのせいで死ぬことができない。

　首を飛ばされた激痛にわめき苦しむものや、それを感じつつも自分の首を捜さがして右往左往する体。

　運良く自分の首を体が見つけた所で、いまさらくっつくものでもない。

　酷いものになると自分のではない首を拾い上げて必死に切られた首の切断面に押し付けようとしているものまでいる。

「次は何が出るでしょうね？」

　左手の平をそっとかざせば、ついて来ていた黒い立方体がその手のひらの上へと収まる。

　そこへ右手を突っ込んで、一気に引き抜いたエプロンドレスの女性は自分の手が握っているものを見てあからさまに落胆した表情を浮かべた。

「これはハズレですね」

　握られていたのは一枚の札だった。

　ぼろぼろになっている札の表面には、何かの文字が赤く書き込まれている。

「でも折角なので試ためしてみましょう」

　彼女は誰に言うともなくそう呟くと、すぐ近くでうろうろしていた首の無い魔物の体の背中へそれをぺたりと貼はり付けた。

「魔術名〈屍体爆弾ゾンビーボム〉」

　札を貼られた体が、びくりと震ふるえる。

　すぐに背中に腕を回して、貼り付けられた札を剥がそうとするが、首を落とされた状態であるせいなのか上手く札を剥がすことができない。

　その間に、札に書かれていた文字が明滅を始める。

「これは……意外と良い感じに……」

　興味深そうにエプロンドレスの女性が見守る中、背中の札を剥がそうとしていた体が急に胸を押さえる。

　それはまるで、何かに耐えるような動きであったが、その理由はすぐに分かることとなった。

　何かが引きちぎられるような音と共に、その体の胸が観かん音のん開びらきに開かれたのだ。

　飛び散る血と肉の中から、半はん透とう明めいの牙きばを生やした口だけがついている人ひと魂だまのようなものがけたたましい笑い声を上げながら、三体出現して近くにいた別の魔物の体にそれぞれが食らいつく。

　食らいついた人魂はそのまま肉を食らいながら体の中へと潜り込んで行き、痛みに暴れる体はしばらくすると最初の犠ぎ牲せい者しやと同じように胸が開いてまた三体の人魂を吐き出す。

「屍体爆弾ゾンビーボムは連鎖技。敵を食い、食った敵を力として増えてまた別の犠牲者に食らいつく、んですが……」

　腕を組み、首を傾げながらぶつぶつと独り言のようにもらす。

「仮初の不死テンポラリーイモータルがかかってるから無理かなと思ったのですが、これいけるみたいですね」

　近くに寄ってきた人魂の頭を、よしよしと撫なでてやると人魂ががちがちと牙を鳴らして喜びながら新しい犠牲者を求めて飛び去っていく。

　辺りはいろいろと形容しがたい液体やら固体が飛び散ったり地面に落ちて溜まっていたりするのだが、エプロンドレスの女性の服にはまったく汚れた様子は無い。

　まるでそれらの汚れが彼女を避けていくように、彼女の体に触れようともしないのだ。

　普ふ通つうの人間ならば、進むことを躊躇ためらう様な惨状の中を、顔色一つ変えずに進む彼女は、ふと何かに気がついたように視線を上げるとそっと体を引く。

　その引いた体を追いかけるようにして、大気を切り裂く斬ざん撃げきが襲い掛かる。

「おや？　おやおやおや？」

　気の抜けた声を上げながら、くるりくるりと身を翻ひるがえす。

　その体をなんとか捉とらえようとする斬撃が、次から次へと繰り出されていくのだが、かする気配すらない。

「このクソアマがっ……」

「レディですよ？　酷い言われ様ですね」

　何度目かの回かい避ひで、首を失った魔物の体を盾たてにした彼女は、吹き上がる血で相手の視界を塞ふさぎつつ間合いを広げる為ために大きく飛び退しさる。

　その血しぶきの向こうで荒あらい息をつきながら、振りきった大剣を構えなおしたのは魔ま族ぞくの男のうちの一人であった。

「無手の女性にそんな無骨な武器で切りかかるなんて、無ぶ粋すいですね、魔族の方」

「誰が無手だ、化け物め」

「無手なのは間ま違ちがいないと思うのですが？」

　油断なく、魔族の持つ大剣へ目を向けながら、自分の言葉に間違いは無いことを確かく認にんする。

「お前は一体何なんだ！」

「あ、名乗っておりませんでしたっけ？」

　右手を胸にあて、左手でちょいとスカートをつまむと優雅に礼をしながら彼女は名乗る。

「クヌギ伯爵様の所でメイド長をしております、フラウと申します」

「メイド長!?」

「ま、この体はダミーですが」

「ダミーかよ！」

「えぇ、本体は街の中で術式の制せい御ぎよと管理中ですから」

　しれっと言ってのけたフラウのダミーは、体を起こしながらひょいと頭を傾ける。

　傾けた頭を掠かすめるようにして、背後から突き出されたのは槍の穂ほ先さきだった。

「二対一で背後から奇き襲しゆうって酷いと思いません？」

　引き戻もどしてからの追撃や、横よこ殴なぐりへと変化するのを警けい戒かいしてなのか、ふわりと横に飛ぶフラウ。

「しかし、男性の魔族の方は二人残っていた気がするのですが」

　槍を引き戻して、構えに戻ったのは魔族の女だった。

「どちらかにお隠れですか？」

　尋たずねたフラウに答える声はない。

　睨み付けてくる二対の瞳を、大して感情を込めずに見返しながら考えていたフラウは、ふと何かに気がついたようにぽんと一つ手を叩たたいた。

「なんだ。最初の首狩兎に巻き込まれて首が無い状態なんですね」

　どちらのものかは分からなかったが、ぎりっと歯は噛がみする音が聞こえたがフラウは気にしない。

「奇襲をかけようとして、範はん囲い攻こう撃げきに巻き込まれるとか、間抜けすぎません？」

「黙れ化け物っ！」

「しかも初撃ですよ？」

「黙れと言っている！」

　叫び声と共に振り下ろされる大剣をまたするりとかわして、視線だけで槍の魔族を牽けん制せいしつつフラウは黒い立方体へ手を突っ込む。

　今度はまさぐるようなまねはせずに、即そく座ざにその手をするりと抜き放つと引き抜かれたのは。

「あら、これですか……」

　呆あきれたようなフラウの手には巨きよ大だいなはさみが握られていた。

　刃の部分だけで１ｍほどあるそれを背中に担かつぐようにして構えたフラウは、そっとその名前を告げる。

「魔ま術じゆつ名〈肉切鋏ブツチヤーズシザー〉。比ひ較かく的大人しいものですよ？」

「ほざけっ！」

　振り下ろした状態から切り上げてきた大剣をまたするりとかわして、今度はかわした方向へつきこまれた槍の穂先を鋏はさみで弾はじく。

　弾かれた穂先を魔族の女は、ちらりと確認するが折られたり切られたりしたような形跡は無い。

「これもまた、クセのある魔術でして」

　体の周囲でくるくると、鋏の刃を回してからまた背中に担ぐような構えに戻るフラウ。

　その周囲で、立ち尽つくしていた魔物達の体が、ばっさりと断ち分かれて地面へぼとぼとと落ちる。

「物への攻撃はたいしたことがないんです。ただ、肉だけはこのようにばっさりとイケたりしますが」

「趣しゆ味みの悪い……」

　思わずといった感じで魔族の女が漏らした言葉に、フラウがにこりと笑う。

「魔族の方のお言葉ですから、褒ほめ言葉と受け取りますね」

　右手一本で巨大な鋏を担ぎ、左手でスカートをつまんでちょこんとお辞じ儀ぎをしてみせたフラウに、二人の魔族は盛せい大だいに顔をしかめるのであった。







　あまりに場ば違ちがいな動作のフラウに、二人の魔族は顔をしかめるが、だからといって追撃の手を緩ゆるめるようなことは無い。

　周囲の魔物達を巻き込みながら振り回される大剣を、フラウは時に回避し、時に鋏の刃を添そわせて受け流しながら立ち回る。

　重量差で言えば圧あつ倒とう的てきに勝まさるはずの大剣であるが、フラウがそれを受け止めようとしないのであれば、いくら重量があっても関係が無い。

　渾こん身しんの力を込めて放つ斬撃が、魔物か空しか切れないことに魔族の男は焦燥感を募らせていくが、不用意な一いち撃げきを放てば、即座に鋏の刃が肉を切り取りに来る。

　フラウは鋏をただ挟んで切る道具としては扱あつかっていない。

　片方のリングだけを握って振り回せば、刃側は長大な剣となり、峰みねの側は堅固な鈍どん器きになる。

　しかも畳たたんだ状態で振り回すのと、開いた状態で振り回すのとでは間合いが倍も異なるそれをフラウは開いたり畳んだりを不規則に繰り返しながら振り回すので、全く間合いが取りづらい。

　何度目かの打ち合いで、魔族の男が体勢を崩した。

　縦に振り下ろした大剣の腹を、フラウが鋏の先で突いたのである。

　流れた魔族の男の体目掛けて、鋏の刃を叩きつけようとしたフラウは、舌打ちしながらまた間合いを外す。







[image: ]







　それはさせるものかと女魔族が槍を突き入れてきたせいだった。

「やっぱり二対一ってずるいと思うんですよ」

　さらに突いてくる槍の穂先を鋏で弾きながら、フラウがぼやくが女魔族からの返答は無い。

　彼女は彼女で必死だったからだ。

　一つ気を抜いただけで、あっさりと首か胴が真っ二つにされると言う現実から受ける重圧が、女魔族から余よ裕ゆうを全すべて奪い去っている。

　いくら魔族が能力的に優すぐれているからと言っても、無限に体力が続くわけでもない。

　必死に突つき入れる槍やりの穂先のスピードは、徐じよ々じよに遅くなっていくのだが、そこから反はん撃げきに転じようとするフラウを、息と体勢を整えなおした男魔族が大剣で割り込んでくる。

「埒らちがあきませんね、これ」

　溜息をつきながらスカートの裾を翻して、フラウは気負った様子も無く大剣をかわす。

　その表情には疲つかれの色は無く、息に乱れも無い。

　ダミーの体だからと言ってしまえばそれまでのことだったのだが、それにしてもその性能はおかしすぎると言えた。

　そんな疑問が魔族の二人の顔に出ていたのか、フラウは鋏を肩かたへ担ぎなおすと二人と相対してにっこりと微笑ほほえむ。

「不思議そうな表情をなさってますが、何も不思議なことなんてないんですよ？」

「どう言う……ことだ？」

　荒く息をつきながら、大剣を構えなおす魔族。

　フラウは笑みを崩くずすことなくその問いに答える。

「だってここは炉ろの中で、貴方達はその餌でしかなく、私は捕食側にいるわけですから」

　最初の勢いは無くなってしまった大剣の一撃をするりとかわして、フラウはその腹に蹴りを入れる。

　蹴られた衝撃で大剣を取り落としかける男魔族は、必死にその柄つかを握り締めるが大剣を蹴られて流された分だけ体が泳いだ。

　そこへフォローに入ろうとした女魔族は、踏ふみ出した足の重さに驚おどろいて槍を突き出す速度が鈍にぶる。

　両者に起こった隙すきを、フラウが見逃すはずも無い。

　泳いだ男魔族の右脇をかすめ、遅いながらも槍を突き出してきた女魔族の右手首を薙なぐように鋏の刃はを一閃させれば、ばっくりと開いた傷口から真っ赤な血がしぶいた。

「私には力の供給が続いておりますので、疲れることがありません」

　刃に付いた血のりを、鋭するどく振りぬくことで振り飛ばしたフラウが手品の種明かしでもするかのようにそう言えば、血を噴ふき出だす傷口を押さえつつ、二人の魔族が地面に倒れ伏した。

　脇を抉えぐられた男魔族はもう大剣を振り回すことはできず、手首を抉られた女魔族は槍を構えることができない。

　的確に相手の得物に応じた傷をつけることで、反撃の手を封ふうじたフラウは振り回していた鋏を付き従う黒い立方体へと突き入れる。

　先せん端たんから黒い立方体に突き入れられた鋏は、そのまま箱の中へ沈み込んでいった。

「抵抗は以上ですか？　以上でしたらお疲れ様でした」

　本当に労ねぎらう様なフラウの言葉に、魔族の二人は返す言葉が無い。

　ただ受けた傷から流れ出る血の量を少しでも少なくするために、その部分を押さえてフラウを睨にらみつけるのみである。

　フラウはしばらく、相手からの反応を待っていたのだが、何の反応も返ってこないと悟ると溜息をつく。

「噂うわさに聞く魔族は、とんでもない実力の持ち主ばかりだと聞いておりましたから少しは手こずるかと思っていたのですが、そうでもなかったですね」

　挑ちよう発はつするような言葉にすら反応は無い。

　魔族とはもっと好戦的な種族であり、この手の挑発なら乗ってくるかとフラウは思っていたのだが、肩かた透すかしを食くらったような形になってしまう。

「お前は逃にげろ」

　押し殺ころした男魔族の言葉にフラウは少しだけ目を細める。

　脇腹から血を流し続けている傷を押さえていた手を離して男魔族がフラウの前で拳を握った。

「情報を持ち帰れ。せめてそれだけでもせねば」

「馬ば鹿かな事を言うんじゃ……」

「俺よりお前の方が軽傷だ。時間は俺が作る。行けっ！」

　女魔族の返答を待たず、男魔族は気合の声を上げつつフラウへと殴りかかる。

　確かに得物であった大剣を操あやつるだけの力は、右脇腹を大きく抉られてしまった男魔族には残されているようには見えない。

　だからと言って素す手でで殴りかかられても、相手をする身にもなってほしいとフラウは嘆たん息そくを漏らす。

「魔族の力を侮あなどるなっ！」

　渾身の右ストレートを放つ男魔族だが、フラウはその軌き道どうが予あらかじめ見えているかのようにひらりと回避する。

　だが、回避されることは織り込み済みだったのか、男魔族はストレートを放った拳を裏うら拳けんで、かわしたフラウの頭をなぎ払うように振り回す。

　だがそれもフラウには届かない。

「〈炎えん槍そう〉！」

　フリーになっている左手から炎の槍が出現する。

　それは裏拳を上半身をスウェーバックさせて回避したフラウの胸元目め掛がけて発射されたが、これはフラウの無造作な左手の一ひと振ふりであっけなく無数の火の粉に変わった。

「えーと……」

　脇腹からの出血が止まらず、息を乱れさせつつも再び構える男魔族。

　その体の向こうに、こちらも血を流し続けている手首を押さえながら、肩かた越ごしに何度も振り返りながら逃げていく女魔族の姿が見える。

　フラウはその二人をなんとなくと言った感じで眺め、自分の顎あごに右手の人差し指をあてながらポツリと呟いた。

「何か私が悪役で、貴方達がヒロインを命がけで逃がそうとする主人公ポジションになってませんか？」

「何を言って……」

「いえ、別に。ちょっとなんだか理り不ふ尽じんな雰ふん囲い気きを覚えたものですから」

　よくよく考えてみると、少し前の男魔族と女魔族のやりとりなどは、敵かなわないほど強大な敵を目の前にしたちょっと人気のある脇役と、主人公の元へ帰ろうとするヒロインとのやりとりのように聞こえなくも無い。

　どちらにせよ、フラウの立ち位置はそれを無慈悲に倒してしまう悪役その一だ。

「えっと。侵しん攻こうしてきたのはそちらでしたよね？　なんだか自信が無くなってきました」

「何の話だ」

「さて何の話だったか……とりあえず貴方あなたを狩かり取とって彼女を追いかけますか」

「させると思うかっ！」

　前ダッシュから顔面を狙ねらうとみせかけて、腹部を狙う右のボディブロー。

　とにかく一発当てなくては、フラウが女魔族を追いかけることを止めることができないだろうと判断しての男魔族の攻撃であったが、その結果を放った拳ではなくその手首から伝わる激痛が男魔族に伝える。

　フラウは男魔族の攻撃を、今度は避けようとはせずに蹴り上げた左膝と振り下ろした左肘とで挟み撃ちにしたのだ。

　ぐちり、と鈍にぶく湿った音がして男魔族の手首が潰つぶされる。

　その激痛に、男魔族が手首をもう片方の手で握り締しめながら膝をついた所へ、フラウの右回し蹴りが男魔族の側頭部を襲おそう。

　とても小気味よい音と共に蹴られた側頭部が凹へこみ、男魔族の首が通常ではありえない角度に折れ曲がる。

　フラウが振りぬいた足を地面につけて、ぽんぽんとスカートの裾を払はらった頃ころには男魔族は白目を剥いた状態でゆっくりと地面に顔面から突っ込んでいく所だった。

　頚けい骨こつ骨折に頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつとなれば、死んでいておかしくないダメージであるが、やはり男魔族に死は訪れない。

　彼かれ自身が取り落とした得物である大剣を拾ってきたフラウは、びくりびくりと痙けい攣れんをしている彼の背中へ軽々と振り回したそれを突き入れる。

　肉が裂け、骨がへし折れる音と共に切っ先が胸の真ん中から飛び出したのを確認する暇ひまも無く、フラウは今度は女魔族が残していった槍を拾い上げると、軽い足取りで逃げていった女魔族を追いかけた。

　結果から言えば、女魔族とフラウの追いかけっこは即座に終わってしまう。

　出血の多さからふらふらとした足取りで、それでもなんとかフラウの結界の外へ逃げ出そうとしている女魔族に追いつくことはフラウにとっては何の苦労にもならなかったからだ。

「来るなっ！　来るんじゃないよっ！」

　半ばスキップするように追いかけてきたフラウの姿を認めた女魔族が、どうにかフラウから離れようとしつつ叫さけぶが、傷と出血の影えい響きようで逃げ切れずに尻しり餅もちをつくように倒たおれる。

「はい、残念でした。仮に私から逃げ切れても、どうやってその体で結界を破るつもりだったんですか？」

　倒れてもなお逃げようとする女魔族に、笑え顔がおのまま近づいてきたフラウはこれみよがしに手にしていた槍をくるくると回してみせる。

「魔族を逃がさないようにするための結界ですよ？　まして貴方は手負いの身。逃げ切れるわけがないじゃないですか？」

「あいつは……？」

「あいつ？　あの自己犠ぎ牲せいの精神を発揮した魔族さんですか？　お疲れだったようでおねんねされてしまいましたから、今頃屍体爆弾ゾンビーボムの餌え食じきでしょうね。あの連鎖、まだ続いてるんですよ」

　フラウが使ったのは首狩兎から屍体爆弾ゾンビーボムへと言うコンボだ。

　即死技で作った死体から連鎖に繋つなぐ極悪コンボであるが、相手の数が多ければ多いほど連鎖は長く続き広こう範はん囲いへと広がる。

　心配していたのは最初に仮初の不死テンポラリーイモータルをかけていたので、最初の一発目だけは死体を必要とする屍体爆弾ゾンビーボムが発動しないのではないかと言うことだったのだが、上手に発動した後は順調に連鎖を続けていた。

　屍体爆弾ゾンビーボムの恐おそろしい所は、連鎖が止まらない限りはどこまでも続くことにある。

「それはさておいても、貴方にもここで終わって頂きますね」

　くるくると回していた槍をぴたりと止めて、その穂先で女魔族の胸の辺りを狙うフラウ。

　女魔族には次の一撃を防ぼう御ぎよする力も回避する能力も残されてはいない。

　もはやここまでと覚かく悟ごを決めて、女魔族が繰り出されるであろう次の一撃と襲い来る苦痛の予感にぎゅっと目を閉じた瞬間、ぶちりと湿った音がした。

「え？」

「……あ？　なん……で？」

　目の前の光景が信じられずに、槍を投とう擲てきすることも忘れて見入ってしまうフラウ。

　その視線の先にいる女魔族もまた信じられないものを見るかのように自分の腹部を見つめている。

　二人の視線が交差する場所。

　女魔族の腹部からは、服を突き破って成人男性の腕ほどの太さがある軟なん体たい生物の触しよく手しゆのようなものが突き出していたのだ。

　それはどうやら女魔族の体内から発生しているものらしく、破かれた服がみるみるうちにどす黒く赤い色に染まっていく。

「これは……？」

　手にしていた槍を両手で持ち直し、油断なく身構えるフラウの目の前で女魔族の腹からさらに新たな触手が一本突き出してくる。

　ぶちぶちと肉の引ひき裂さかれる音に、女魔族の悲鳴が混じった。

　初めフラウはそれが女魔族が追い詰められた故ゆえの反撃手段なのかと疑ったのだが、蠢うごめく触手が突き破った腹部を押おさえて、痛みにのた打ち回る女魔族の姿を見てそれは間違っていると悟さとる。

　そして三本目の触手が女魔族の腹を突き破った瞬間に、女魔族は叫び声を上げた。

「陛下ぁっ！」

　何が起こってもすぐに対応できるだけの間合いを維い持じしながら、フラウは女魔族の叫びに眉まゆ根ねを寄せる。

　魔族が陛下と呼ぶ存在は、フラウの知る限りでは一人しかいない。

　だがその一人が目の前の異常な光景とどう繋がるのかが全く分からなかったからだ。

　そんなフラウの思いなどお構い無しに、女魔族は絶え間なく襲う激痛に身もだえしながらさらに天に向けて叫んだ。

「何故なぜです陛下！　何故なのですか!?　私達たちは貴方の命令に従って……」

　悲鳴混じりの訴うつたえは、唐とう突とつに止まった。

　女魔族が激痛のために絶命したわけではない。

　仮初の不死テンポラリーイモータルはきちんとその効果を果たし続けている。

　叫び声が止やんだのは、次に出現した触手が女魔族の下あごを吹き飛ばしながら喉のどを貫かん通つうして口から吐はき出されたせいだった。

　叫びどころか呼吸すらままならなくなった女魔族の目が光を失い、うつろな瞳ひとみへと変わる。

　中断された叫びの代わりにうなり声を上げていた喉が、いつの間にか音を発することが無くなり、その状態になってから女魔族はゆらりと立ち上がり、フラウと向き合う。

「これは一体……なんだと言うんですか」

　うつろな瞳を晒さらし、口から触手を生やして、腹部からはさらに複数の触手を吐き出している女魔族は人と人でない何かの融ゆう合ごうしたような姿だ。

　服が吸いきれなくなった血をぼとぼとと地面に落としながら足を引きずりつつ、今まで自分から必死に逃げようとしていた女魔族がゆっくりと自分の方へと近づいてくる様子を見ながら、フラウは槍を握る手がわずかに汗ばむのを感じるのだった。







　敵を目の前にして誰すい何かすると言うのはありがちな話であるが、フラウに関してはそれは無い。

　明らかに敵性の存在であることが分かっているのならば、声をかけるより先に攻撃を仕し掛かけるべきだとフラウは考えているせいだ。

　そもそも、問いかけてみた所で答えが返ってくるようには見えない有様なのだから、問うだけ無む駄だと言う判断を下すのに時間は必要ない。

　地面が抉れるほどの勢いで飛び出したフラウは、構えていた槍を右手一本だけで握ると突進の勢いをそのまま叩きつける感じで右片手直じか突づきを放つ。

　その攻撃はよたよたと頼たよりない足取りでフラウへ近づこうとしていた女魔族の胸のど真ん中を貫つらぬくと、その体を後方へ吹き飛ばしながら槍の柄えの中ほどまでが埋うまる。

　本来ならばそれは確実な致ち命めい傷しようとなり得る攻撃であったのだが、フラウがかけている仮初の不死テンポラリーイモータルの効果が続いている女魔族は死ぬことがない。

「ヨグちゃん！　引きずりこんで！」

　叫びつつフラウは意識の下で継続していた仮初の不死テンポラリーイモータルと結界の二つを解除する。

　この時点において非常に幸運な事にまだ五体満足で生きていた魔ま物もの達たちがどうやら自分達の退路を断っていた結界が消えたらしいことを察して我先にと逃げていくが、フラウにとっては瑣さ末まつなことだった。

　さらに連鎖が続いていた屍体爆弾ゾンビーボムの方も、目標物が逃げていってしまうことによって連鎖が止まって消失するが、そちらもフラウは特に問題としない。

　次の瞬間には、その場にあって凄惨な光景を形作っていた全てのモノが地上から消えうせる。

　もし運悪く、それらの光景を見ている者があったのならば、ほんのわずかな時間だけフラウの周囲の広範囲にわたって真っ白な触手が数え切れないほど地中から出現し、近くにあるものを一いつ切さい合がつ財さいさらって地面へ引きずり込んだ光景を見たことだろう。

　そしておそらくは一いつ瞬しゆんのうちに正気を失って、精神を壊こわされた状態に陥おちいったはずである。

　なんだかよくわからないそれは、なんだかよくわからないままに、一いち瞥べつしただけでその生命体の精神を冒おかしつくしてしまう程ほどの禍まが々まがしさを備えていたからだ。

　それまでの光景が嘘うそだったかのように、何もなくなってしまった大地にフラウの他ほかに立っているのは、体のあちこちを破れさせ、そこから大小さまざまな太さの触手をぶらさげた女魔族の残骸だけだった。

　フラウの瞳がそれまでとは全く異なる警戒心に細められ、油断なく身構えるのに対して女魔族の方はぱっと見ただけでは隙だらけの状態で体をふらふらと左右に揺ゆらしている。

　だが、フラウの目はその女魔族をも地中に引きずり込もうとした真っ白な触手を女の体から垂れ下がっている触手が弾はじき返したのを見ていた。

　しかもそのうち何本かは弾き返されるだけでなく千切れて飛んだのだ。

　足元で待機している存在は、エミルが創り上げてフラウが延々と育てたそれなりに力のある存在である。

　それの捕ほ縛ばくを力技で弾いたと言う事実に、フラウは警戒感を一層強めていた。

　ただそれでも、フラウ達の足元にある存在は弾かれるのみではなかったらしく、女魔族の体から生えている触手のうちの何本かを絡め取って地中に引きずり込もうとしていた。

　それに抵抗するべく引っ張り返している魔族の触手との間の力の拮きつ抗こうが、その体をその場に繋ぎとめているらしい。

「酷ひどい真似まねを……する……な」

　聞き取りにくい割れた男の声がした。

　フラウの目の前でふらふらしているのは魔族の女性であったし、その喉は触手に潰されていてとても声が出せるような状態ではない。

　一体どこから声を出しているのだろうと考えるフラウの目の前で、軋きしむ音が聞こえてきそうな触手同士の綱引きを続けながら、それは声を上げる。

「いきなり……心臓を狙うとは……不ぶ躾しつけな女だ」

「生あい憎にくと、女と見られたい相手は限られておりますので」

　そう答えるフラウに、それは喉を鳴らして笑う。

　潰れているはずなのに理不尽な、とフラウは思うが実際そんな笑い声が聞こえてくるのだから仕方がない。

　それが笑うたびに肩が震え、胸の真ん中から生えている槍の柄がぷらぷらと揺れた。

「これはこれは、男に媚こびを売って尻を振ふる雌めす犬いぬだったか」

「その雌犬ですら名乗りましたのに、名乗りを上げないとはまた、犬以下ですか貴方？」

　挑発をざっくり切り返してやれば、それはとても面白おもしろい言葉でも聞いたかのようにさらに大きく体を震わせて笑う。

　その動きに合わせて新たに体のあちこちが裂け、血を撒まき散ちらしながら新しい触手が吐き出されてくる。

「口が減らない犬だな。だが我を前にしてその態度、まずは褒ほめてやろうか」

　ずるりと足を引きずるようにして、もはや人の形をした触手の塊かたまりと化しているそれが一歩前へ出る。

　その動きだけで、それを拘こう束そくしていたはずの真っ白な触手が何本かぶちぶちと引きちぎられた。

　足元から伝わる動どう揺ようの気配をフラウは思念だけで宥なだめつつ、それが進んだ分だけ後ずさる。

「名前も知らない相手から褒められた所で何も感じませんね」

　言いながらフラウは頭の中で様々な考えを巡らせる。

　引きちぎられた触手の主である、フラウやエミルが呼ぶ所の「ぷちヨグちゃん」は生半可な力ではその体に傷をつけることすら叶かなわないだけの力を持たせてあった。

　まして今しがた魔物の軍と魔族三人を食らったばかりの状態である。

　かなり充実した状態のぷちヨグちゃんを、傷つけるのではなく引きちぎると言う真似をあっさりとやってのけたそれは、侵攻してきた魔族等比べ物にならないほど危険な存在と言えた。

　もしもその触手の内の一本にでも捕つかまってしまえば、フラウ単体の力では抜け出せそうに無い。

「メイドの触手攻めとか誰得ですか……いえ、この体ならばキースさん辺りがかぶりつきで閲えつ覧らんしそうな絵え面づらではありますか」

　小声で呟つぶやいたフラウの言葉は触手の塊には聞こえなかったらしい。

「我が名を所しよ望もうするか。ならば、これを耐たえれたら教えてやろう」

　触手の一本が紫むらさき色いろの燐光を放ったかと思うと、フラウ目掛けて一閃される。

　その一撃は間合いの外からであったが、触手が帯びていた紫色の燐光が触手がなぞった軌き跡せきのままに刃と化してフラウへと襲い掛かかったのだ。

　慌てずフラウは〈魔ま盾だて〉の魔術を展開しようとして、すぐさま思考を切り替かえる。

「〈轟ごう雷らい〉！」

　空から一直線に降り注いだ稲いな妻ずまが、紫むらさきの刃と激げき突とつした。

　勇者の一撃すら防ぎきり、街の一角を壊かい滅めつに追い込んだ使う者の稀き少しような高等魔術である〈轟雷〉であったのだが、紫の刃とかちあった瞬しゆん間かんにフラウの表情が歪む。

　それはわずかにではあるが、刃の勢いにフラウの放った魔術が押し負けていることに気がついたせいだ。

　蓮弥が使っていた魔術の中から威い力りよくの高いものを選んで使用したと言うのにである。

〈轟雷〉の効果時間は短い。

　押し負けた分はそのまま、威力を保ったままフラウへと襲い掛かる。

「ぃやあっ！」

　初めてフラウが、気合の声を上げた。

　白く輝かがやくほどに魔ま力りよくを込められた両の手のひらが、フラウの体を両断しようと襲い来る紫の刃を白しら刃は取どりの要領で挟み止めたのだ。

　激突した紫と白の魔力はフラウの周りに風となって吹き荒れ、フラウは髪かみやスカートをはためかせながら胸の前で合がつ掌しようした形で立ち尽くす。

「ほぉ、耐えたか。それなりではあるか」

　触手が笑みを含ふくんだ声で言う中、フラウのエプロンドレスの右肩と左脇腹が裂けた。

　殺しきれなかった威力が、フラウの体に届いた証あかしである。

　黒い布地の下から白い肌はだを覗のぞかせ、その白い肌から真っ赤な血を流したフラウは傷を押さえる事も無く、押し殺した声で言う。

「名前、教えて頂けるんでしたっけ？」

「良いだろう。その耳に、我が名を聞く栄えい誉よをやろう」

　もったいぶった触手の塊が放つ声に、フラウの額に青筋が浮かぶが触手はそれには気がつかない。

「我は魔ま王おう。魔王ストラス＝ヴァサーゴ。この名を魂に刻むがいい」

「はぁ左様で。ところでその格好が本体ですか？」

「馬鹿か貴様は。魔王たる我の本体がこんなものなわけがないだろう」

　フラウの質問に、鼻で笑うように答える魔王ストラス。

　笑われていることはとりあえず意識の外へ置いておくことにしてフラウは考える。

　つまり目の前で蠢うごめいている触手の塊は、魔王の分身か端末か、とにかく本体ではなく本体からの操作で動いている何か、ということだ。

　それは現在フラウが使っているダミーの体と同じ事をしていることになるのだが、一つ大きく違ちがうのは操作するものと本体との距きよ離りだった。

　フラウの本体は蓮弥の居城の謁見の間に安置されており、ダミーとの距離はそれほど大きく開いているわけではない。

　だが、魔王の分身っぽいものは魔族の支配領域のどこかに、おそらくは中心部にある魔王城にいるであろう魔王が操作しているのだとすれば、フラウが行っている操作距離の何万倍になるかわからない距離から操作していることになる。

「本体、どんな能力してるんですか……」

　自分で行っている作業だからこそフラウには分かるが、この手の作業は本体と操作物の距離が離はなれれば離れるほど難易度が上がる。

　少なくともフラウは、今自分が操作している大人バージョンの体を魔王と同じ距離で今のように操作できるとはかけらも思っていない。

「壮大な無駄、とも言えますが」

「貴様、何をぶつぶつと……」

　言葉を発しかけた分身体の真上から雷らい撃げきが降り注ぐ。

　それを危なげなく防御の魔術で防いで見せた分身体であるが、雷撃が止やむと同時にフラウの姿が目の前に迫せまっているのに気がついて触手をざわめかせた。

　一方フラウは、接近と同時に右の前蹴りを触手の塊の中心部目掛けて放ち、靴くつが肉を穿うがつ鈍い音をさせた後、足首に触手の一本が巻きつくとその巻きついた触手を足場にして、左の回し蹴りで分身体を蹴り飛ばす。

　その際に、絡め取られた右の足首から、小さく乾いた音が響くがフラウは表情を変えない。

　蹴られた拍ひよう子しにフラウの足を解放してしまった分身体は、その体を拘束していた真っ白な触手の拘束から蹴られた勢いで逃のがれながら、かなりの距離を飛ばされる。

「右足首骨折……痛覚遮しや断だん」

　呟いたフラウは折れているらしい足首をものともせずに両足で大地を踏みしめる。

「この体、一応戦せん闘とう用でもあるのですが、それよりもマスターにご奉仕する為ためにと作ったものなんですけどね」

　声に怒いかりの感情をたっぷりと含ませてフラウが蹴り飛ばした魔王の分身体を睨み付ける。

「貴方のおかげでけちがついてしまいました。もうこれ廃棄します」

　廃棄する、と言った途と端たんにフラウが身につけているエプロンドレスの両りよう腕うでの、袖そでから肩にかけた布地が一気に吹き飛ぶ。

　その下から現れた真っ白な両腕は、轟ごう々ごうと燃え盛さかるような魔力の輝きを帯びて亜あ麻ま色いろの髪や残った衣服をはためかせる。

「貴様の主あるじは人形遊びが趣味なのか？」

　蹴けり飛とばされたダメージがほとんど感じられない分身体。

　挑発されるがままに、再度突進したフラウを無数の触手が襲う。

　厚く魔力を帯びた両腕で、フラウはそれらを弾きながら突進するが、二本しかないフラウの両腕に比べて分身体が放つ触手は無数にある。

　その数の差が、弾ききれない攻こう撃げきを生み、フラウの体を傷つける。

　だがフラウは前進を止めない。

　ついに捌さばききれなくなった一撃が、腹部に深々と突き刺ささってもフラウは表情も変えず、傷口が広がるのもお構い無しに前進すると、魔力を帯びた両腕を触手の塊の中心部に突き入れた。

「ダミーとは言え思い切った使い方をする。それだけのもの、作るのはさぞ手間であったろうに？」

「魔王ごときの臭くさい手が傷つけた体など、マスターにお見せできるわけがないでしょう」

「口の減らぬ奴やつだ」

　突き出していた触手が引き戻されて、その中心部に両腕を突っ込んでいるフラウの全身に巻きつく。

　回かい避ひなどできるわけもなく、拘束されたフラウの体は、触手に締め上げられてあっけなくあちこちから骨の砕くだける音が響いた。

　だが、痛覚を遮断している状態のフラウの表情は動かない。

「何をするつもりか知らぬが、その前に捻ひねりつぶしてくれよう！」

　骨を砕く音が更に響ひびき、フラウの体のあちこちから血や肉を突き破った骨が姿を現す。

　曲がってはいけない方向に関節が曲がり、その姿はまるで子供の癇かん癪しやくに付き合わされて壊れた人形のようになってしまった。

「手て遅おくれですよ、既すでにやることは実行済みです」

　体中をぼろぼろにされていながらも、無傷のまま残っていたフラウの顔が触手の中でにやりと笑う。

　その笑みの意味を理解できない魔王は、次の瞬間に自分が絡め取っているフラウの体の中から湧わき上あがるように感じ取れる魔力の奔ほん流りゆうに言葉を失う。

「マスターから頂いた魔力の一撃。魔王の分身如ごときに防げるものではありません」

「これが……人族の魔力だと言うのか。これはまた、本人と会うのが楽しみになるな」

「えぇ、楽しみにしていなさい」

　砕かれてゆく体を、さらに触手の奥おくへと押し込み、唇の端から赤い血を流しながらフラウは囁ささやく。

「マスターとの邂かい逅こう。それが貴方の最期になるのですから」

　その言葉を引き金にして、何もかもが白い光で埋うめ尽つくされた。







エピローグ　一旦合流らしい







「龍りゆう人じん族への食料と物資の供給？　えーとまぁ、できなくはないの。でも搬はん入にゆう経路はどうするの？」

「転送門の常時使用、経費はあちら持ち。龍人族の大陸で流通している通貨で払ってくれるそうだ。一度に大量に運べなくても、せっせと小分けにして運べばなんとかなるだろうって……あの、フラウ？」

「消費魔力とクールタイム考えたら、非常に効率の悪い運搬方法なの。でも仕方ないと言えば仕方ないの。大型の竜りゆうに運搬してもらって、似たような効率しか出せない気がする上に、速度的には圧あつ倒とう的てきに転送門に負けるわけなのだけれども……って、呼んだの、マスター？」

　龍人族の賢人会等というフラウにとってはどうでもいい組織の長おさが書いたと言う書面に目を落として、内容を読み進めていたフラウは、どこか控ひかえめに問いかけた蓮れん弥やの声に視線を書類から上げた。

　書類に書かれているのは細々とした運搬契けい約やくや費用の支払い方法についてであり、抜けや落とし穴が用意されていないかどうか隅すみ々ずみまで調べていたフラウだったのだが、拍ひよう子し抜ぬけするくらい簡素で、罠わなのしかけようもないくらい明めい瞭りような内容に、逆に心配になって何度か繰くり返かえして読み直してしまう。

　そんな最中に名前を呼ばれたので、思わず返した言葉が平坦なものになりかけて、フラウは内心で慌てつつも表情は取り繕つくろって蓮弥に向かい合った。

「また面めん倒どうを持ち込んで申し訳なくは思うんだが……なにか不ふ機き嫌げんそうだな？」

「ぐぬっ……」

　思わず上げかけた声を飲み込もうとすれば、妙みようなうめき声のような言葉になってしまってフラウは赤面しつつわずかに蓮弥の顔から視線を外す。

　不機嫌かと問われれば、不機嫌ですと答えざるを得ないのが今のフラウの心境である。

　かなりの時間とコストを費やして造った自分のダミー人形を、完かん膚ぷなきまでに破壊されてしまったのだから仕方がないじゃないかとフラウは思うのだが、事情を知らない蓮弥にその不機嫌さを伝えてしまってはメイドとしては不合格だ。

　クリンゲの防衛戦に関しては、蓮弥達たちにはフラウから蓮弥から搾しぼり取とった魔力を使った都市全体を巻き込む魔ま術じゆつ陣じんを使用して撃退した、とだけ伝えてある。

　調べられても困るので、都市級魔術陣の中には都市全体を結界で覆う機能と、都市に近づく物を無差別に焼き払う機能の二つをダミーとして組み込んであった。

　これらの機能に蓮弥の魔力をしこたま突っ込んでなんとか撃退したと言うことにしたのである。

　実際この二つの機能だけでも敵軍の撃退は可能だったろうとフラウは思っている。

　使わなかったのは単に趣しゆ味みの問題だ。

　それはともかくとして、魔王の分身体が敵軍の中に紛まぎれており、それとフラウのダミーが戦闘になったことの方は誤ご魔ま化かしようも無く、大体ありのまま蓮弥へ報告してあった。

　誤魔化すことができなかった理由は、フラウの最後の自爆技のせいである。

　あの一いち撃げきはフラウが蓮弥から搾り取った魔力のほぼ半分を注ぎ込んだ一撃だった。

　残り半分は最初の魔術陣の起動と地じ獄ごく炉ろの維持に使ってしまっていたので、あの時点における瞬間火力としては最大のものを叩たたき込んだフラウなのだが、結果としては魔王の分身体の討とう伐ばつには成功した。

　ちょっとでもその死体が残っていると、ロクなことが起こらないような気しかしなかったので完全に消しよう滅めつさせるべく魔力を撃うち込んだフラウなのだが、引き換えにフラウのダミーの消滅と、ダミーと分身体が居た場所に直径数ｍで深さが全く分からないと言う大穴をこさえることになってしまっている。

　ただ爆ばく発はつさせただけだったのならば、至近距離にあるクリンゲの街への被ひ害がいも相当なものに上ったことだろう。

　そのくらいのことはフラウも戦闘中に考えていたようで、威い力りよくの全すべてを垂直方向にのみ集中させたからこその大穴だったのだが〈探査〉の術を使ってみても底がどのくらいの深さになっているのか全く分からず、現在は不用意に近寄って誰か落ちたりしないように「近寄るな危険」の立て札と共に柵さくが設けられており、穴には近づけないようになっている。

　魔王の分身体の襲しゆう撃げきを誤魔化せなかったのはこの穴の存在のせいであり、他のそれっぽい理由を思いつけなかったフラウのせいであった。

　街に大きな被害を及ぼしかねない規模の魔術を放ったことを、フラウは蓮弥に怒おこられるものと思っていたのだが、話を聞かされた蓮弥は少し困ったような笑顔を浮うかべて、ただフラウの頭を撫でるに留とどまった。

　その蓮弥が何故クリンゲに戻もどってこられたのかと言えば、当然ながら龍人族の都市からクリンゲへの直通の転送門が開通したからである。

　救援物資の搬入経路を確保しろ、と命じられた龍人族の賢人会は、流石さすがにこの期ごに及およんでは躊躇ためらったり文句を言ったりすることもなく、都市からクリンゲへの直通転送門の設置に同意し、持ちうる能力と体力を昼夜を問わずに駆く使しした突とつ貫かん工事を行って転送門を設置した。

　これにより蓮弥は人族の中で最も竜の巣に近い転送門を持つ者となったのだが、それに関しては蓮弥はどうでもいいし、だからなんだくらいのこととしてしか認にん識しきしていない。

「とにかく何か食えるもの、それが優先だ。どうにも龍人族は何回かの戦闘で、食料を相当やられているようなんだ。兵士や賢人会はどうでもいいんだが、市民が飢うえると言うのはあまり見たい光景じゃない」

　蓮弥に言わせれば、ロクな手も打てずにずるずると戦線を後退させた賢人会も、まともに防衛戦を行うこともできなかったらしい兵士も、共に保護するに値あたいしないと思っている。

　兵士に関しては、上の無能さも関係してくるだろうから多少同情する余地が残されているとは思うのだが、賢人会に関しては飢えたくないなら何か起死回生の妙みよう案あんの一つや二つひねり出してから物を言えとしか思えない。

　ただ、市民に関しては今回の戦争にはなんら負う所が無く、ひたすら被害者であるだけに蓮弥の同情の的になっていた。

　それ以外はもののついで、と言う奴である。

　飢える、と言う現象は恐おそろしいと蓮弥は思っていた。

　何故そう思うのかと言う理由に関しては、いくら考えても心当たりが無かったので、もしかすればこちらの世界に来たときにきれいさっぱりと消去されたらしい記き憶おくの残ざん滓しかなにかなのだろうかと思ったり、美味おいしいものを求める気持ちが強いことも関係しているのかもしれないが、とにかく飢えると言うことに蓮弥は恐きよう怖ふを覚えるのだ。

　だからこそ、支援物資の食料だけは急いで送らなくては、と考えてしまう。

「すぐ送れる食料は……〈エルフ豆っぽいもの〉〈エルフ豆じゃないかなぁってもの〉〈エルフ豆だといいなぁってもの〉〈エルフ豆に見えなくも無いもの〉くらいなの」

「おい……？」

「冗じよう談だんなの。マスターお顔が怖こわいの」

　低く押し殺ころした声を上げて真顔で顔を近づけてきた蓮弥に、慌あわてて両手を振って弁解するフラウ。

　もちろん冗談のつもりで口にした言葉であったのだが、思ったよりも蓮弥の急所に突つき刺さしてしまったらしいとフラウは慌てる。

「冗談抜きでも、エルフ豆なら在庫かなりあるの」

「豆だけと言うのもなぁ」

「食べられるだけ幸せだと思うの。あ、いやマスター本当にお顔が怖いの。ちゃんと他の物資も送るから、威い圧あつしないで欲ほしいの」

　蓮弥の視線が険しくなったのを感じ取ったフラウは、すぐさまエプロンドレスのポケットから紙片を取り出してさっと目を通す。

　それはあらかじめ調べてきていたクリンゲの倉庫内の目録だ。

　そんなものを持っているのであれば最初からそれを出して話せばいいのにと蓮弥は思ってしまうのだが、一応とは言えフラウは妖よう精せいに分類される存在であり、いたずら心とでも言うのかそう言った脱線を好む傾けい向こうがあるようだった。

「穀物類はちょっとやっぱり厳しいの。クリンゲでも購こう入にゆうに頼る所が大きいものだから。お肉関係はマスターのインベントリから倉庫に移した分が相当あるから、これと豆でかなり量は稼げるけど……調味料関係も在庫は厳しいの。あっちに残っている分は無いの？」

「塩くらいか。元々調味料なんかは高価でそれほどたくさん備び蓄ちくされているものでもないしな」

　クリンゲに於おいては各種調味料がさほど苦労せずに手に入るようになっているので、言われないと気がつかなかったりするのだが、この世界において一いつ般ぱん的に調味料と言えば塩か酢すがメインで、他はほとんど使われていない。

　蓮弥の好物である味み噌そや醤しよう油ゆはそもそもがエルフの国の産物であり、人族の国に出回ることはほとんど無い代しろ物ものであるし、砂糖はきちんと精製されていない黒っぽいものですら高級品扱あつかいで庶しよ民みんの口に入ることはほぼ無い。

「クリンゲの備蓄が異常なの。それでも状じよう況きようを考えると他の都市に回せるだけの量は無いの」

　飢えさせたくないと考える蓮弥ではあるが、どうせ食べさせるなら美味しいものとも思ってしまう所がやや現実が見えてない、とフラウは心の中だけで思ってしまう。

　戦争中である上に負けまくって領域のかなりの所まで攻め込まれていることを考えれば、塩と豆と肉だけしか提供できなかったとしても量さえあれば飢えないばかりかお腹を満たすことすら難しくないはずだ。

　そこに味やら質やら種類やらを求められても困ってしまう。

「マスターらしいと言えばマスターらしいの。……だから無下に断りづらいの」

「何？」

「こっちの話なの。クリンゲの住民の食事の質を落とさない程度で、調味料も提供することを考えるの」

「すまん、無理を言ってるとは思うんだが」

　申し訳なさそうな表情になる蓮弥。

　自覚があるならば妥だ協きようして欲しい所なのとフラウは思う。

「先行して豆と肉を送るの。質はともかくとしてとにかく飢えないことを最優先にするの。その他は状況を見ながら少しずつ送るの。それで妥協して欲しいの、マスター」

「分かった。無理を言っても仕方の無いことだしな」

　求めすぎれば天てん井じようの無い話であり、フラウがこれが限界だと言うのであれば間ま違ちがいは無いのだろうと蓮弥が折れる。

「お金は売るほどあるのだけど……やっぱり売り渋りが始まってるの」

　魔族との戦争が始まっていることは、この世界に存在する全ての大陸でおよそ知られる話になっていた。

　そんな話が広まれば、食料関係を扱う商人達はどうしても手元にある食料を売ることを嫌いやがり、流通量を減らしてしまう傾向がある。

「クリンゲの生産能力をなんとか上げて……それでもやっぱり時間は必要なの」

「え？　ここでそんなに多くの種類の作物栽さい培ばいしてたか？」

　蓮弥の知る限りでは、クリンゲ内部で作物と言えばエルフ豆くらいしか無いと思っていた。

　これは自分が空きスペースがあるならば植えるようにと指示したものであるので、知っていて当然なのであるが、それ以外にも作物がクリンゲで作られていると言うのは初耳だったのだ。

「試験的になの。マスターの言うお米を初めとした色々な作物を、魔力を含んだ水で促そく成せい栽培する施し設せつがクリンゲにはあるの」

　魔力はそこまで万能なのか、と蓮弥は思ってしまうが実際は蓮弥が想像しているような話ではない。

　きちんと編みこんだ術式によって植物等の成長しようとする力に増ぞう幅ふくをかけて成長速度を速めているだけであって、植物に魔力を注ぎ込めば早く成長するのか、といえばそれは違う。

　単に魔力に汚お染せんされたわけのわからない妙なものができあがるだけだ。

　この辺りの技術はエミルの専売特許であり、フラウもあまり詳くわしいことを知っているわけではない。

「初耳だぞ。いつ作ったそんなもの」

「クリンゲの設計当初からあったの。スペースの有効活用の為に太陽の光を地下に導いて、地下のスペースで作物を作り上げる設備なの。完全に機能すれば、クリンゲは単体無補給で十年は篭ろう城じようできる都市になるの！」

　クリンゲの設計に携わったのはフラウとエミルの二人である。

　一体お前達は何と戦うことを想定してそんな設備を作り上げたと問いただしたくなる蓮弥ではあったが、今はその無駄に周しゆう到とうな設備の存在がありがたい。

「魔力で促成栽培と言ったな？　必要なのは量か？　質か？」

「主に量なの。でももうかなりの魔力をそちらに振ふり分わけているからマスターの魔力は供給過か剰じようになるの」

　蓮弥の居城の地下にある、地獄炉をカモフラージュするために作った泉の設備から流れ出る水の一部はこれに使われているのだが、そちらの設備についてはフラウは蓮弥に説明するつもりも、存在を教えるつもりも全く無い。

「しかし……」

「マスター、急せいても良いことはないの。ちゃんとフル稼働させているからちょっと時間が欲しいの」

　大体、蓮弥の有り余る魔力をそのまま植物に注いでしまったら何ができあがるのか分かったものではない。

　やや不満そうな蓮弥がその辺にあるエルフ豆の蔓などに自分の魔力を注ぎ込むような真似をしないように釘くぎをさすためにはどんな説得が良いのだろうとフラウは頭を悩めるのであった。







幕間　七人のフラウらしい







　クリンゲの街、という場所には実は住民ですら一体その区画で何が行われているのかわからないという区画があちこちにある。

　大体は軍事的機密区域であるとか、政治的機密区域という名前がつけられ、一般的な住民には関係のない場所であるということを声こわ高だかに主張することで、人が寄り付かないようにされているのだが、その中で何が行われているのかわからない区画というものは、実は蓮れん弥やの住居である領主の城の中にも、メイド達や兵士達が間違って入ってしまわないように、警告が行われている区画というものが幾つか存在していた。

　これは、クリンゲの主あるじであるところの蓮弥ですら、エミルとフラウという二人の少女によって、中に入らないようにといい含められており、何かしら不穏当なものを感じつつも蓮弥は、触らぬ神になんとやら、という言葉を守って特に追つい及きゆうするような真似まねはしていない。

　話は、そんな場所のひとつから始まる。

「諸君、よく集まってくれたの」

　暗い部屋の中にあるのは、大きな円卓が一つ。

　光源のないその部屋には、人がいるのはなんとなくぼんやりとした輪りん郭かくが見えるのでわかるのだが、その者がどのような顔をしているのかまでは、闇やみに閉ざされてみることができない。

　その円卓の席に座るいくつもの人影のうちの一つが重々しく口を開いた。

　しかしその声は幼い少女のものであり、雰ふん囲い気きに比べるとあまりにギャップがありすぎる。

「本日、皆に来てもらったのは他でもないの」

　怪しげに話を始めるには、最初にこういうべきというお手本でもあるかのようないい方ではあるが、声と雰囲気のギャップのせいで、他の誰かが聞いていたら笑いをこらえるのに一苦労しそうな光景である。

「前置きが長いのー」

「さっさと始めろなのー」

「引っ込めオリジナルなのー」

　そんなもったいぶったような口調にいきなり飽あきがきたのか、他の参加者が口々に勝手なことをいい出す中、最初に口を開いたオリジナルと呼ばれた少女は、しばらくじっと黙ってそれらを聞き流していた。
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　しかし、いつまで経たっても他の参加者が黙らないのを見てとると、いきなりその小さな右手でもって拳こぶしを握り、それを円卓の上へと思いっきり叩たたきつける。

　叩きつけた本人は、おそらくその音でもって他の参加者の無駄口を塞ふさぎたかったのだろう。

　しかしぺちん、という迫力という言葉からはやたらとかけ離れた音しかせず、その意図は果たされないかに思われた。

　それでも音と動作は参加者達に伝わったようで、それまで口々に勝手にしゃべり続けていた者達が、いちおう口を閉じる中、肩を震わせたオリジナルと呼ばれた少女が円卓に叩きつけたせいで赤く腫はれてしまった拳をそっと背後へ隠しつつ、反対側の手の人差し指でびっと指差して大声を上げる。

「うるっさいの！　黙れなの！　これは大事な会議なの！　勝手にしゃべるななのっ！」

　かなりの剣幕でもってまくし立てるようにオリジナルが叫ぶと、他の面々はいちおうその叫びに対していうことを聞く気になったのか、それまで適当にしゃべっていた口を閉ざして、全員がオリジナルと呼ばれた少女の方を向いた。

　その様子にオリジナルと呼ばれた少女はようやく満足したのか、小さく鼻を鳴らす。

「今日の議題はこれなの。ちゃんとみんなで考えるの」

　会議の音おん頭どを取るように、オリジナルと呼ばれた少女がぱちんと一つ指を鳴らす。

　すると少女達が囲んでいる円卓の天板が、淡く青い光を放ち始めた。

　その光に照らし出されて顔の造形が分かるようになると、オリジナルと呼ばれた少女の顔形が徐じよ々じよに明らかになっていく。

　それはフラウであった。

　いつものメイド服姿で円卓の上に肘ひじをつき、組んだ手の上に顎あごを載のせて、難しい顔で周囲を見渡している彼女であるのだが、その場に誰か他の者がいたら、そのフラウが見渡している光景を目にして息を呑のむか、自分の精神状態を疑うか、あるいは助けを求めて神に祈りを捧ささげたことであろう。

　もっとも、この世界の神に助けを求める行為自体が無駄ではないか、とフラウの主ならば評したかもしれないが。

　円卓を囲んで座る複数の小さな人影。

　その全すべてが全く同じ顔であり、さらにその同じ顔はオリジナルと呼ばれたフラウその人とも同じ顔であったからだ。

「いくら分けても分霊の格が落ちないっていう概がい念ねん。マスターの世界は不思議なの」

　知ってしまえば応用することは難しくない。

　フラウの主である蓮弥の頭の中からフラウが引き出した情報は、異世界の妖よう精せいの手によって都合よく歪ゆがめられ、改ざんされて利用されていた。

　それを蓮弥が知れば、どのような顔をしたのか、フラウには知る由よしもない。

「ところでそれはなんなの？」

　円卓についているフラウの一人が、円卓の青い光の中に浮かび上がったものを指差す。

　どういう仕組みでそうなっているのかは傍はたから見ても全く分からないが、円卓の天板から発せられた青い光の中には半透明の映像が映し出されている。

「うっすいエルフの裸なんて、需要ないのー」

「アルファ、もうちょっと歯に衣きぬ着せるの……」

　アルファと呼ばれたフラウの分霊は、つまらなそうにそっぽを向き、げんなりとした表情のオリジナルがあまり気の入らない言葉でもってそれをたしなめた。

　アルファと呼ばれた分霊のいう通り、青い光の中に浮かび上がるのはクロワールの全身の立体映像である。

　そしてその体に衣服はまとわれていない。

「今回の議題には必要ないから、省略しただけなの」

「その議題ってなんなの？」

　別の分霊の質問に、オリジナルは一つ頷うなずいてから答えた。

「フラウは、マスターにお仕えするようになってからそこそこ経つのだけれど、どうもマスターの認識の下もと、この格好で固定されてしまったようなの」

　元々フラウは、ある程度の年齢の外見をしていた、ような記憶がフラウにはある。

　しかしながら、あの廃屋で蓮弥に発見された時、魔力が枯こ渇かつしかけていたフラウは、その足りない魔力でもって存在を維持するために、見かけなどを幼い少女のものへと変化させた。

　その時のフラウの姿が、認識として蓮弥の中でほぼ固定化されてしまったせいで、フラウは力を取り戻すばかりか、元々よりもずっと強化された現在に至るまで、幼女の姿のままでいるのである。

「これはもう仕方ないの。マスターにお仕えする以上は受け入れないといけない現実なの」

「この姿の方が都合がいいこともあるのー」

「意見は控えるの。でも、この姿だから見過ごされてることも多いのは事実なの」

「マスター、幼い子供には甘いの。でもそこがマスターのいいとこなの」

「でも、あんまり度が過ぎると、幼女趣味なんていう悪評が立ちかねないの」

「……アルファからデルタまで、ちょっと黙るの」

　オリジナルが額に手を当てながら渋い声を出せば、再び勝手にしゃべり出そうとしていた各自がそっと自分の口を押さえて黙り込む。

　ちなみに彼女達にはそれぞれ、アルファ、ブラヴォ、チャーリィ、デルタという呼び名が振られており、それは戦争映画などでたまに持ち出されるフォネティックコードから来ているのだが、これもフラウが蓮弥の頭の中から入手した異世界の知識であって、この世界の住人には通用しない。

　円卓にはオリジナルのフラウのほかに六人のフラウが席についており名前としては他にエコーとフォックストロットがいるのが分かる。

「とにかく！　フラウの姿はたぶんこのままなの。フラウとしてはそれは構わないことなのだけれども、マスターとその……なんていうの？　親密な関係を築く場合、ちょっとこの外見は問題になるような気がして仕方がないの」

「イチャコラブするためには幼女の姿が邪魔だと、はっきり言えばいいの」

「アルファーっ!!」

　台詞せりふの途中を口ごもったオリジナルに対して、アルファがにやにやとした笑いと共にそんな言葉を投げかければ、悲鳴のような声と共に膨ふくれ上がった魔力塊かいがアルファを襲おそう。

　だがそれをアルファはつまらないものでも見るような目でもってちらりと一いち瞥べつしただけで、自分への直撃コースを辿たどっていた魔力の塊を、明後日あさつての方向へと弾はじき飛ばしてしまった。

　暗闇の中へと消えていく魔力の塊を、他のメンバーが視線でおいかければ、暗い空間の中をかなり小さくなるまでひたすら飛んでいき、かなり経ってから相当遠くで小さな爆発が見え、わずかな振動が床から伝わってくるのが感じ取れる。

「ここ、マスターのお城のはずなのに、一体どれくらい広さがあるの……？」

「たぶん、なんかズルして空間を騙だましてるの。その辺りはオリジナルに聞けば分かるの」

「そ、その話は今重要ではないの」

　慌あわてふためくオリジナルは、話の方向を無理やり戻すかのように、円卓の上に立体的に映し出されているクロワールの姿をびしっと指差した。

「そういうわけだから、マスターにご奉仕するための体を作りたいの。そのための参考情報なの！」

「はい、これ却きやつ下か」

　オリジナルのそのような宣言を受けて、アルファが円卓の上に映し出されているクロワールの映像を、無造作に指で弾いて消し飛ばした。

　あまりにぞんざいな扱いを見て、フラウが言葉を失う中、悪びれた様子もなくアルファが告げる。

「走っても跳んでも揺れない、つるぺたすっとんなんて、作るだけ無駄なの」

「でも、あれだけ動いても見えないパンツは、世界の七不思議に数えてもいいの」

「くっだらない七不思議なのー」

「あと六つ考えるのが大変なの」

　また勝手に始まる雑談を咎とがめても無駄だろうと考えて、フラウは消されたクロワールの裸ら身しんの代わりのものを円卓の上へと映し出す。

　今度映し出されたそれは、最初に映し出されたクロワールに比べると、胸の辺りや腰の辺りのボリュームが段違いである。

　しかし、オリジナルが映し出したそれは、他のフラウ達にはすぐには誰の裸身であるのか分からず、説明を求めるようにオリジナルへと視線が集中した。

「これ、トライデン公国、大公陛下なの」

　さらりと紹しよう介かいされた裸身の主の名前に、今度は全員の視線が映像の方を向いた。

　いわれてみると確かに、映像の人物の顔にはどこかで見たような覚えがあり、あの大公だといわれれば、なるほど彼女かと納なつ得とくできるくらいの映像ではある。

　しかしながら、一体どこから大公の身体的数値を引っ張り出してきたのかという疑問が残り、答えを求めるかのように、また全員が同じタイミングでもってオリジナルのフラウへ目をやった。

「推測なの。でも、フラウのシルキーとしての衣服仕立技能を駆く使しした結果だから、誤差は少ないと思うの」

「これはまぁ、確かに暴力的な色気に満ちてはいるの」

「とてもシオン姉様の母上様とは思えないの」

「でもちょっと下っ腹辺りに油断が見え隠れなの。そこを気をつければいけるかもしれないの」

　一瞬、オリジナルのフラウはフォローを入れるべきか迷った。

　若く見えるとはいっても大公は二人の娘を持った母親であり、そこそこの年齢を重ねてきている。

　それを考えれば、許容範はん囲いであると思うオリジナルのフラウだったのだが、結局は無言を通してそれをスルーすることにした。

　フォローを入れてしまうと逆に、その点ばかりが浮き彫りにされるような気がしたせいである。

「私は、これはちょっと反対なの」

　落ち着いた口調で反対意見を述べたのは、フォックストロットであった。

「フォックスは、どうして反対なの？」

「この体は胸部と腰部に非常なウェイトを抱えているの」

「ムネとケツがでかいっていえばいいの」

　アルファが余計な口を挟んでオリジナルに睨にらまれる。

　それを気にした様子もなく、フォックスは自分の考えを述べた。

「これを参考にして体を作った場合、私達で十全に操作できるの？」

　尋たずねたフォックスの言葉に、フォックスを除いた全員が思わず自分の体を見下ろした。

　先ほど、クロワールのスタイルに対して、ぺたんだのすとんだのといっていたフラウ達ではあるが、自分の体を顧かえりみれば、あまりクロワールのことはいえないようなスタイルであることを否定できない。

　そしてフォックスがいった通り、通常そういった体でもって動いているフラウ達が、急に大公レベルのスタイルになった場合に、果たしてその体でいつも通りに動けるのかという疑問があった。

「それは盲もう点てんだったの……マスターのお役に立てない体では、意味がないの」

「その理屈だと、ローナ姉様も駄目なの。あれは大公さんのレッサーバージョンなの」

「……ここでの会話が聞かれたら、フラウも無事ではすまない気がするの」

　額に冷や汗など浮かべて、オリジナルのフラウは用意していたローナの映像をそっと破は棄きする。

　ちなみにローナの身体的特徴は常にチェックしているフラウであるので、大公のものと比べると、より現実に近い会心の出で来き栄ばえであったのだが、出す前に駄目だしされてしまってはどうすることもできなかった。

「こ、これならどうなの？」

　やや口ごもりながらもフラウが次に提示したのは、エミルの姿である。

　クロワールに比べれば体のラインは女性らしさが際きわ立だっており、大公やローナに比べるとボリュームという点で格段に劣るその映像に、オリジナルを除いた全員がしばし考えこんだ後に、全員が口を揃そろえて同じ言葉を口にした。

「「「「「「没」」」」」」

「なんでなの!?」

　フラウの各分霊は、色々なパラメータの分量こそいじくられているが、基本的にはオリジナルのフラウとなんら変わるところのない存在である。

　だというのに、全員の意見が完全に一致したことに、オリジナルのフラウは驚きが隠せない。

「クロワール姉様より少々マシなだけなの」

「そこまでとはいわなくても、やっぱり見劣りするのー」

「そもそも、マスターはエミル姉様のを見てるはずなの。きっとバレるの」

「なんかエミル姉様を参考にした、というだけで失敗する気がするの」

「デルタの意見に一票入れるの」

「ということなの」

　それぞれがそれぞれに没にした根こん拠きよを述べるが、理由はさまざまあれど、どれもが否定的な意見である。

「そもそも、オリジナルはこれでいいと思ったの？」

　フォックスの問いかけへのオリジナルの返答は即答であった。

「んなわけないの」

「さっさと消すのー」

　アルファが円卓の上に浮かび上がるようにして映し出されていたエミルの映像を手を振って消す。

　自分も否定しているので、あまり他のフラウ達のことは言えないと思いつつも、この現場をエミルに見られたら、もしかすると自分とエミルとの間での全面戦争になりかねないなと、オリジナルのフラウは危き惧ぐを抱くが、他のフラウ達は全く気にした様子もなく、オリジナルに向けて次を出すように催さい促そくし始めた。

「な、ならば最終兵器なのっ！　これを見るがいいの！」

　どうにも評判の芳かんばしくない蓮弥周囲の女性陣の中から、フラウが次に引っ張り出した映像は、誰あろうシオンその人であった。

　こちらもローナと同じく、フラウが常日頃からお世話している女性であり、その身体的数値に関しては、本人以上にフラウは詳くわしいといえる。

　最初のうちは、無駄な筋肉やら歪んだ骨格やらと、フラウから見てもうちょっとなんとかならないものかと思うようなため息が出るシオンのプロポーションであったのだが、蓮弥とパーティを組み、一緒に行動するにつれて、段々とそういった歪みのようなものが取れていき、今ではよくもここまで変わったものだと感心するため息を漏もらすフラウであった。

　これならば、他のフラウ達もちょっとは違った反応を示すだろうと考えての画像表示だったのだが、他のフラウ達はオリジナルが期待したような反応を見せず、しばらくは表示されているシオンの映像を眺ながめていたが、やがてそれぞれが目をそらし、肩をすくめたり嘆たん息そくを漏らしたりし始める。

「あ、あれー？」

「オリジナル、これはちょっと酷ひどいの」

　フォックスが冷静に、そして淡々とした意見を述べた。

「シオン姉様のプロポーションは日々変化している上に、やたらと均整が取れているの。これを真似できればそれに越したことはないけれど、たぶんフラウ達の技術では、間抜けたものしか出来あがらないと思われるの。それくらいのプロポーションなの、シオン姉様は」

「じゃあどうしたらいいの!?　その辺の街娘とか捕まえてきて剥むくの!?」

「落ち着くの。それはもう犯罪者の中でも最悪な、性犯罪者扱いで捕まるの」

　追い詰められた感じでもって、詰め寄ってくるオリジナルのフラウの顔面に、無表情のままチョップを落として蹲うずくまらせてから、フォックスは教え諭さとすような口調でオリジナルだけではなく、周囲にいる分霊のフラウ達へと告げた。

「オリジナルが持っている数値の平均を取って、それで造ったモデルに少し手直しをするくらいでいいのではないの？　誰かに似せるとマスターのことだから、大体誰を基もとにして造ったのか分かってしまうと思うの」

「「「「「「それだっ！」」」」」」

　フォックス以外の六人がハモって叫んだ言葉に、フォックスは疲れたような視線を向けながら、これでこの会議から解放されそうだと安あん堵どに胸を撫なで下ろすのであった。

　こうして造られたフラウ大人バージョンの体であったのだが、お披ひ露ろ目め早々魔王の分身体との戦闘によって廃棄処分という憂うき目に遭あうことになる。

　その後、第二号の作製をという話はどのフラウからも出てこなかったのであるが、オリジナルだけは虎こ視し眈たん々たんと次の機会を窺うかがっていたらしく、他のフラウ達から生暖かい視線と呆あきれの感情を向けられることとなったのだが、それはまた別のお話であった。







あとがき







　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。。

　初めての方のために自己紹介を致しますと、私はまいんと申しましてＷｅｂ上の「小説家になろう」にて本作品を連載しております、そろそろ物書きを名乗ってもいいのかな？　どうなのかな？　いいよね？　ね？　という程度の者でございます。

　今、貴方様が手に取られているこの本は九作目に当たる代物です。

　二桁の大台一歩手前ということで、どうにか節目を迎えるためにも、どうかこのまま手に取ったままレジへと持っていっていただけると、節目を迎えられる可能性が増え、私が幸せになれます。




　皆様のご愛顧と、幸運と、ご縁と、ホビージャパン様の計らいと、ちょっぴり私のがんばりにより、今回「二度目の人生を異世界で」第九巻刊行の運びとなりました。

　本巻までこの作品を読んでいただき、支持支援してくださいました読者の皆様に溢れんばかりの感謝、くらいはどうにか受け取ってもらえそうな気がしますので、愛は背後へと引っ込めて、贈れる限りの感謝を贈らせて頂きたいと思います。




　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナーさん。

　毎度毎巻、素晴らしいイラストを描いて頂きましたかぼちゃさんに、常時お世話になっております、担当Ｋさん。

　本当にありがとうございました。

　また、「小説家になろう」にて本作品を読んでくださった方々、並びにいつも感想を書いてくださる方々や誤字脱字の指摘をしてくださる方々。

　それから、ツイッター等でお付き合いさせて頂いてます皆様方。

　そして本作品を手にとって読んでくださった読者の皆様全てに、心よりの感謝を申し上げて結びとしたいと思います。

　またお会いできますように。
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